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北海道大学農学部演習林研究報告第 43巻第2号 335-494(1986) 

阿寒国立公園の森林植生申

五十嵐恒夫"

Forest Vegetation of the Akan National Park， Hokkaido， japan* 

By 

Tsuneo IGARASHI** 

要約

総5

阿寒国立公園内のハイマツ林，ダケカンパ林，針葉樹林，広葉樹林の分布について述べ，

ハイマツ林，ダケカンパ林については垂直分布についても言及した。これらの中で，雌阿寒岳，

阿寒富士にはダケカンバ林を欠如していること，また雌阿寒岳の西斜面はアカエゾ‘マツが主要

素であるのに対し，東斜面ではトドマツが主となっている点が特徴的である。

森林景観としては，雌阿寒岳から阿寒富士，フップシ岳にかけての一帯および雄阿寒岳の

東，西山麓にアカエゾマツ林の，阿寒横断道路からベンケトーにかけてエソ守マツ林，エソeマツ・

トドマツ林の原生林があること，また川湯アトサヌプリの低地には，火山活動に伴うハイマツ

ーエゾイソツツジ群落が広い面積に展開しており，この 2点が特にすぐれた景観である。

阿寒国立公圏内のアカエゾマツ林はじめ各種の森林 50林分に対し，帯状区法により調査し

群落解析を行い，上木と林床で優占する種の組合せによる基群集の記載を行った。

また，本公園地域内で採集，同定された高等植物 706種の目録を作成した。

キーワード: 阿寒国立公園， 原生林， アカエゾマツ林， 基群集， フロラ。
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写真 (Plate1 -XX) 

はじめ に

現在の日本の国立公園の中で，森林植物学的に見て阿寒国立公園ほど原始相を有している

ところはないと云われる。約 90，000haの広さを持つこの国立公園には，屈斜路湖，阿寒湖，摩

周湖という三つの大きい湖があり，また山岳としては雌阿寒岳，阿寒富士，雄阿寒岳，藻琴山

などがある。また，現在火山活動中の山としては前記した雌阿寒岳の外にアトサヌプリがある。

阿寒国立公園の森林は，これらの山岳，湖あるいは火山活動の影響をうけて，きわめて特色あ

る景観を呈している。

著者は，故館脇操先生とともに 1972~1975 に帯広営林局から委嘱をうけ，阿寒国立公

園の植物相の解析に努めた。先生の阿寒研究は実に 1920年から開始されたものであり， 50年間

以上に及ぶ研究の総括を意図しておられたが，不幸にも取り纏め半ばにして他界された。なお，

この時の調査報告書は 1976年3月に帯広営林局から「阿寒国立公園の植生」として印刷公表さ

れている。

本論文は，その後補足調査も行って新たに解析を進めた 16林分の結果も含め，現在の阿寒

国立公園の森林の自然相を出来るかぎり正確に記載することに主眼をおいて取り纏めたもので

ある。

本論文を草するにあたり，生前森林植生の研究にかぎらず，あらゆる面で懇切なご指導を

いただいた故 館脇操先生に衷心からの感謝を捧げるものである。この研究を行うにあたり

調査に絶大な援助をいただいた帯広営林局各位，特に当時計画課員でたびたびフィールドにも

同行された藤原忠治技官(現釧路営林署次長)，さらに調査に協力された北海道大学演習林研究

部奥谷昭技官，佐藤敦子技官，同農学部林学科の学生，大学院生の諸君に心からの感謝の意を

表する。
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第 I章森林環境

1.気象

阿寒国立公園内あるいは近接地では，弟子屈と阿寒湖畔に地域気象観測所があり，前者で

は1931年から後者では 1940年から観測が行われている。日本気象協会北海道支部の資料同か

ら，両観測所の観測結果を取り纏め表に示すと Table1のとおりである。年平均気温は弟子屈で

Table 1. Climate 

1) Localities of出eobservation 

Localities 
Latitude Longitude Height above Measurement 
(N) (E) sealevel (m) period 

Tesikaga 43
0 

29' 144
0 

28' 1∞ 1931~1980 

Akan-kohan 43
0 

25' 144
0 

6' 430 1940~1980 

2) Temperature ('C) 

Localiti田 M聞 temp. Jan. Feb. Mar. Apr. May JWI. 
M飽surement

J叫 Aug. Sep. Ocl Nov. Dec. y，即 開riod

daily -9.4 -8.8 -4.0 3.0 8.8 12.5 16.6 18.0 14ι 8.2 1.1 -5.1 4.7 1954-1980 

TesI量k砲司 daily max. -2.8 -2.2 1.6 9.5 16.4 18.8 22.3 23.3 20.1 14.9 7.2 0.8 10.8 

daily min. 一16.0-15.5 -9.6 -2.0 3.0 7目9 12.7 14.5 9.7 2.3 -4.3 -11.1 -0.7 

daily -10.9 -10.4 -5.3 2.5 7.9 11.9 16.5 17.4 13.4 7.0 -0.1 -6.2 3.6 1954-1980 

Akan-kohan daily max. -3.9 -3.0 1.2 9.2 15.9 19.0 22.9 23.3 19.3 13.4 5ι-0.3 10.2 

daily凶n. 一18.0-17.8 -11.8 -3.3 1.9 6.8 12.1 13.4 8.5 1.6 -5.0 -12.1 -2.0 

3) Absolute temperature ('C) 

Localiti田
Extreme value Ab削 除蜘p. Jan. Feb. Mar. Apr. May JWI. Jul. A¥唱. Sep. Ocl Nov. Dec. (date) 

Teshikaga 
maximwn 6.4 11.3 13.0 25.4 32.0 32.0 35.0 34.9 30.7 25.0 20.0 15.0 35.0 (1976.7.26) 

rrummum -30.8 -29.6 -28.8 -18.8 -9.0 -2.0 3.4 2.2 -2.2 -9.4 -20.5 -29.0 -30.8 (1975.1.31) 

Ak釦 -kohan
maximwn 10.0 11.8 14.0 26.4 30.8 32.1犯.0 34.0 30.5 24.4 19ι14.3 38.0 (1946.7.18) 

凶nimum -32.0 -37.5 -33.0 -22.0 -7.5 -6.0 0.8 3.6 -3.8 -8.6ー17.6-32.0 -37.5 (1948.2.1) 

4) Precipitation (mm) 

I..ocalities Jan. Feb. Mar. Apr. May Jun. Jul.ん.tg. Sep. Oct Nov. Dec. Total Rainy (day) 

Teshikaga 43 47 69 85 104 110 107 135 145 129 73 54 1，101 118 

Akan-koh釦 n ~ M fi m ru ~ rn w m 鈎 69 1.221 121 

5) First and last days of the snow and frost 

Locality First hoarfrost Last hoarfrost First snowfall Last snowfall 

Teshikaga October 3 May 22 November 5 May 3 

6) Snow depth (cm) 

Locality Oct. Nov. Dec. Jan. Feb. Mar. Apr. May Maximum (date) 

Teshikaga 4 41 50 90 158 145 90 13 158 0965.2.27) 
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4.1
0

C，阿寒湖畔で 3.6
0

C，最高気温は弟子屈で

35"C，阿寒湖畔で 38
0

C，最低気温は弟子屈でー

30.8
0

C，阿寒湖畔で-37.5"Cが記録されている。

降水量は年間 1，100-1，200mmあり，降水日数

は120日前後である。弟子屈における初霜日は 10 ・
月3日，終霜日は 5月 22日，降雪の初日は 11月

201-i:;; 

5日，終日は 5月3日である。積雪量は 2-3月に

多く，最深積雪は 158cmを記録している。

両所における月平均気温と月平均降水量から

TAYLORの温雨図を示すと， Fig.2のごとくであ

り，おおむね太平洋型気候を示している。

2.地形

阿寒国立公園の地形は，阿寒・屈斜湖・摩周

とL、う巨大な三つのカノレデラとその周辺に展開す 4・
る広大な火山砕屑岩地が火山灰地によって特徴づ

339 
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Fig. 2. Hythergraph at Teshikaga 

けられている。勝井制によれば，これらのカルデ and Akan-kohan 

ラはいずれも更新世後期に形成されたものとされ，さらに詳述すれば以下のとおりである。

1) 阿寒カルデラ

阿寒カルテーラは，北東一南西の径 24km，北西一南東の径 13km，面積 224km2に及ぶ。

湖盆底の海抜は約 400m，湖盆壁は海抜 600-1，000mで，南壁は切れて阿寒川が湖水を排水し

ている。湖盆内には多くの新規火山を生じ，湖盆壁との聞には面積 12.7km2，最大深度 36.6m

の阿寒湖やパンケトウー・ベンケトーなどの堰止湖がある。湖盆内に生じた新期火山として，

フレベツ岳(1.088m)， フップシ岳(1，225m)，雄阿寒岳 (1，371m)，雌阿寒岳(1.499m) 

がある。雄阿寒岳は，放射性炭素年代によれば約 12，000年前から活動を開始している。雌阿寒

岳は雄阿寒岳より前から活動を始め，活動の中期には剣ケ峰などに引き続き中マチネシリが大

きく成長し， 13，000年前には直径1.1kmの爆裂火口が聞かれ，これは現在も噴気活動がはげ

しい。雌阿寒岳の火山活動の晩期には，現在の頂上であるポンマチネシリ(1，499m)を噴出し，

最後に今から約 2，000年前に最も南側に阿寒富士 (1，476m)が噴出した。

2) 屈斜路カルデラ

阿寒カルテゃラの北東に接する屈斜路湖盆は，ほぼ円形を呈し，長径 26km，短径 20kmに

及ぶ巨大なものである。湖盆内には西北西から東南東にむかい，中島，アトサヌプリ，摩周な

どの火山が噴出しており，これらの新期火山と湖盆壁との聞には面積 79.7km2，最大深度 120

mの屈斜路湖がある。湖面は海抜 121mで，平均の水深は 40-50mである。

屈斜路湖盆も陥没カルデラであり，南部はベケレ山， ビラオ山などの山地でカルデラ壁は
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明瞭でないが釧路川が湖水を排水している。湖盆の西部，北部は平均海抜高 400-600mの明瞭

なカルデラ壁を有している。この外輪山溶岩の噴出後，更新世末期になって少なくとも 10固に

わたるはげしい軽石流の噴出があり，その最後の活動は約 30，000-35，000年前である。多数回

にわたる多量の軽石流の噴出後に，その中心部が陥没して屈斜路カルデラが形成された。屈斜

路湖盆の中央には，アトサヌプリと中島の火山が噴山している。

(1) アトサヌプリ

アトサヌプリの外輪山は，海抜 350-450m，直径 4km，深さ 150-250mで箱型をなし，

南部と北東部は欠けている。外輪山溶岩の噴出後，やや多量の軽石流が噴出し，その後にカル

デラ陥没が行われた。溶岩や軽石流の噴出は更新世末期とみられる。カルテ'ラ噴出後多数の溶

岩円頂丘が噴出し，カルデラ内では 397mの平坦な円頂丘が噴出し，湯沼を堰止めている。ま

た，カルデラ周辺にはヌプリオンド，丸山，オプタケシュケ， トモサシベ，ニフシオナコツ，

サワンチサップ，マクワンチサップ，アトサヌプリ(硫黄山)などの溶岩円頂丘が噴出してい

る。

(2) 中島

屈斜路湖のほぼ中央に，直径約 3kmの肩平な中島がある。島の中央には直径1.3km，海

抜 300m内外の外輪山があり，その中に海抜 355mの扇平な溶岩円頂丘がある。この火山も外

輪山の溶岩噴出一軽石の噴出一外輪山の形成一溶岩円頂丘の形成という歴史をたどったもの

で，アオサヌプリ溶岩円頂丘群が活動した頃に噴出したものと考えられる。

3) 摩周カルデラ

海抜500-700mの急峻な断層崖にめぐらされた摩周湖は，長径 7.5km，短径 5.5km，面

積 19.6km2，最大深度 212mのカルテ'ラ湖である，湖面は海抜 351mである。

今から 15，000年前，屈斜路カルテ宇ラの東南壁の上で溶岩，砕屑物の噴出がはじまり，成層

火山が形成された。その後，若干の休止期があり， 11，000年前に激しい軽石噴火がはじまった。

7，000年前には，一連の大噴火がおこり，山頂部は崩壊，陥没してカルデラを生じた。カルデラ

陥没のあと，小成層火山のカムイヌプリ (858m)と溶岩円頂丘のカムイシュ(神威島〉が生じ

た。カムイヌプリは今から 1，000年前に再び激しい軽石噴火を行い，頂上に小型(直径1.5X1.2

km)のカルテeラを生じ，活動を終了している。

第 11章議林植生概況

1.森林概況

阿寒国立公園の森林を大別すると以下のとおりである。

高山林帯:ハイマツ林，高山低木林

上部広葉樹林帯:ダケカンバ林

針葉樹林帯:エゾマツ林， トドマツ林，アカエゾマツ林，オンコ林
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広葉樹林:ミズナラ林，シナノキ林，カツラ林，ハルニレ林，ヤチダモ林，ケヤマハン

ノキ林，シラカンパ林

これらの森林が面積的にまとまりを見せている個所は下記のとおりである。

ハイマツ林:雌阿寒岳，阿寒富士，雄阿寒岳，藻琴山，アトサヌプリ

ダケカンパ林:摩周湖湖岸，藻琴山，雄阿寒岳

エゾマツ林:パンケトー，白水)11(阿寒営林署)，当別川上流，野上峠，琴似山，屈斜路湖

中島

トドマツ林:雌阿寒岳，白水)11(阿寒営林署)，小清水峠，尾札部林道沿い，第 1，2跡佐

登林道沿い

アカエゾマツ林:オンネオー，雌阿寒岳，白水JII(足寄営林署)，フレベツ林道，雄阿寒岳

西斜面，パンケトー，阿寒富士南山麓，川湯

広葉樹林(下部):山麓帯随所

しかし，現在ではハイマツ林，ダケカンパ林を除いては特別保護地区，試験林等のため禁

伐指定をうけている個所を除くと，上記した各所の森林も施業をうけており，原始相を求める

ことはできない。特に広葉樹林(下部)については，小面積であっても原始相を有する森林を

見出すことは極めてむずかしい現状である。また，エゾマツ林， トドマツ林についてもその大

部分は施業の対象となり，原始相をとどめる森林は少ない。エゾマツ林については阿寒横断道

路，野上峠，屈斜路湖中島，カムイヌプリ頂上のカルテーラ底などに小面積ながら極盛相となる

べき群落を見ることができ， トドマツ林については雌阿寒岳において学術参考林として保護さ

れている樺太系のトドマツ純林が見られる。

なお，高山低木林は阿寒富士南面の高距 1 ， 000~1 ， 200 m，雌阿寒岳東面の 900~1 ， 000 m 

の沢状地，雄阿寒岳の 1 ， 100~1 ， 300 m，藻琴山南面の 500~700m の沢状地に見られるが，大

なる面積を占めることはない。

2. 森林の垂直分布

一般に北海道における森林の垂直分布を見ると，上部よりハイマツ林帯，ダケカンパ林帯，

上部針広混交林帯，針葉樹林帯(エゾマツ・トドマツ林，エゾマツ林， トドマツ林，アカエゾ

マツ林)，針広混交林帯，広葉樹林帯に分類できる。

阿寒国立公園のハイマツ林帯は，雌阿寒岳，阿寒富士，雄阿寒岳，藻琴山，アトサヌプリに

分布するが，その分布高度は下記のとおりである。

雌阿寒岳 1 ， 200~l ， OOO (~800) m 

阿寒富士 1 ， 200~ 900 m 

雄阿寒岳 1， 371 ~ 1，000 m 

藻琴山 999~ 700 (~500) m 

アトサヌプリ 510~ 160m 
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アトサヌプリ以外は，高度的に見てそれぞれの山の最高部に位置する森林群落であり，そ

の下部はダケカンパ林あるいは針葉樹林に接している。アトザヌプリのハイマツ林の分布は，

火山活動に伴う特殊な例と解釈すべきものである。

つぎに，ダケカンパ林帯は雄阿寒岳，阿寒横断道路，藁琴山，カムイヌプリおよび摩周湖

湖壁にみられるが，その分布高度は下記のとおりである。

雄阿寒岳 800~1 ， 000 m 

阿寒横断道路 680~ 800 m 

藻琴山 300~ 700 m 

カムイヌプリ及び湖壁 400~ 868 m 

ダケカンパ林帯の下部には針葉樹林帯が分布することになるが，雌阿寒岳と阿寒富士には

ダケカンパ林帯の分布はなく，ハイマツ林帯の下部に針葉樹林帯が分布している。特に雌阿寒

岳では東部にはトドマツ，西部にはアカエゾマツが分布しており，雨林帯の接点ではそれぞれ

トドマツーハイマツ群落，アカエゾマツーハイマツ群落を見ることができる。

3. 森林景観概観

阿寒国立公園は，森林植生からみて日本の国立公園中最も原始景観に富んだ地域であろう。

たとえば，阿寒湖の東西にそびえる雌阿寒岳と雄阿寒岳は，山貌を異にするとともに異なった

森林群落を有している。ことに興味深いのは雌阿寒岳であって，この山では東西の面で主要森

林樹種を異にしている。すなわち，東面ではトドマツ林が主要素となり，西面ではアカエゾマ

ツが主となっている。また，山頂付近は，新生火山という条件によって砂確性の草本群落(お

花畠)がよく発達している。

一方，雄阿寒岳は山麓から高距 700m付近まではトドマツ，エゾマツ，アカエゾマツの混

交する針葉樹林であり，その上部にはダケカンパ林，さらにハイマツ林帯がある。雄阿寒岳の

東麓には，阿寒横断道路並びにパンケトー，ベンケト一一帯のエゾマツ・トドマツ林があり，

しかもその一部には原生林が今日もなお残存している。雌阿寒岳にはダケカンパ林を欠如して

いるが，雄阿寒岳には上部にダケカンパ林があり，かっ山腹においてもダケカンパのかなりの

混交が見られる。そして山頂はハイマツ群落におおわれている。しかも一方においては，南西

から北西にかけての湖岸岩礁地，東面のパンケトー湖岸岩礁地にはアカエゾマツ林が見られる。

高山植物は雌阿寒岳の方が種類が豊富であり，興味深い種類を有している。たとえば，雌阿寒

岳に産するメアカンフスマ，コマクサ，メアカンキンパイなどは雄阿寒岳に見られない。

さらに屈斜路地帯に入ると，森林景観上の偉観はアトサヌプリとその山麓，川湯付近のア

カエゾマツ林である。高距 510mのアトサヌプリからサワンチサップ山の南面にかけてハイマ

ツの大群落があり，林下にエゾイソツツジ，ガンコウランを配した川湯にかけての特殊な景観

は全くユニークなもので，北日本の森林景観上重要な地帯である。

なお，阿寒国立公圏内における阿寒湖畔のボッケ，アトサヌプリをめぐる噴気孔地帯，屈
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斜路湖畔和琴半島における噴気孔付近の特殊な景観なども特筆すべきものである。

以下に主要な個所における森林景観の概況を述べる。

1) 阿寒湖四島

阿寒湖には，オンキモシリ(大島)，ポンモシリ(小島)，チュウルイモシリ，ヤイタイモ

シリの四島がある。

(1) オンキモシリ(大島)

大島は阿寒湖の南東部，阿寒川への滝口に近い所にあり，湖岸から 250mの距離に位置す

る。本島は，阿寒湖四島の中で最大の島で，その大きさは長径 420m，短径 280m，面積は約 11.4

haであり，島の最高点は海技 439mである。

島の中央部にはシナノキ，カツラなどを主とする広葉樹林があり，周辺部にはエゾマツ林

やトドマツ林が見られる。広葉樹林は，樹高 25~34m，胸高直径 60~90cm のシナノキ，カツ

ラが上層を占め，第2層以下にシウリ，オヒョウ，エゾイタヤ， トドマツ，オンコを生ずる。

島の東側の急傾斜地には，樹高 25~32m，胸高直径 54~64cm の大径木からなるエゾマツ林が

あるが，その面積は大きくはない。この林の第2層以下にはトドマツが多く，若干のエゾイタ

ヤなどの広葉樹を混える。また，島の東から北~北西側にかけての湖岸沿いにはトドマツ林が

見られるが，その林帯幅は 15~20m と狭L 、。 トドマツ林の上層は，樹高 21~24m，胸高直径

26~54cm のトドマツからなり，第 2 層以下にはトドマツの外に若干のアズキナシ，ナナカマ

ド，オンコなどを混生する。

林床植物としては，広葉樹林下にはエゾミヤコザサ，フッキソウ，オシダ，スゲ類が多く，

針葉樹林にはハクサンシャクナゲ，ゴンゲンスゲなどが多く， ミヤマハンショウヅル，ズダヤ

クシュ，ジンヨウイチヤクソウ，ツバメオモト，マイヅルソウ，シノブカグマなども生じてい

る。

なお，本島のシナノキ林に口1-1J，シナノキ・カツラ林に (II-n)，エゾマツ林に (II-f)，

トドマツ林に口I-h)の帯状区を設定し，群落解析を行った (433，442， 412， 420頁参照)。

(2) ポンモシリ(小島)

本島は阿寒湖の南部，ボッケの北 150mの距離に位置する。本島は北側を底辺(長さ約 120

m)とする三角形(長さ 200m)をなし，その面積は約1.4ha，島の最高点は海抜 423mであ

る。本島の中央部にはシナノキ林，東側にはトドマツ林がある。シナノキ林は，樹高 22~24m，

胸高直径 42~74cm のシナノキが上層を占め，第 2 層以下にはシナノキの外にトドマツ，オ

ヒョウ，エゾイタヤ，オンコを生ずる。林床にはフッキソウが多く， トガスグリ，マイヅルソ

ウ，ツバメトモト，オシダなども見られる。トドマツ林は，樹高 19~22m，胸高直径 30~50cm

のトドマツが上層を占め，第2層以下にはトドマツの外にエゾイタヤ，シナノキ，ナナカマド，

ヒロハノキハダ， ミズナラ，オヒョウなどの広葉樹やエゾマツ，オンコを生じている。林床に

はシラネワラビが多く，ツパメオモト，マイヅルソウ，フッキソウ，スゲ類，オシダなども見
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られる。

なお，本島ではシナノキ林に CII-g)， トドマツ林に CII-k)の帯状区を設定し群落解析を

行った (431， 418頁参照)。

(3) チュウルイモシリ

チュウルイモシリは阿寒湖の北側，湖岸から 250mの距離に位置する。本島は中央部がや

や高く，東，北，南側には湖水面とほぼ同じレベルの低湿地がある。島の最高点は 424mで，

中央部のやや高い部分の面積は約 0.8ha，周辺の低湿地も含めると底辺 250m，長さ 150mほ

どの三角形をなす。

中央部にはトドマツがやや多い針広混交林が見られるが，その上層は樹高 24~27m，胸高

直径 42~92cm のトドマツ，シナノキ，ハリギリなどからなる。第 2 層以下にはエゾマツ，オ

ンコ，エゾイタヤ， ミズキ，ナナカマドなどを生ずる。島内に生ずる大きい林木の樹高，胸高

直径を示すオンコ(16m， 68 cm)，ヒロハノキハダ(27m， 66 cm)，ハリギリ (25m， 68 cm)， 

エゾマツ (23m， 56 cm)，ダケカンパ (21m， 38 cm)， ドロノキ(16m， 22 cm)，ヤチダモ(15

m， 22cm)，ケヤマハンノキ(13m， 24 cm)，イヌエンジュ (8m， 14 cm)，また低湿地に近

いところにはナガパヤナギ(10m，26 cm)も見られる。林床には，潅木としてノリウツギ，オ

ガラパナ， ヒロハツリバナ，エゾニワトコ， トガスグリ，蔓茎類としてミヤママタタピ，ツタ

ウルシ，草本類としてツパメオモト，フッキソウ，スゲ類，マイヅルソウ，羊歯類としてオシ

ダ，シラネワラビなどが見られる。また，低湿地にはヨシが生じている。

なお，本島においては CII-iJ帯状区を設定し，森林の構造解析を行った (427頁参照)。

(4) ヤイタイモシリ

ヤイタイモシリは阿寒湖の北西側，湖岸から約 250mの距離に位置する阿寒湖最小の島で

ある。本島は中央部でも湖面から約 3mほどしか高くなく，島の東側および西側には湖水面と

ほぼ同じレベルの低湿地が連続する。中央部の広さは，直径 60mで面積は 0.25ha，低湿地を

含めても東西 160m，南北 90mほどで，面積は約 1haにすぎなし、。

本島の中央部にはシナノキ・トドマツ林が見られる。この林の上層は樹高 18~23m，胸高

直径 22~78cm のシナノキ， トドマツに占められ，その下層にトドマツ，エゾイタヤ，ナナカ

マド，オンコ，ケヤマハンノキ， ミヤマザクラ，エゾマツなどを生じている。島内の比較的大

きい林木の樹高と胸高直径を示すと，シナノキ (23m， 78 cm)， トドマツ(17m， 50 cm)，エ

ゾイタヤ(19m， 22 cm)，ナナカマド(17m， 32 cm)，オンコ (13m，回 cm)，エゾマツ (9

m， 32cm)，ヤチダモ (11m， 24 cm)， ミズキ (7m， 14cm)， ヒロハノキハダゆ m，26cm) 

などである。林床にはトクサが優占し，その他濯木としてヒロハツリパナ， トガスグリ，草本

類としてフッキソウ， ミミコウモリ，羊歯類としてオシダ，シラネワラビなどが見られる。

なお，本島においては CII-jJ帯状区を設定し，群落解析を行った (428頁参照〉。



阿寒国立公園の森林植生 (五十嵐) 345 

2) 雌阿寒岳

雌阿寒岳(1，499m)の上部では，高距 1，000m以上に高山植物群落の出現を見るが，特に

ハイマツ林の上部 1，200mから山頂にかけて，広い火山性砂離原の山肌の随所に草本，小瀧木

の群落が点在する。また，高距 1 ， 200~1，000 mにはハイマツ林が出現するが，場所によっては

800mまで下降する。このハイマツ林の下部には，前記したようにダケカンパ林を欠いており，

北面から西面，南面にかけてはアカエゾマツ林に，東面ではトドマツ林に接している。ここで

は，上部の高山植物群落および登山路で見られる森林景観について記すことにする。

(1) 高山植物群落

雌阿寒岳の高山植物群落の大部分は砂榛原群落に属するもので，次の小群落に分けられる。

i )コマクサ群落

ii)メアカンフスマーコイワタデ群落

iii)ミネズオウーガンコウラン群落

iv)タルマイソウーイワギキョウ群落

コマクサ群落は盗採のために雌阿寒岳山頂付近においては激減したと云われる。コマクサ

(Plate 11 Photo 3)は，疎に，単独に，区域的には広い面積の群落をつくる性質があり，現在

は剣ヶ峰，阿寒富士に向かう南斜面，および阿寒富士に見られる。

メアカンフスマーコイワタデ群落は，メアカンキンパイ (Plate11 Photo 5) ，ガンコウラ

ン， ミネズオウ，イワウメを混生し，飛石状に群落をつくる。

ミネズオウーガンコウラン群落は，硫気孔付近に多くコイワタデ，メアカンフスマ(Plate

11 Photo 4) ，コメパガザクラ，イワウメを混じ，マット状をなす。

タルマイソウーイワギキョウ群落は，時にチシマニンジンやメアカンキンパイ， ミヤマキ

ンパイの小群落も混ずるが，メアカンキンパイが優勢となり単独の小叢をなすこともある。

雌阿寒岳の乾生原群落は，緩い傾斜面に見られ，イワノガリヤヘマルパシモツケ，チシ

マニンジン，エゾイソツツジ，シラタマノキ，コケモモ，オオタカネパラ，ガンコウラン， ゴ

ゼンタチバナ，コメパツガザクラ，ハクサンシャクナゲ，エゾクロウスゴなどからなる。場所

によってはウラジロタデ，ススキの群生も見られる。

(2) 登山路の森林景観

雌阿寒岳頂上への登山路には，阿寒湖畔から北東~東側の山腹を経て剣ヶ峰から山頂に至

る阿寒湖畔ノレート，雌阿寒温泉(野中温泉〉から北西山腹を経て山頂に至る雌阿寒温泉ノレート，

およびオンネトーから南山腹を経て阿寒富士との鞍部に出て山頂に至るオンネトー・ルートの

3登山路がある。

( i ) 阿寒湖畔ノレート

湖畔から登山口にかけては， トドマツを混える広葉樹林であるが，高距 600m位よりアカ

エゾマツが出現する。しだいに林床にエゾミヤコザサ，クマイザサを伴ったアカエゾマツ林と
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なり，アカエゾマツートドマツ林のタイプも見られる。

樹木限界に近い高距 900mに達するとトドマツーエゾミヤコザサ群落が出現する。トドマ

ツの樹高は 14~17m，胸高直径 20~40cm であり，またここのトドマツの樹肌は平滑できわめ

て白く，特徴的である。林床はエゾミヤコザサが優占し， トドマツ，アカエゾマツ，ナナカマ

ドの稚樹の外に，低潅木のオオパスノキ，カクミノスノキ，エゾクロウスゴなどを生ずる。

高距 980m付近に至ると樹木限界に達しトドマツーハイマツ群落が出現し，剣ケ峰のハイ

マツ林に至る。高距 1，230m地点のハイマツの樹高は O.2~ 1. 6 m，根元直径は 2~8cm のもの

が多く，最大径で 14cm程度である。林床には，ハイマツ樹冠の破れた所にエゾイソツツジ，

ガンコウラン，コケモモ，コメパツガザクラを生じ，樹冠が閉鎖し密な所では無植被である。

本ルートにおいては， トドマツ林に(I-m)， トドマツーハイマツ林に(I-n)，ハイマツ林

に(I-a)帯状区を設定し，群落解析を行った (414，423， 355頁参照)。

(ii) 雌阿寒温泉ルート

雌阿寒温泉(野中温泉〉から北西山腹を経る登山路は，アカエゾマツ林，ハイマツ林を通っ

て頂上に至るもので，この間多くの群落型が出現しアカエゾマツ林の生態観察にはきわめて好

い条件のルートである。

まず温泉の裏山，高距 820m付近にはアカエゾマツーエゾミヤコザサ群落がある。このア

カエゾマツ林の上層は，樹高 23~26m，胸高直径 32~58cm のアカエゾ、マツが占め，林床には

エゾミヤコザサが優占する。また，林床にシノブカグマが優占するアカエゾマツーシノブカグ

マ群落も見られる。

少し登ると， トドマツの混交した所を経て岩礁地上のアカエゾマツー醇類群落 (Plate凹

Photo 8) にかかる。アカエゾマツの樹高は 18~24m，胸高直径 28~62cm で，林床には蘇類が

優占する外，トドマツ，アカエゾマツの稚樹，小濯木のコケモモ，ツルツゲ，エゾグロウスゴ，

カクミノスノキ， オオパスノキ，草本類のゴゼンタチパナなどを生ずる。

さらに登ると，醇類の中にゴゼンタチバナの多い林床やアカエゾマツーハクサンシャクナ

ゲ群落なども見られるが，アカエソーマツは次第に樹高を減じ，高距900m (3合目)に達すると

アカエゾマツーハイマツーエゾイソツツジ群落となる。高距 960m地点では，アカエゾマツの

樹高は 2~18m，胸高直径 4~30cm，ハイマツの樹高は 1~6m，根元直径 2~12 cm，最大で

16cmである。林床にはエゾイソツツジ，コケモモが多く，カクミノスノキ，アカエゾマツの稚

樹も見られる。 4合目になると，樹下に植生を伴わないハイマツ群落となる。

潤沢をわたって 5合白から 8合固まではハイマツーガンコウラン群落がつづき，所々に

ミネヤナギ，メアカンフスマ，エゾマルパシモツケ，タルマイソウ (Plate11 Photo 6)の生ず

る崩壊斜面も介在する。 8合目をこえる噴からハイマツの樹高は低くなり， 9合目で姿を消す。

9合目から上ではガンコウランも姿を消し，噴火口壁に近付くとメアカンキンパイが多くなり，

頂上付近ではメアカンフスマが最も多い。
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本ルートにおいては，アカエゾマツーエゾミヤコザサ群落[I-cJ，アカエゾマツーシノブカグ

マ群落に[1-0，アカエゾマツーハイマツ群落に(I-lJ帯状区を設定し，群落解析を行った (370，

382， 400頁参照〉。

Ciii) オンネトー・ルート

オンネトーから 300mの間(高距660m)は緩傾斜地で，ここには樹高20-27m，胸高直

径 32-66cmのトドマツ，エゾマツ，アカエゾ、マツ，ダケカンバからなる林があり，下層にシ

ナノキ，ハリギリ，ナナカマド，オンコなどを生ずる。大きい林木としては，樹高28m，胸高

直径 120cmのドロノキが測定された。

ここから登山路はやや急な登りとなり台地上に出るが，森林はアカエゾマツ，エソ。マツ，

トドマツにシナノキ，ハリギムダケカンパなどの広葉樹を混交し，アカエゾマツの混交度が

やや多くなる。上層は，樹高 24-26m，胸高直径40-78cmのもので占められる。

高距 700-760m (2合目〉の聞には，アカエソ事マツ・トドマツ一癖類群落が出現する。こ

の森林の上層は，樹高 20-27m，胸高直径30-68cmのアカエゾマツ， トドマツに占められ，

林床には醇類の外にハクサンシャクナゲ，エゾクロウスゴ，ツルツゲ， ミヤマホツツジ，ゴゼ

ンタチバナ，アスヒカズラ，ホウパノトウゲシパなどを生ずる。

高距820m (3合目〉までの聞は，部分的にトドマツが多くなったり，アカエソ事マツの混交

度が高くなったりする。上層を形成する林木の大きさは，樹高22-26m，胸高直径 24-48cm

程度である。この付近の沢沿いには，ダ、ケカンパ(樹高 20m，胸高直径 40-50cm)， ミヤマハ

ンノキC10m， 10 cm)を生ずる。

高距 940m (4合目)地点は斜面の上部にあたり，アカエゾマツ中径木(樹高 15m，胸高

直径20-30cm)にトドマツ小径木C15m， 16-20 cm)を混交し，林床には醇類の外にハクサ

ンシャクナゲ， ツルツゲ， コケモモ， ゴゼンタチバナ， ミツバオウレン，タチマンネンスギな

どを生ずる。

この登山路でハイマツが出現するのは，高距1，000mの地点である。この付近の森林景観

を記すと，上層は樹高 15-19m，胸高直径 24-48cmのアカエゾ、マツが優占し，これにトドマ

ツ (2-6m， 4-16 cm)，ナナカマド (13m， 22 cm)， ミヤマハンノキ (5m，14 cm)を混交

する。林下には樹高 4m，幹長 6m，根元直径 7-18cmのハイマツが優占し，林床は醇類が被

度 5で優占し，少数のツルツゲ，エゾイソツツジ，エゾクロウスゴ，ゴゼンタチバナ，タチマ

ンネンスギおよびアカエゾマツ， トドマツの稚樹を生ずる。

高距 1，150mC6合目〉においては，アカエゾマツは全く姿を消し，ハイマツ群落によって

完全に占められる。

このルートにおいてもダケカンパ帯は見られず，アカエゾマツ林からハイマツ群落へと移

行する。
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3) オンネトー

オンネトーは雌阿寒岳の阿寒富士の西山裾，高距610mの地点にあり，形は勾玉状をなし，

大きさは長径 900m，短径 650mの小さい山湖である。背景に雌阿寒岳，阿寒富士を配し，アカ

エゾマツ林に抱かれた静かな、湖の風景は (Plate1 Photo 1)非常に優れたものであり，訪れた

人々を魅了する。湖の周辺で‘は，樹高 18~24m，胸高直径 24~44cm のアカエゾ、マツ林が主で，

部分的にはエゾマツ， トドマツを混変する。アカエゾマツ林では，アカエゾ、マツーハクサンシ

ャクナゲ群落，アカエゾマツーゴゼンタチパナ群落を見ることができ，前者の林床にはハクサ

ンシャクナゲ，醇類が多く，カクミノスノキ，ゴゼンタチバナ， エゾイチヤクソウ，ジンヨウ

イチヤクソウ，アスヒカズラを生じ，後者の林床にはゴゼンタチバナ，醇類の外にコケモそ，イ

ワツツジ，カグミノスノキ，エゾイチヤクソウ， スギカズラなどを見る。

本地域においては，湖岸のアカエゾマツーハクサンシャクナゲ群落に口一jJ，アカエゾマツ

ーゴゼンタチバナ群落に(I-gJ帯状区を設定し，群落解析を行った (3卯， 384頁参照)。

4) 雄阿寒岳

雄阿寒岳は，山頂から高距 1，OOOmまではハイマツ林帯，その下部 800mまでがダケカン

パ林帯で，その下方は山麓までエゾマツ・トドマツ林に占められる。ただし，西側山麓と北東

側のパンケトー側山麓には岩礁地系のアカエゾマツ林が成立している。これらのアカエゾマツ

林の群落型は，アカエゾマツー醇類基群集で，上層は樹高 24~31 m，胸高直径 40~86cm のア

カエゾマツによって占められ，下層にはアカエゾマツの外にトドマツ，および若干のコシアブ

ラ，ナナカマド，シウリなどを生ずる。林床には醇類が優占するほか，前記高木種の稚樹やオ

ガラバナ，コヨウラクツツジ，ハクサンシャクナゲ，ゴンゲンスゲ，ツパメオモト，マイヅル

ソウ，ゴゼンタチバナ， ミヤマハンショウヅル，スギカズラ，アスヒカズラ，タチマンネンス

ギ，シノブカグマ，シラネワラビなどを生ずる。

高距約 900m の南斜面のダケカンパ林は，ダケカンパの樹高 12~19m，胸高直径 48~66

cmで，林床にはグマイザサが優占し，僅かのオガラバナ，イワノガリヤス，ゴゼンタチバナな

どを生ずる。

雄阿寒岳の高山植物群落は，雌阿寒岳に比較すると貧弱である。お鉢平の最低部には， ミ

ネヤナギ，マルパシモツケ，ガンコウラン，チシマニンジン，コケモモ，イワウメ，エゾオヤ

マノリンドウ，チシマヒョウタンボク，イワギキョウ，チシマアザミ，タカネニガナなどを生

ずる。岩上，岩壁にはマルパシモツケ，ガンコウラン， ミネズオウ，コメパツガザクラ，コケ

モモ，イワウメが見られる。また，ハイマツ林に介在する乾性原群落としては，イワノガリヤ

ス群落，コケモモーガンコウラン群落がある。なお，雌阿寒岳に産するメアカンフスマ，コマ

クサ，メアカンキンパイなどは雄阿寒岳には見られなL、。

双湖台から双岳台，ベンケトーにかけての阿寒横断道路には，エゾマツートドマツ林の原

生林が見られる(PlateIII Photo 7)。群落型としては，エゾマツークマイザサ基群集，エゾマ
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ツートドマツークマイザサ基群集で，樹高 25--28m，胸高直径 40--68cmのエゾマツが上層を

占める。林床にはクマイザサが優占し，濯木としてはヒロハツリバナ，オガラバナ， トガスグ

リ，草本としてはゴンゲンスゲ， コミヤマカタパミ， ミヤマタニタデ，マイヅルソウ，チシマ

アザミ，アカミノルイヨウショウマ，羊歯類としてはシラネワラビ，ホウパノトウゲシパ，タ

チマンネンスギ，スギカズラなどを生ずる。

なお，雄阿寒岳においてはダケカンバ林に(I1-b)，アカエゾマツ林に(II-c)， (II-d) ， (11 

-e)，双岳台のダケカンバ林に口I-a)帯状区に設定し，群落解析を行った (364，375， 377， 

392， 363頁参照〉。

5) アトサヌプリ(硫黄山)とその周辺

(1) アトサヌプリ

アトザヌプリは高距 510mの活火山で，頂上から高距 150mの山麓までハイマツが分布し

ている。アトサヌプリのハイマツ群落から川湯市街に向かつて展開される火口原のハイマツ

ーエゾイソツツジ群落，シラカンパーエゾイソツツジ群落，アカエゾマツーエゾイソツツジ群落，

アカエゾマツーハイマツ群落，シラカンパーハイマツ群落，さらにミズナラーエゾミヤコザサ群

落などを按み，川湯付近のアカエゾマツ林へと連続する景観は特筆すべきものである。

火口原のハイマツの大きさは，樹高 1--3 m，幹長 1--6 m，根元直径 6--16cmで，林床に

はエゾイソツツジが優占し，部分的にガンコウラン，地衣類が混生する。なお， アトサヌプリ

寄りのハイマツには，分岐した幹を四方に旬旬させ，中央に 1本の直立した幹を生ずるいわば

「立型のハイマツ」と称すべきものが見られる (PlateV Phot. 12)。

火口原に生ずるシラカンパは，大きいもので樹高 5--9m，胸高直径 8--14 cmで，林床に

はエゾイソツツジが優占し，エゾミヤコザサ，ニッコウシダなどを生ずる。林下に生ずるハイ

マツの大きさは，樹高 1--3m，根元直径 2--12 cmほどである。また，アカエゾマツの大きさ

は樹高3--13m，胸高直径 4--28cmで，林床にはエゾイソツツジが優占し，カクミノスノキ，

ガンコウラン，ニッコウシダ，地衣類などを生ずる。林下に生ずるハイマツの大きさは，樹高

1 --3 m，根元直径 4--20cmほどである。

ここでは，ハイマツ群落に (III-a)， (III-b) ，シラカンパ林に(III-s)， (III-t) ，アカエソーマ

ツ林に(III-f]， (III-g) ，周辺のミズナラ，ハルニレ，ヤチダモ，オンコ，アカエゾマツ林に(III

-n)， (III-p)， (III-q)， (III-r)， (lII-e)帯状区を設定し，群落解析を行った

(356， 358， 451， 452， 396， 397， 438， 444， 445， 424， 372頁参照〉。

(2) 湯沼

アトサヌプリの西南西約 3kmの地点に，溶岩円頂丘によって堰き止められた湯沼がある。

この湯沼付近で，アトザヌプリから池の湯へ抜ける林道沿いに大小6か所の噴気孔があり，そ

の中の 2か所は僅かに活動を続け，他はまだ白板状を呈した噴気孔跡を残す草原となっている。

この草原の大きさは，大きいもので 72mX20 m，小さいもので 15mX9mほどである。これら
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の草原の植生は，阿寒湖畔のボッケ，和琴半島北端の噴気孔付近とよく似ている。草原の地温

の高い所には，アカンテンツキ，イタチジソ， ヒメスゲが土地的指標植物として生じ，その付

近にはトダ、ンバ，エノコログサがあり，周縁部にはススキの群生する所も見られ，雑草として

はオオバコ， ヒメスイバ， ヒメムカシヨモギなどが生じている。また， ノリウツギ，ヤマウル

シも散生する。周辺の傾斜地には，樹高 18mのミズナラを生じ，イヌエンジュも多L、。また，

ところによってはアカエゾマツの集落があり，アカエゾマツとハイマツの群落が斜面に並行し

て生ずる植生も見られる。なお，このアカエゾマツとハイマツ群落に対しては， CIII-hJ帯状区

を設定し群落解析を行った (398頁参照)。

6) 屈斜路湖中島

中島は屈斜路湖のほぼ中央部に位置し，直径 3kmの円形をなしている。本島の森林はエゾ

マツ， トドマツにハリギリ，ウダイカンパ，ダケカンバ，オヒョウ，ナナカマド，カツラ，エ

ゾイタヤ，ヤチダモ，アオダモなどを混生する針広混交林で，場所によってはエゾマツやトド

マツが純林状をなしている。

本島の森林に対しては， 1942~43 年に戦時伐採が行われており，また 1956 年には風害被害

木の整理が行われている。戦時伐採の調査を担当し，後に弟子屈営林署長として勤務した須藤

喜与太氏によれば，当時の状況は以下のとおりである。

「戦時伐採は，中島中央の外輪山内で行われたが，当時の林相はトドマツが多く，これにハ

リギリが混交し，エゾマツは点在していた。伐採はトドマツ，エゾマツ，広葉樹ではハリギリ

のみで，翌年にはウダイカンパも伐採されたと聞いている。伐採率は 25~30%であった。ハリ

ギリの樹高は 35~40m と高く，胸高直径は 1m近いものもあった。トドマツの大きいものは，

樹高 28~29 m，胸高直径 70cm，エゾマツでは樹高 35m以上，胸高直径1.2mのものもあっ

た」

現在のエゾマツ林は，島中央部で樹高 28~34m，胸高直径 52~80cm のエゾマツが上層を

占め，その下層にはトドマツと僅かのエゾイタヤが混生している。湖岸近くのエソ。マツ林では，

上層のエゾマツは樹高 22~23m，胸高直径 42~60cm で，林冠の破れた所にはダケカンパが生

じていた。また，湖岸近くのトドマツ林では，上層を 21~24m，胸高直径 26~52cm のトドマ

ツが占め，カツラなどわずかの広葉樹が混交している。林床植物は，エゾマツ林ではクマイザ

サ， ゴンゲンスゲが多く， トドマツ林ではクマイザサ，フッキソウが多L、。そのほか島中央部

のエゾマツ林では濯木としてコヨウラクツツジ，蔓茎類としてミヤママタタビ，チョウセンゴ

ミシ，イワガラミ，草本類としてマイヅルソウ，コミヤマカタバミ，フイリミヤマスミレ，ゴ

ゼンタチパナ，羊歯類としてホソパノトウゲシバ，タチマンネンスギ，および醇類が多く生じ

ていた。湖岸近くのエゾマツ林， トドマツ林では撞木としてホザキナナカマド， トガスグリ，

蔓茎類としてイワガラミ，チョウセンゴミシ，草本類としてミヤマタニタデ，羊歯類としてオ

シダ， トクサなどが見られる。
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なお，本島中央部のエゾマツ林に (III寸J，湖岸近くのエソ'マツ林に (III-kJ， トドマツ林

に (III-mJ帯状区を設定し，群落解析を行った (404，407， 416頁参照)。

7) 和琴半島

屈斜路湖の南岸，剣|路川の落ちロの北西約3kmの地点に，乳首状をなして北部に向い突出

した半島がある。長径850m，短径 700m，最高点の高距は 216.4mである。

この半島の森林は針広混交の自然林であり，多少の択伐をうけているけれども今なお大径

木を残している。大径木の 2.3の例を上げるとエゾマツ(樹高 30m，胸高直径 106cm)， トド

マツ(26m， 74 cm)，カツラ(26m， 88 cm)，アサダ(27m， 68 cm)，ハリギリ (26m， 60 cm) 

などがあった。その外これらに混交する樹種としてオンコ，オニグルミ，ケヤマハンノキ，ダ

ケカンパ，ウダイカンパ， ミズナラ，オヒョウ，ホウノキ，キタコプ、ン，エゾヤマザクラ，シ

ウリ，ナナカマド，ヤマモミジ，エゾイタヤ，オオパボダイジュ， ミズキ，アオダモ，ヤチダ

モなどがあった。

林床の大部分はクマイザサによって占拠されているが，潅木としてはミヤマカーマズミ，オ

オカメノキ， ノリウツギ，ヤマウルシ，蔓茎類としてはツタウルシ，コグワ，ヤマブドウ，ツ

ルアジサイ，草本類としてはフッキソウ，ルイヨウショウマ， ミミコウモリ，ヤマプキショウ

マ，ツバメオモト，マイヅルソウ，クルマムグラ，ハエドクソウ，ジンヨウイチヤクソウ，

ヤマハンショウヅル，ヤブマメ，オオウメガサソウ，サイハイラン，羊歯類としてはオシダ，

シラネワラビ， ミヤマワラビ，メシダ， ワラビ，シノブカグマ，ハクモウイノデ，クジャクシ

ダ，ジュウモンジシダ，コタニワタリ，ヒメスギラン，ホソパノトウゲシバなどを生じていた。

なお，和琴半島先端の噴気孔付近は裸地で，付近にはススキが所々に集落をつくり， ワラ

ビ，ウド，コガネギクを散生し， ヒメテンツキ，イタチジソ， ヒメスゲ，イヌガンソク，オオ

バコ，セイヨウタンポポなども見られた。木本としては， 1m前後のノリウツギ，ナナカマドが

散生する。その周辺にはミズナラ(樹高 2~5m)，イヌエンジュCl~3m) が見られ，秋季に

はヤマウルシCl~3m) の紅葉が美しし、。

本地域においては，カツラ林に (III-oJ帯状区を設定し，群落解析を行った (439頁参照〉。

第 皿 章 森林群落問査

本調査においては，植物分類学における種類 (species)に相当する群落の単位を基群集

( sociation)に求め，これ以上の単位は林学的に考えやすいように大きし高山林，上部広葉樹

林，上部針広混交林，針葉樹林，針広混交林，広葉樹林に大別した。さらに約 lha以上の林地

を基準とした森林において，優占種(単一種が優占する場合〉または優勢種 cl 種または 2~3

種の樹種が優勢な場合〉の主要種を林名に与えた。基群集名は，その下層または林床が優占種

または優勢種を有し，少なくても 5アール以上の面積を有するもので，層位の遣っている場合

には“一"を用い， 2~3 種の上層優勢種を有する場合には“・"を用いて表現した。今回の調
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査においては，大体原生林または乱雑でない天然林を抽出した。

調査の方法は帯状区法によって，帯状区の大きさは幅 5m，長さ 50mを基本とした。野外

の調査においては，帯状区内の胸高直径 4~6cm 以上の全林木について，種類，位置，樹高，

胸高直径を測定し，樹冠投影図および側面から見た林木配置図を作図した。

林床植物の調査は，帯状区の基線に沿って 5mx5mの小方形区に区画し，各方形区ごとに

種類および被度を測定した。被度は5階級に分け，5=3/4~1， 4=112~3/4， 3=1/4~1/2， 2= 

1/10~ 14， 1 = 1/10以下，+=微小とし、う基準によって測定した。林床植物の一覧表においては，

これらの測定結果を，生活型によって大別し，それそ.れを綜合優占度(Coveragevalue=C. V.) 

および頻度 (Frequency=F)の大きい順に配列した。

本報告において調賓の対象となった林名を以下に記す。

針葉樹林

高山林:ハイマツ林

山地林:アカエゾマツ林，エゾマツ林， トドマ'ツ林

山麓林:オンコ林

針広混交林:トドマツ・シナノキ林

広葉樹林

上部林:ダケカンパ林

山麓林:シナノキ林， ミズナラ林，カツラ林，ハルニレ林，ヤチダモ林， ケヤマハ

ンノキ林，シラカンパ林

なお，帯状区名に用いた記号の(I-Jは雌阿寒岳地区を， (11-Jは雄阿寒岳・阿寒湖地区

を， (III-Jは川湯(屈斜路湖，アトサヌプリ，摩周湖)地区を意味する。

1.高山林

阿寒国立公園地域の高山林としては，ハイマツ林と高山広葉樹低木林がある。本地域では，

雌阿寒岳，阿寒富士，雄阿寒岳，藻琴山，アトサヌプリ，および摩周湖壁には僅かに分布する。

1) ハイマツ林

本林は，雌阿寒岳・阿寒富士の高距 1 ， 200~1 ， 000， 900 m (一部 800m)間で最もよく発達

している。藻琴山では山頂から高距 700m(一部 500m)付近まで分布し，アトサヌプリでは火

山活動のためか山頂 (510m)から高距 160mの火口原まで分布している。

ハイマツ林の林床には，林冠の破れた所や薄い所に高地ではエゾイソツツジ，ガンコウラ

ン，コザモモを生じ，低地のアトサヌプリではエゾイソツツジ，ガンコウラン，地衣類を生ず

る。また，林冠が密に閉鎖する所では無植被である。

ハイマツ林が本地域で最もよく発達している雌阿寒岳，低地の特殊な環境で成立している

川湯地区の例を示す。なお，ハイマツ林の下部に位置する森林への移行部分で見られる群落に

ついては，雌阿寒岳でアカエゾマツーハイマツ基群集， トドマツーハイマツ基群集を記録した
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が， これらについてはアカエソ'マツ林 (367頁)， トドマツ林 (414頁〉の項で述べる。

(I-aJ 帯状区 (50X5)m2 ハイマツーエゾイソツツジ・ガンコウラン基群集

本帯状区は，雌阿寒岳の北東東 1.7 km，剣ケ峰の南東面の頂上近い高距 1，230mの地点に

ある (Fig.4， 4354頁 PlateIV Photo 9)。

帯状区の上部においては，ハイマツの樹高が低く1.2-0.6m にすぎないが，下部では樹高

を増し1.6mのものも見られた。根元直径(地上 O.lmにおける幹の直径)は， 2-6cmのも

のが多く，最大径は 14cmであった。本帯状区では，下半部の林冠は密に閉鎖しているため林

床は無植被であるが，上半部ではエゾイソツツジ，ガンコウラン，コゲモモ，コメパツガザグ

ラがハイマツの林冠の破れた部分や薄い部分に生じている。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.5，樹高階別本数表，根元直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せばTable2， 3， 4とする。

= 0 

~ 

，Om 

制占診ポ | 
Fig. 5. (I-a)be!t-tran録ctin the forest of Pinus仰 mi/a(Pinus抑mi/a

-Ledumμlustre var. yesoense・Emμ'trumn忽'rumvar. japonicum 
鈎 c.)

Table 2. Number of trees in each height grade in the (I-a) be!t-transect 

Height (m) 0.2 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.2 1.3 1.5 

Species 0.3 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.3 1.4 1.6 
Tota! 

Pinus仰 mi/a 1+(2) 9+(4) 9+(9) 5+(3) 2+(3) 1+(2) 1+(2) 1 1 31+(25) 

Table 3. Number of trees in each diameter grade in the (I-aJ be!t-transect 

Basa! diamet疋r(cm) 0 2 4 6 8 12 
Tota! 

Species 2 4 6 8 10 14 

Pinus抑明白 1 +(6) 8+(14) 15+(6) 5 1 1 31 +(25) 
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Table 4. Cover d唱 reeand frequency of the plants in the [l-aJ belt-transect 

Distance (m) 0 5 10 15 20 25 3ゆ 35 40 45 
F. 

5 W ~ W ~ W ~ ~ ~ w 
C.V. 

Species 

Vaccinium vitis-id，似沼
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Ledumμlustre var.μsoense 

Emμtrum nigrum var. japoni.α1m 

Arcteria nana 

Mosses + 
(VIII 29， 1975) 

[III-aJ 帯状区 (50X5)m2 ハイマツーエゾイソツツジ基群集

本帯状区は，川湯マクワンチサップ山(標高 574.3m)の東山腹，高距約 330mの地点に

ある (Fig.6，357頁:Plate IV Photo 10)。マクワンチサップ山の東面は，ハイマツの純群落

でおおわれているが，山腹下部の尾根状をなしたところに本帯状区を設定した。

ハイマツの樹高は 0.7~ 1. 6m で， 1. 0~ 1. 2 m のものが多かった。根元直径は 4~12cm の

ものが多く，最大径は 22cmであった。林床植物は，帯状区の下半部にエゾイソツツジが見ら

れた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.7，樹高階別本数表，根元直径階別本数

表，林床橿物一覧表を示せば Table5， 6， 7となる。

Table 5. Number of trees in each height grade in the [III-aJ belt-transect 

Height (m) 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.5 
Total 

Species 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.6 

Pinus pumila 3+(2) 6+(8) 11 + (4) 8+(6) 2+(2) 5+(7) 38+(29) 

Table 6. Number of trees in each diameter grade in the [III-aJ belt-transect 

Basal diameter (m) 

Species 
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Table 7. Cover degree and frequency of the plants in the (III-aJ belt-transect 
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t〆~fPZ句。

ムーーベスパヘ(什/~/\~~でγ\

亡悲彦'J --'-J守-\::入~\ーデRウにJ

Fig. 7. [III-a)belt-trar間 ctin the forest of Pinus仰 mila(Pinus抑制ila

-Ledum知Iωtrevar.μsoense soc.) 

川 湯 地区 [III- ) 

Fig. 6. Kawayu 

357 
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(III-bJ 帯状区 C50X5)m2 ハイマツーエゾイソツツジ基群集

本帯状区は，火山活動という特殊な環境下の低地に成立したハイマツ群落の 1例として，

アトサヌプリ火口原の高距 170mの地点に設定した (Fig.6，357頁:Plate V Photo 11)c位置

は，アトサヌプリの北北東約 500m，駐車場横のお花畑内である。

帯状区内には， 7株のハイマツがあり，幹の分岐数は多いもので 20本，樹冠の直径は大き

いもので 9mであった。各株ごとに最大樹高を示す幹について，樹高，幹長，根元直径を測定

した結果を示すと，樹高は 1~3m，幹長 1~6m，根元直径は 6~12cm のものが多く，最大径

は 16cmであった。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.8日樹高階別・幹長階別・根元直径階別，

本数表，林床植物一覧表を示せばTable8， 9となる。

.~限移￠ 必溜陸
机割強越線勝点付腕.... 

回 Ledum仰Iωtrevar.戸zoense
圃 Cladoniasp. 
-Emμtrum n伊14mvar. japonicum 

/ー¥

Fig. 8. (III-6)belt-transect in the forest of Pinω 仰mila(Pinus仰mila

一Ledum仰lustrevar. yesoenseωc.) 

Table 8. Number of trees in each height，length and diameter in the (III-b) belt-transect 

Height (m) Length of st四 1(m) Basal diameter (cm) 

1 2 1 2 3 5 6 8 10 12 14 
Species Total Total Total 

2 3 2 3 4 6 8 10 12 14 16 

Pinus仰 mila 5 1 7 1 2 3 1 7 2 1 2 1 1 7 

Table 9. Cover degree and fr，町田ncyof the plants in the (III-b) belt-tran鑓 ct

Distance (m) 。5 10 15 20 25 30 35 40 45 
Fr，問・ C.V. 

Speci飴 5 w ~ w ~ a ~ ~ ~ w 
Ledumμlustre var.戸zoense 5 5 4 5 4 3 4 4 4 4 V 6.750 

Empetrum nigrum var. japonicum 1 2 2 1 2 m 625 

Cladon必 spp. 1 3 1 II 475 

(X 19. 1973) 

2) 高山広葉樹低木林

高山広葉樹低木林は，阿寒富士南面の高距 1.0∞~1 ， 200m，雌阿寒岳東面の 900~1 ， 000 m 

の沢状地，雄阿寒岳の 1.100~1 ， 300 m，藻琴山南面の 500~700 mの沢状地に見られるが，い
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ずれも大きい面積を占めることはなし、。

本群落の構成樹種はミヤマハンノキを主とし，チシマザグラ，タカネナナカマド， ミネヤ

ナギなどを混生する。林床にはシラネワラビ，ミヤマワラビ，ミヤマメシダ，イワノガリヤス，

マイヅルソウ，ウラジロタデ，オオイタドリ，マルパシモツケ，ヤマスミレ，エゾノヨツパムグ

ラなどを生ずる。

2. 上部広葉樹林

阿寒国立公圏内の上部広葉樹林すなわちダケカンパ林は，垂直分布を見ると雄阿寒岳では

800~ 1，000 m，阿寒横断道路では 680~800 m，カムイヌプリおよび摩周湖壁では 440~868 m， 

藻琴山では 300~700m聞に発達し，純林を形成し，雄阿寒岳や藻琴山ではその上部はハイマツ

林に接する。ダケカンパの樹型は，土地的条件や風衝の条件によって種々変化し，時に雄阿寒

岳上部に見られるように濯木状を呈する。混交樹種としては，上部ではハイマツ， ミヤマハン

ノキがあり，下部ではエゾマツ， トドマツ，アカエゾマツなどがある。林床はクマイザサが占

拠する。濯木としてはオガラパナ， トガスグリ，エゾイチゴ，蔓茎類としてツタウルシ，草本

類としてイワノガリヤス，ゴゼンタチバナなどを生ずるが，クマイザサの密生する藻琴山や摩

周湖壁のダケカンバ林では，これらの植物を見ることはきわめて稀である。

以下に本地域で，ダケカンパ林がよく発達している藻琴山，摩周湖壁，双岳台，雄阿寒岳

での調査結果を示す。

(III-cJ 帯状区 (35X5)m2 ダケカンパークマイザサ基群集

本帯状区は，藻琴山 (999.8m)頂上から南東にのびた尾根に近く，頂上から南東に約'3.7

km，高距 480mの地点にある(Fig.9 : Plate VI Photo 13)。帯状区付近の尾根上はクマイザサ

川湯地区 CIII- J 

Fig. 9. Mt. Mokoto 
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群落となっているが，やや凹地となっている所や，沢頭まで下がるとダケカンバの純林が見られる。

ダケカンパの樹高は 13~16m，胸高直径は 18~48 cmで，他樹種の混交はない。林床は稗

高1.5mのクマイザサが被度 5で優占し，他植物の混生は認められなかった。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.10，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table10， 11， 12となる。

Fig. 10. (III-c)belt-tran記 ctin the forest of Betula ermanii (Betula 

ermanii一品sase即時ensissoc.) 

Table 10. Number of trees in each height grade in the (III-c) belt-transect 

Height (m) R
U
i
'
p
h
v

一
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f
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ー

Total 
Species 

Betula ermanii 8 

Table 11. Number of trees in each diameter grade in the (III-c) belt-traIisect 

Breast-height diameter (cm) 18 28 30 32 40 46 
Total 

Species 20 30 32 34 42 48 

Betula ermanii 1 1 2 2 1 1 8 

Table 12. Cover degree and frequency of the plants in the (III-c) belt-transect 

Distance (m) 。 5 10 15 20 25 30 
F. C.V. 

Species 5 10 15 20 25 30 35 

品sasenanensis 5 5 5 5 5 5 5 V 8，750 

(VIII 4， 1974) 

(III-dJ 帯状区 (50X5)m2 ダケカンパークマイザサ基群集

本帯状区は，摩周湖山 (70l.3m)と摩周湖峰 (683.5m)を結ぶ摩周湖壁の西斜面，第一

展望台と第三展望台の中間付近の道路沿い，高距 580mの地点にある (Fig.11，360頁)。
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川湯地区 (III- ) 

酒量

穐 -3"・

犠
カムイシ尚司険制

Fig. 11. Lake Mashu 

ダケカンパの樹高は 10~16 m，胸高直径 18~50cm で他樹種の混交は認められない。林床

は稗高 105mのクマイザサが被度 5で優占する外，僅かなナナカマド，ハウチワカエデの稚樹

や潅木としてオガラバナ，エゾニワトコ，エゾイチゴがあり，蔓茎類として若干のツタウル、ン，

イワガラミが見られ，草本類としてはイワノガリヤス，羊歯類としてはシラネワラビが僅かに

見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.12，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せばTable13， 14， 15となる。

T'able 13. Number of trees in each height grade in the (III-d) belt-transect 

Height (m) 7 10 12 13 14 15 
Total 

Species 8 11 13 14 15 16 

B控tulaerma潟ii 1 2 3 6 4 1 17 
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T'able 14. Number of trees in each diameter grade in the [III-d) belt-transect 

Breast-height diameter Ccm) 12 14 16 18 20 24 26 28 34 48 

S~~ M W ~ W ~ ~ ~ a ~ w 
Betula ermanii 1 1 2 4 2 3 1 1 1 

Table 15. Cover degree and frequency of the plants in the [III-d) belt-transect 

Distance Cm) 0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

Species 

Sorbus commixta 

Acer ja，ρonicum 

Acer ukurunduense 
Sambucu田 sieboldianavar. miqueUi 
Rubus idaeus var. aculeatおsimus

Rhus ambigJω 
Schizothragma hydra噌 'eoides

品sasenanensis 

Calamagrostis加申doポi

かyotterisaustriaca 

510 15 20 25 30 35 40 45 50 

+ 

+ + + + + 
+ 

5 5 5 5 5 

+ + 

+ 
+ 
+ 

5 5 5 

+ + 

CO.2m) 
+ 

CO.5m) 
+ 

5 

+ 

. 

5 

F. 

III 
I 

V 

11 

Total 

17 

C.V. 

8.750 

CVII 22， 1971) 

Fig. 12. [III--d)belt-transect in the forest of Betula ermanii (Betula ermanii-Sasa 
senanensis soc.) 
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(II-aJ 帯状区 (40X5)m2 ダケカンパークマイザサ基群集

本帯状区は，阿寒湖と弟子屈町を結ぶ国道 241号線浴い，雄阿寒岳の東南東約 4.5km，高

距約 720mの地点にある (Fig.13)。この付近は，阿寒町と弟子屈町との町界の尾根に近いため，

比較的大径のダケカンパが疎生している。

雄阿寒岳・阿寒湖地区 (11- ) 

Fig. 13. Penketo 

ダケカンパの樹高は 15~17m，胸高直径 36~58cm で，他樹種の混交は見られない。林床

には稗高 107mのクマイザサが優占するほか，エソ*マツの稚樹， トガスグリ，エゾイチゴなど

の濯木， ミミナグサ，イワノガリヤスなどの草本類が僅かに認められた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.14，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table16，17，18となる。

T'able 16. Number of tr明 sin each height grade in the [I1-a) be!t-transect 

Height (m) 10 15 16 
Tota! 

Spe氾ies 11 16 17 

Betula ermanii I 1 4 6 

Table 17. Number of trees in each diameter grade in the [II-a) be!t-transect 

Breast-height diameter (cm) 

Species 

Betula ermanii 
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Table 18. Cover degree and frequency of the plants in the [II-aJ belt-transect 

Distance (m) 。5 10 15 20 

Species 5 10 15 20 25 

Picω jezoensis (0.3m) 

Ribes sachalinensis 1 

Rub附 idaeusvar. acuよ'eat:ゐsimus + + + 

Schizophragma hydrangeoides 

ぬsasenanensis 5 5 5 5 

Cer.ωtium holosteoides var. hallaisanense + 
白 lamagrostislangsdorffii 

Fig. 14. [II-aJbelt-transect in the forest of 

Betula ermanii (Betula ermanii一品sa

senanenszsωc.) 

(II-bJ 帯状区 (30X5)m2 ダケカンパークマイザサ基群集

+ 

1 

+ 

5 

+ 

40m 

25 
F. C.V. 

30 

+ III 167 

III 

5 V 8.750 

II 

+ 

(VII 22. 1971) 

本帯状区は，雄阿寒岳 (1.371.2m)の南斜面，頂上の南1.2km，高距 890mの地点にあ

る (Fig.15， 365頁:Plate VI Photo 14)。この斜面では，ダケカンパは山麓近くまで下降し，

山腹ではエゾマツ， トドマツとの混交林を形成している。本帯状区は，針葉樹類の混交がなく

なったダケカンパの純林に設定した。ダケカンパの樹高は 11~19m，胸高直径 42~66cm で，

林床には稗高1.5mのクマイザサが優占する。また，ごく少数のダケカンパの稚樹，オガラバ
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マイヒメゴヨウイチゴ，ゴゼンタチバナ，イワノガリヤス，カクミノスノキなどの濯木，ナ，

ヅルソウなどの草本類も見られる。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.16，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

ロ
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Table 19， 20， 21となる。表，林床植物一覧表を示せば，
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Height (m) 

Table 19. Number of trees in each height grade in the [II-bJ belt-tran民 ct

Total 
Species 

Betula ennanii 
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Table 20. Number of trees in each diameter grade in the [II-bJ be1t-transect 

Breast-height diameter (cm) 

Species 

Betula ennanii 
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5 

Distance (m) 

Table 21. Cover degree and frequency of the plants in the [II-bJ belt-tr副総ct

F. C.V. 
Species 
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Acer ukurunduense C1.2m) 

+ 
(1.5m) (1.5m) 
+ + 

Vaccinium hirtum + 

sasa senanensお 5 5 5 5 5 5 v 8.750 

白 lamagrostis如郁doポi + + + + IV 

Cornus canad閥均 + + + 1lI 

Polygonatum humile + + II 

Rubus t活eudo-ja，仰ni，αtS + + II 

Maianthemum dilatatum + 
Carex sac白linensis + 

Rumohra mutica + 

(VII 19. 1971) 
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阿寒国立公園の森林植生 (五十嵐)

Fig. 16. CIトbJbelt-tr羽田ctin the forest of Betvla ermanii 

CBetula ermanii一品sasenanensis soc.) 

367 

阿寒国立公園で最も重要な楠種はアカエゾマツで，エゾマツ， トドマツがこれについでい

る。本地域でのアカエソーマツ林は純林を形成するが，場所によっては大面積に及ぶ。一方，エ

ゾマツ， トドマツの林はその大部分は開発の対象となり，広い面積で原始相をとどめているの

は，僅かにベンケトー付近のみである。なお，山麓林の針葉樹林として，川湯マグワンチサップ

山とサワンチサップ山の山間に，オンコ林を見出した。

1) アカエゾマツ林

本地域では，阿寒富士， フップシ岳を含めた雌阿寒岳山実に最も広い面積のアカエソーマツ

林が成立している。この区域では，立地的に見ると火山灰上のアカエゾマツ林が持どであり，

林床はエゾミヤコザサ，クマイザサなどササ型が多い。面積的には少ないが，岩礁地ではハク

サンシャクナゲ，エゾムラサキツツジ，エゾクロウスゴなどの濯木型や醇類型の林床となる。

また，雌阿寒温泉やオンネト一周辺にはミズバショウ， ヨシなど湿地型のアカエゾマツ林も見

られる。

雄阿寒岳の西および北東側山麓には，岩礁地上に成立したアカエゾマツ林があり，林床に

は醇類が優占する。この林では，下層にトドマツがあり，林床にもトドマツの稚樹が多し、。ま

た，湖岸岩礁地の急傾斜地に成立するアカエゾマツ林では，林床にエゾムラサキツツジやハク

サンシャクナゲを伴う。

川湯市街付近では，林床がササ型のアカエゾマツ林，またアトサヌプリにはエゾイソツツ
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ジとの組合せの林型も見られる。また，雌阿寒岳西側には，ハイマツ林との接点にアカエゾマ

ツーノ、イマツ群落もある。

以下に，林床のタイプごとに群落調査の結果を記述する。

i)ササ型

[I-bJ 帯状区 (50X5)m2 アカエゾマツーエゾミヤコザサ基群集

本帯状区は，フップシ岳と雌阿寒岳の山間の平坦地，フップシ岳の南西 1.3km，高距 730

mの地点にある (Fig.l7)。帯広営林支局が設定したアカエゾマツ生長試験林(足寄営林署 102

林彊わ小班)内にあり，他樹種の混交が見られない純林である。上層のアカエゾマツの樹高は

18~24m，胸高直径 22~46cm，林床には稗高 0.6m のエゾミヤコザサが優勢である。このほ

か，潅木としてはコヨウラクツツジが多く，オオパスノキ，エゾグロウスゴ，ツルツゲがあり，

草本としてはゴゼンタチパナ，マイヅルソウ， ミツパオウレン， ヒメタケシマラン，コミヤ

マカタバミ，羊歯類としてはシノブカグマ，シラネワラビ，タチマンネンスギが見られた。高

木類の稚樹としては，帯状区全域にわたって樹高 0.2~0.8m のトドマツが多く，アカエゾマツ

の稚樹がこれにつぎ，ナナカマドも生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.18，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table22， 23， 24となる。

雌阿寒岳地区 (1- ) 

Fig. 17. Mt. Fuppushi 
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Number of trees in each height grade in the (I-b) belt-tran録 ctTable 22. 
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Number of trees in each diameter grade in the (I-b) belt-tranぉctTable 23. 
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Cover degree and frequency of the plants in the (I-b) belt-transect 

Species 

675 

100 

Frl閃. C.V. 
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o 5 W ~ W ~ ~ ~ G ~ 
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Fig. 18. (I-b)belt-tran舘 ctin the forest of Picea glehnii (月'ceaglehnii一品sa

aρoiensisωc.) 

(I-cJ 帯状区 C40X5)m2 アカエゾマツーエゾミヤコザサ基群集

本帯状区は，雌阿寒岳北西稜の南斜面の下方，雌阿寒温泉の裏山，高距 820mの地点にあ

る CFig.4，354頁:Plate VII Photo 15)。この斜面はアカエゾマツの純林でおおわれており，

この群落型はここでは一般的である。しかし，連続した面積は比較的狭し、。

本帯状区は，斜度 27度の傾斜地にあり，他樹種の混交のないアカエゾマツ林である。上層

の樹高は 23~26m，胸高直径 32~58cm，林床には稗高 O.4~O.5m のエゾミヤコザサが優占す

るほかアカエゾマツの稚樹が多く， トドマツ，ハイマツの稚樹も僅かに見られた。その他潅木

としてはカグミノスノキ，ハクサンシャクナゲ，コヨウラクツツジ，エゾイソツツジなどがあ

り，草本としてはゴゼンタチパナが多く，羊歯類としてはシノブカグマ，ヤマドリゼンマイが

あり，樹幹基部には醇類，地衣類も見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.19，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table25， 26， 27となる。

Table 25. 

Height (m) 

Number of tr，田sin each height grade in the (I-c) belt-transect 

4 5 6 7 9 U M ~ ~ u ~ 
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212  1 1 1 1 234  1 

Total 

-jz 

て
Z

-
n
 

曲
目
一
一
刷

d
一g

酔一

m

S
一
α

一

m 19 

T'able 26. Number of trees in 回油 diametergrade in the (I-c) belt-transect 

Breast-height diameter (cm) 4 6 8 10 14 18 30 32 34 42 46 50 56 
Total 

Species 6 8 10 12 16 20 32 34 36 44 48 52 58 

Picea glehnii 2 1 1 2 1 2 1 1 1 1 3 1 2 19 
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S開cies

Picea glehnii 

T'able 27. Cover degree and frequency of the plants in the (I-c) belt-tran記 ct

日stanceCm) 0 5 10 15 20 25 30 お
Freq. C. v. 
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Fig. 19. [I-cJbelt-transect in the forest of PiCoωglehnii (Picea 

glehnii-晶saapoiensis soc.) 
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(III-eJ 帯状区 (40X5)m2 アカエゾマツーエゾミヤコザサ基群集

本帯状区は，川湯市街の南西約 400m，サワンチサップ山の北東側の山裾，高距約 160mの

地点にある (Fig.6，357頁)。

上層のアカエゾマツの樹高は 20~26m，胸高直径 28~42cm で， 1本のコシアブラを混生

する。林床には，稗高 0.5mのエゾミヤコザサが優占し，濯木類としてはコヨウラクツツジ，

オオパスノキが多く，ノリウツギ，ヤマウルシ，ツルツゲが生じ，草本類としては樹幹基部近

くにマイヅルソウ，ゴゼンタチバナが生じていた。また，羊歯類としてはヤマドリゼンマイが

多く，高木類の稚樹としては樹高 0.6~3m のコシアブラ，ナナカマド，ミズナラ，シラカンパ，

ハウチワカエデなどがあった。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.20，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table28， 29， 30となる。

40m 

Fig. 20 [III--eJbelt-transect in the forest of Picea glehnii 

(Picea glehnii-晶saa仰'iensisωc.)

Table 28. Number of trees in each height grade in the [II1--eJ belt-transect 

Height (m) 8 11 13 14 15 16 18 20 21 23 25 

Species 9 12 14 15 16 17 19 21 22 24 26 

日'ceaglehnii 1 1 1 2 1 1 2 l 4 1 

Acsa抑ntdhoopμhymlloxidts(As) 1 

Total 1 1 1 1 2 1 l 2 1 4 1 

Total 

15 

1 

16 
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Table 29. Number of trees in each diameter grade in the [III-eJ belt-tran舘 ct

Breast-height diameter (cm) 4 14 18 22 24 26 28 30 32 34 36 40 
Total 

Species 6 16 20 24 26 28 30 32 34 36 38 42 

h・'ceaglehnii 2 2 1 1 1 1 2 2 1 15 

Acantho仰向axsciadophylloid，ω 1 1 

Total 1 2 2 1 1 1 1 1 2 2 1 16 

Table 30. Cover degr四 andfreqtiency of the plants in the [III-eJ belt-transect 

Distanα(m) 0 10 15 20 25 30 35 

Species 

A捌 tlwt胞剛1xsciodopkylloides 

50伽 sco明m帥

伽1!1雌 mOl伊 licavar. gro，踊抑協

t訟!tula抑typhyllavar. japonica 

Acer japonicum 

めIU.ra，昭'1!fJt昭niculafa

Rhus t成hoca桝

Menziesia penfandra 

Vacdnium s問 llii

llex rugosa 

ぬsaapoie1叩

Maianthernum dilafatum 

αrm括 ωnade明お

osm仰 daasiatica 

5 1 0  15 初 25 30 35 4泊
(3.0m) (3.0m) 
+ + 

(0.6m) 
十

(3.0m) 
+ 

+ 

5 

+ 
+ 

+ 

(1.8m) (0.2m) 
+ + 

C1.8m) 
+ 

+ 
+ 

5 

十

+ 

(0.6m) 
+ 

+ 
+ 

5 

+ 
十

C1.5m) 
+ 

(3.0m) 
+ 
十

+ 

5 

+ + 
+ + 

十 + 

(0.6m) 
+ 

(0.8m) 
+ 

(0.3m) 
+ 

+ + 
+ 
十

4 3 

+ + + 
+ + 十

2 2 2 

口一dJ 帯状区 (40X5)m2 アカエゾマツークマイザサ基群集

Freq. 仁V.

II 

II 

II 

II 

II 

V 281 

W 

V 7，188 

V 

V 

V 719 

(VI 17， 1974) 

本帯状区は，フップシ岳と雌阿寒岳の山間の平坦地，雌阿寒岳の北東約 4.2km，高距約 780

m の地点にある (Fig.17， 368頁:Plate VII Photo 16)。

上層のアカエゾマツの樹高は 22~30m，胸高直径は 26~60cm で，他樹種の混交は見られ

ない。林床は，稗高 0.5mのクマイザサが優占し，その他濯木類としてはエゾクロウスゴ，コ

ヨウラクツツジが多く，オオパスノキも見られた。草本類としては，樹幹基部付近にゴゼンタ

チバナ， ミツバオウレンが多く，羊歯類としてはシノブカグマ，スギカズラ，シラネワラピ，

タチマンネンスギが生じ，醇類，地衣類も樹幹基部に生じていた。また，高さ O.1~O.3m のト

ドマツ，アカエゾマツ，ナナカマドの稚苗が，帯状区のほぼ全域にわたって生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.21，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せばTable31， 32， 33となる。



第 2号第 43巻北海道大学農学部演習林研究報告374 

Number of trees in each height grade in the (I~) belt-transect Table 31. 
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Abies SsCha/inensお

V CO.3m) 
+ 

CO.3m) 
+ 

Picea glehnii 

IV 

+ 
+ 
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63 
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+
+
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+ +
+
+
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+ 
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Son加 comm帥

Vaccinium ovalifolium var. 
conaαmm 

Menz的危知ntandra

E匂cciniums制 llii

6，875 

Cornusωnadensお

Coptおtrifolia

ω'Il1:白ac宮ぬsella

Carex sachalinensお

313 

63 
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v
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+ + 1
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+ Rumohra mutica 

Lyco.卯diumannatinum 

Dryopteris aω:triaca 

Lycopodium ob.捌 rum

+ 
+ + 

1，094 V + 3 Mo蹴 S

+ 

(X 15， 1973) 

V + + + + + + Cladonia spp. 



ii) 醇類型

阿寒国立公園の森林植生 (五十嵐)

40m 

Fig. 21. (I-d)belt-tran蹴 tin the forest of Picea glehnii (Picea 

glehnii-品sasenanensisωc.) 

口I-cJ 帯状区 (40X10)m2 アカエゾマツー醇類基群集

375 

本帯状区は，雄阿寒岳の北東側の山裾，パンケトーの湖岸近くにあり，高距470mの地点

にある (Fig.15， 365頁:Plate 1 Photo 2)。直径 1~3m の岩石をまじえた岩礁地上に成立し

たアカエゾマツ林で，林床には癖類が優占する。本帯状区の上層は，樹高は 18~30m，胸高直径

30~86cm のアカエゾマツに占められ，第 2 層以下にはトドマツが多く，アカエゾマツ，コシ

アプラが混生する。林床に生ずる高木類の稚樹としては，オンコが最も多く，ナナカマド， ト

ドマツ，アカエゾマツの稚樹も散生していた。林床には醇類が優占するが，濯木類としてはコ

ヨウラクツツジ，ハイシキミが多く，オガラパナ，ハクサンシャクナゲ， ノリウツギ，ヤマウ

ルシ，ツルツゲなども生じていた。草本類としては， ミヤマハンショウヅル，ゴゼンタチパナ，

ホソパノキソチドリ，コミヤマカタバミが多く，ヒメミヤマウズラ，フタパラン，ツマトリソ

ウなどが生じ，羊歯類としてはスギカズラ，アスヒカズラ，シノブカグマ， ミヤマワラビが生

じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.22，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table34， 35， 36となる。
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Fig. 22. CIh:Jbelt-transect in the forest of Picea glehnii (日ヒω

glehnii-moss soc.) 

Number of trees in each height grade in the (II-cJ belt-transect Table 34. 
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Species 

23 

18 

2 3 2 1 4 1 1 2 1 1 

2 

1 

1 

2 

1 

1 

3 4 3 

1 

4 

Picea glehnii 

Abi，注ssachalinensis (A) 

Acantho抑I(ZX
sc必dophylloides(As) l 1 

42 2 3 2 1 4 1 1 2 1 3 1 1 1 3 4 4 3 5 Total 

Number of trees in each diameter grade in the (II-cJ belt-tran罰 ctTable 35. 

6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 30 32 38 42 44 46 56 58 64 76 84 
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ Total 
8IDuu~~æ~U~.~M~"~g~ω66 78 86 

aa--r
、1F
h
o

Breast-height 
diameter (cm) 

Species 

23 

18 

3 2 

3 3 

Picea glehnii 

Abies sachalinesis 

Acanthoμnax 
sciadophylloid，ω 

42 3 2 2 5 3 8 Total 
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35 

40 

(0.4m) 
+ 

(1.0m) 
+ 

Cl.om) Cl.Om) 
+ + 

(Q.3m) 
+ 

Table 36. Cover degree and frequency of the plants in the (II--cJ belt-transect 

SPI詑ies
C.V. Freq 

30 

35 

(0.4m) 
+ 

5
1

純一一一
2

20 

25 

(0.6m) 

(0.6m) 
+ 

10 15 

1o 15 泊

(0.6m) Cl.om) (1.2m) 
+ + 

(0.8m) (l.1m) 
+ + 

防御nceCm) 

500 V Taxusωゆidata

II So~似s comm幼

II CO.6m) 
+ Abies sachalinensお

II 

Acer ukurundue脚 ・ ・+ + +・+ + IV 

Hydra得ωμ錦町lata + ・ ・ 十 ・ ・ II 

Rhus t依hocal卯 ・ ・ +・・+・・ II

Viburnum j初r:atum ・・+・
Euonymus 0.砂hylla ・・・+・

Mensiesia tentandra ・・・+・+ +皿 63
掛mmiajapo揖icav訂.intermedia form.11瞬間:s Ycu.. .'i'~I"~.u; + ・ ・ ・ ・ ・ ・ II 63 

Rhododend酬 b町抑制情 + ・ ・ ・ + ・ 十 + m 
llex rugosa + +・・+・・・ II

Vac，αntum s糊 llii + ・

CO.4m) 
+ Picea glehnii 

II 

α抑 ratisochote澗お

じ:Ornuscanadens白
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8，438 V 5 5 5 

+ 

5 5 5 Mo鈎 飴

(VIII 1， 1974) 

アカエゾマツー癖類基群集

本帯状区は，錐阿寒岳の西側の山裾，阿寒湖の湖岸近くにあり，高距 460mの地点にある

CFig.15， 365頁:Plate VIII Photo 17)。湖岸から 40mほど高く，地形は平坦な台地状をなし

ており，本林も岩礁地上に成立したアカエゾマツ林である。

本帯状区の上層は，樹高 25~31 m，胸高直径 44~82 cmのアカエゾマツによって占められ

帯状区 C50X5)m2 (II-dJ 
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下層にはトドマツが多く，若干のシウリ，コシアプラ，ハウチワカエデ，ナナカマドを混生す

る。林下には，高木類の稚樹としてトドマツ，アカエゾマツ，オンコ，ナナカマド， ミズナラ，

シナノキなどを生じていた。林床は醇類が優勢であるが，草本類，羊歯類の種類も多い。潅木

類としてはオガラバナ， ノリウツギ，ハクサンシャクナゲ，ツルツゲ，コヨウラクツツジ，オ

オパスノキが見られ，草本類としてはゴンゲンスゲ，ツパメオモト，マイヅルソウ，ゴゼンタ

チバナが多く，コミヤマカタパミ，チゴユリ， ミミコウモリ，ズダヤクシュなどを生じ，羊歯

類としてはシラネワラビ，タチマンネンスギが多く，シノブカグマ，ホソパノトウゲシパ，エ

ゾデンダなどを生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.23，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table37， 38， 39となる。

Table 37. Number of trees in each height grade in (II-d) be!t-transect 

Height (m) 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 21 24 27 28 29 30 
¥ Tota! 

Species 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 22 25 28 29 30 31 

Picea glehnii (Pg) . 1 . . . . 1 . . . . 1 1 1 1 3 2 1 12 

Abies sachalinensis 1 3 5 2 2 1 1 1 1 1 1 . . . . . . . 19 
Prunus ssiori (P) . 1 . . . 1 . . 1 . . . . . . 3 

Acsucn匂tdhoopzuhynfmlouts(As) . . . . 1 . 1 . . . . . . . . . 2 

Acer japonicum (A) . . . . 2 . . . . . . . . . . . 2 

Sorbus commixta (S) . . 1 . . . . . . . . . . . . 1 

Tota! 1 5 6 2 3 2 4 1 3 1 1 1 1 1 1 3 2 l 39 

Table 38. Number of trees in each diameter grade in the (II-d) be!t-trar閣 ct

dBiarmeaestte-r he(cigmh〕t 4 6 8 10 12 14 16 18 44 58 62 68 70 80 
Tota! 

Species 6 8 10 12 14 16 18 20 46 60 64 70 72 82 

万'ceaglehnii 1 1 1 2 1 1 1 1 3 12 

Abies sachalinensis 4 2 4 2 2 4 1 19 

Prunus ssi，仰ぜ 1 1 1 3 

Acsacnuthdooμphynlalx oidas l 1 2 

Acer japoni，αtm l 2 

島市tScommixta 1 1 

Tota! 5 4 6 3 4 6 1 1 2 1 1 l 1 3 39 
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Cover degree and frequency of the plants is the (II--d) belt-tran総 ct

Species 
C.V. 

50 lV 

F. 

V 

II 

o 5 ro ffi a ~ ~ ~ 4ゆ 45

5ro ffi a ~ ~ ~ ~ ~ w 
CO.6m) CO.2m) CO.2m) CO.3m) C1.0m) CO.3m) CO.4m) CO.8m) 
+ + + + + + + 

CO.3m) CO.4m) CO.2m) CO.2m) CO.4m) C1.5m)ω.2m) CO.4m)α.om) 
+ + + + + + + + + 

CO.3m) CO.6m) C1.0m) 
+ + + 

CO.lm) 
+ 

日蜘nαCm)

Table 39. 

Ab白血IChalinensお

Sorbus commixta 

Tωuscuゆidata

CO.2m) 
+ F恥ωg帥 nii

C1.0m) 
+ 

CO.6m) 
+ h官nusssiori 

CO.3m) 
+ Aαr jatonicum 

CO.2m) 
+ 

Cl.om) 
+ 

Que11α6脚司golicavar. 
grosseserrata 

α.Om) 
+ 

Acer ukurundue脚・++ + + +・+ + IV 
めゆm昭ω仰niculata ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + ・ I
Rlwdodendron brach畑蜘m ・ ・ ・ ・+ + +・ ・ ・ II

Ilex rugosa ・+・+ + +・・・ II
Menzi防匂 te潟tandra ・ ・ ・+・ ・ ・+ ・ ・ I
均cci抑 ms脚llii ・+・・ I

Actinidia kolom依ta + ・・+・・・・+・ II
5ichiz榊暗闇 hydra咽ω耐 ・ ・+・ ・ ・ ・+・ ・ I
白nexsachalinensis + + + 3 • 1 2 + V 
Clinωnia udensお+・+・++ + IV 
Maia似たmumdilataium + + + + + + + + + + V 
Cornusωnadensお++ + + .+ + +・+ + V 
Oxails ac，官郎事ella + + ・ + + + + ・ ・ ・ 町

民ゆorumsmi，防inum ・ + + + + ・ + ・ m 
白ωliahastala var. 0峨絢lis ・ ・ ・+ +・ ・+・ ・ II
Tiarella to砂hylla ・・・+ + ・ ・ ・ ・ + II 
Anemωe debili白 ・・・+・・・+・・ I
Diarrたnaja.仰問 + 
日lliums制 llii + 
C初natおoιIwω“ お ・ + ・
I治』防叩msessile ・ + ・
Trie醐!liseuro.仰噛a ・ ・ ・ ・ + ・
C'irsium kam吻cha依um ・・・・+・ 1

Dr)岨P防白 austriaω + + 2 + 3 + + V 
Lyto卯di:附 ob叩 rumform. 
strictum 

Rumo抑制t問

L仰 ltodiumserratum var. 
serraωm 

Pol)世odiumvirginianum 
Last閣妙唱gゆteris
か岬伝情。臨iT量的棚

αmundaωia枕u

Mo唱sC
Mo唱sB 
Mo唱sA

Tilia jatonica 

H 

II 

II 

V 1.450 
皿 925
m 725 

(VIII 30， 1975) 
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Fig. 23. (Il--d)belt-transect in the forest of Picea glehnii (Pi・ceaglehnii-moss soc.) 

(I-eJ 帯状区 (50X5)m2 アカエゾマツー醇類基群集

本帯状区は，阿寒富士の南南西 3km，高距 590mの地点にある緩傾斜地のアカエゾマツ純

林に設定した(Fig.4， 354 頁)。アカエゾマツの樹高は 16~22m，胸高直径 16~40cm で他樹種

の混交は見られなし、。林床には辞類が優占するが，草本類としてはゴゼンタチバナ，マイヅル

ソウ， ミツパオウレンがこれにつぎ，イワノガリヤス， コイチヤクソウ， ヒメタケシマランな

ども生じていた。羊歯類としてはアスヒカズラが多く，シノブカグマ，タチマンネンスギもみ

られた。濯木類としてはコヨウラクツツジが多く，エゾクロウスゴ，エゾイソツツジ，オオパ

スノキ，オオカメノキがこれにつぎ， コケモモ，オガラパナ， ミネカエテーなども生じていた。

高木類の稚樹としては樹高 0.2~ 1. 8 mのトドマツ，ナナカマドが多く，アカエゾマツ，アズキ

ナシの稚樹も見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.24，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せばTable40，41，42となる。
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Number of trees in each height grade in the [I-e) beIt-trar間 ctTable 40. 
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50m 

噂 町駅l J
Fig. 24. (I--e)belt-tran記 ctin the forest of Pi，ヒeaglehnii (Picea glehnii 

一mosssoc.) 

iii)羊歯型

口一fJ 帯状区 (50X5)m2 アカエゾマツーシノブカグマ基群集

本帯状区は，雌阿寒温泉の裏山，前記した(I-cJ帯状区のやや南西に隣接する位置にあり，

高距 820mである (Fig.4，354頁:Plate IX Photo 19)。この群落の面積は約 100X60mであ

る。本地点、もアカエゾマツの純林で，アカエゾマツの樹高は 16~27m，胸高直径 14~60cm で

ある。林床には，高さ約 30cmのシノブカグマが優勢で(平均被度 3)，随伴種としては潅木に

カクミノスノキ，コヨウラクツツジ，ツルツゲがあり，ハクサンシャクナゲを散生し，若干の

エゾイソツツジも混生している。草本類としては，ゴゼンタチパナ， ミツバオウレンがあり，

また特記すべきことはアカエゾマツの稚樹が比較的多いことである。醇類は部分的に優勢な所

で被度が 4，平均2であった。

なお，この基群集はこの調査で初めて記載されたもので，おそらく稀に存在するものと考

えられる。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.25，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table43， 44， 45となる。
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Fig. 25. (I-f)be!t-transect in the forest of Pic.ω glehnii (Picea glehnii 

-Rumohra mutica soc.) 

Table 43.. Number of trees in each height grade in the [1-0 be!t-tran記 ct

Height (m) 5 16 18 19 21 22 23 24 25 26 
Tota! 

Species 6 17 19 20 22 23 24 25 26 27 

Picea glhnii 1 I 1 1 2 2 2 5 3 3 21 

Table 44. Number of trees in each diameter grade in the [I-f) be!t-transect 

dBiarmeaestte-r he(ci酔m〉t 8 U U W ~ U ~ a ~ ~ ~ ~ a << ~ ~ ~ 
Tota! 

Species 10 16 20 22 24 26 30 32 34 38 40 42 44 46 48 54 60 

Picea glehnii I 1 2 l 1 2 2 1 1 1 l 2 l 1 1 1 1 21 
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Table 45. Cοver degree and frequency of the p1ants in the (l-f) be1t-transect 

Di悦anceCm) 0 10 15 20 25 30 35 40 45 
Freq. C. V. 

S卵cies

ん:eaglehnii 

Abies sachalinensis 

Acantho仰畑 sciadophyUoides

Sorbus c<棚 mixta

Pinus tumila 

Ilex n信仰

Menziesia t刷llandra
均αiniumhi刷 m

Rhododendron brachvcaゆum
Vaccinium ovalifo/ium var. 
conaceum 

μ:dum pal;附trevar. yesoe脚

Coptis trifol;匂

Cornus canadensお

Rumohra棚伽

Moss A 

Moss B 

Moss C 

510  15 泊 25 30 35 40 45 50 

co.~m) CO.~m) co.~m) co.~m) co.~m) (o.~m) co.~m) co.~m) co.~m) co.~m) V 275 
+ +十+十++ 

CO.2m) CO.2m) C0.3m) CO.5m) CO.3m) CO.3m) CO.3m) CO.3m) IV 

+ + + + + + + + 
.ω.4m) 

+ 

CO.lm) +守

+ + 
+ + 
+ + 
+ + 
+ 
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+ + 
+ + 
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+ 十

C0，7m) 
+且

CO.8m) (2.0m)τ 
+ +且

+ + V 

+ l V 

+ + V 

+ II 

+ W 

+ + V 

5 4 V 

+ + V 

+ 
+ 
一

100 

50 

ω 

5，350 

1，275 

CX 22， 1974) 

iv) ゴゼンタチパナ型

(I-gJ 帯状区 (35X5)m2 アカエゾマツーゴゼンタチバナ基群集

本帯状区は，オンネトーの南東岸の平地にあるアカエゾマツ林に設定したもので，高距は

約 630mである (Fig.4，354頁:Plate VIII Photo 18)。群落の面積は 0.05haと小さい。

上層のアカエゾマツの樹高は 16---24m，胸高直径 18---48cm，下層には若干のトドマツ，

ナナカマドを生じていた。林床はゴゼンタチパナが優勢で，辞類も多く，草本類としては，エ

ゾイチヤクソウ，ジンヨウイチヤクソウ， ヒメマイヅルソウ，コミヤマカタバミなどが生じ，

準木類としてはコケモモ，ハクサンシャクナゲ，イワツツジ，カクミノスノキ，羊歯類として

はスギカズラなどが見られた。高木類の稚樹としては樹高1.0---2.0mのトドマツが多く，アカ

エゾマツ，ナナカマドの稚樹も比較的多く生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.26，樹高階別本数表，胸高直径階本数表，

林床植物一覧表を示せば Table46，47，48となる。
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35m 

Fig. 26. (I-g)belt-tr副総ctin the forest of Picea glehnii (Picea 
glehnii-Cornus canadensis soc.) 

Table 46. Number of trees in each height grade in the (I-g) be!t-transect 

Height (m) 2 3 4 11 13 16 17 18 20 21 22 23 
Total 

Species 3 4 5 12 14 17 18 19 21 22 23 24 

F軍ceaglehnii 1 2 1 1 1 1 5 4 4 20 

Abies sac，加linensis(A) 1 1 2 

Sorbus commixta (S) 1 1 

Tota! 1 1 1 1 2 1 1 1 1 5 4 4 23 

Table 47. Number of trees in each diameter grade in the (I-g) belt-tran田ct

Br宅ast-heightdiameter (αn) 4 14 w U W 26 a ~ n ~ ~ << ~ 
Tota! 

Species 6 w u W n a ~ n ~ ~ a ~ ~ 
Picea glehnii 2 1 1 1 2 1 3 2 1 3 2 1 20 

Abies sachalinensis 2 2 

So1<仇ωcommixta 1 1 

Tota! 3 I 2 1 1 1 2 1 3 2 1 3 2 1 23 
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Cover degree and frequency of the plants in the (I-g) belt-tran蹴 t

Species 

1，679 

714 

C.V. Freq. 

v 

v 

o 5 10 15 2ゆ 25 30 

5 1 0  15 20 25 30 35 

α.Om) Cl.om) CO.5m) Cl.om) C1.2m)α.om) C1.8m) 
2 2 2 2 3 

CO.3m) CO.6m) Cl.om) CO.6m) CO.3m) CO.2m) CO.6) 
2 2 + + 

C2.0m) CO.2m) CO.lm) CO.lm) CO.7m) CO.4m) Cl.om) 
+ + + + + + + 

CO.3m) 
+ 

Distance Cm) 

Table 48 

Abies sachalinensis 

月'ceaglehnii 

V Sorbus commixta 

Taxus仰 S〆:data

321 

Pinus tumita ・+ +・・・・ 11

Euonymus macroρ'tera ・・・+・・ I

Rhododendron brachcaゅum + +・・・+ + III 

Vaccinium vitゐiぬea ・ 2 ・・・・ 11

Vaccinium p畑怒tans + + ・ ・ ・ ・ + III 

F匂cciniumhirtum ・+・ + ・ + ・ III

Vaccinium smallii ・・+・・・ I

品lenziesiaμntandra + 
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乃庁olarenifol，勿

白 lamagrostislangsdo，z芦i
Ph7噌 mitescommunis 

αmlis acetosella 
Maianthemum bifolium 

III 

III 
+ + + 

+ 
+ Lyco.如diumannotinum 

Equisetum flu仰 tile

Osmund包a抑 t:ica
+ + 

+ 
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-
+
+
 CIX 5， 1974) 

湿原型v) 

ミズゴケなキタヨシ，雌阿寒温泉からオンネトーの周辺にかけて，林床にミズパショウ，

ここではアカエソやマツーミズバショウ群落について記載す

アカエゾマツーミズバショウ基群集

オンネトーの南西約1.0kmの幅広い沢地にあり，高距は 580mである(Fig.

4， 354頁:Plate IX Photo 20)。この付近にはアカエゾマツが多いが，湿潤地であり，アカエゾ

どを伴うアカエゾマツ林があるが，

帯状区 (40X5)m2 

本帯状区は，

(I-hJ 

る。

マツの樹高は 15~20m，時に 23m に達し，胸高直径は 26~50cm である。林床にはミズパショ
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ウが優占し，草本類としては，イワノガリヤス，スゲ類，エゾオオサクラソウ，ズダヤクシュ，

ミミコウモリ，エゾノシモツケソウなどがあり，羊歯類としてはヤマドリゼンマイが多く，イ

ヌスギナも見られる。根上がり状態を呈したアカエゾマツの根株上には，ゴゼンタチバナが多

く生じその他革本類としてはマイヅルソウ，ヒメゴヨウイチゴ，コガネギク，濯木類として

はオオパスノキ， コヨウラクツツジ，コケモモ，ハクサンシャクナゲ，高木類の稚樹としては

アカエゾマツ， トドマツ，ナナカマド，ケヤマハンノキが生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.27 ，樹高階別本数表，胸高直径階別本

数表，林床植物一覧表を示せば Table49， 50， 51となる。

Fig. 27. (I-h)be!t-tran鈴 ctin the forest of pi・cωglehnii(Picea 

glehnii-Lysichitum camおchatcensesoc.) 

Table 49. Number of trees in each height grade in the (I-h) be!t-tran総 ct

Height (m) 4 5 9 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 
Tota! 

Species 5 6 10 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 

Pioω glehnii 2 1 1 2 1 1 5 2 2 2 2 1 1 1 24 

Table 50. Number of trees in each diameter grade in the (I-h) be!t-tran民 ct

SpecdieBis armeaestte-r he(cigmh) t 
6 14 16 18 20 24 26 28 30 32 34 40 42 50 

Tota! 
8 16 18 20 22 26 28 30 32 34 36 42 44 52 

Picea glehnii 2 1 3 2 1 3 4 2 1 1 1 l 24 
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Table 51 Cover degree and frequency of the plants in the [I-hJ belt-tran説記t

Distance Cm) 
。 5 10 15 20 25 30 35 

Species Fr，叫 c.V. 
5 10 15 20 25 30 35 40 

Alnus hirsuta CO.8m) CO.6m) CO.8m) CO.6m) CO.5m) C1oom) CO.6m) V 125 1 + l + + 十 + 
Abies sachalinensis CO.6m) CO.5m) CO.5m) CO.2m) CO.8m) CO.lm) IV 

+ 十 + + + + 
50巾tsco明間釘抱

C2.0m) CO.6m) CO.5m) II 
+ + + 

Picea glehnii CO.5m) CO.2m) CO.3m) II 
+ + + 

Acer ukurunduense + + + + III 

Viburnumルrcatum + 
----.ーーーーーーーーー・・---------司，ーーーーーーーーーーー-ー・・・・・・・..ーー・ーーーーーーーーー--------ーー・ーーーーーーーーーーーーー・--------------------・・・・・・・・・ a ・----------
Vaccinium snωllii 63 

Menz必siatentandra + + + II 

Ledum仰lωtrevar.知 oense + 
I加 rugosa + 
Rhododendron brachca1抑m + 
Vaccinium vit.お油ω + 

Acti四idi勿 kolomikta + 

Lysichitum camおchatcense 3 4 3 5 5 3 5 5 V 6，563 

Co丹 似scanadensお + + + + + + 十 + V 

白lan叫'Tostお la~持dorffii + + + + + + + V 

Ru伽tst暗eudo-japon的信 + + + + + + IV 

白rexsp. + + + + III 

向p-muhuhscejm aesmm var. + + + II 

T巾rellapol)φhylla + + + II 
白caliaau佐ulatavar 

+ + II hamおchatica
Maianthemum dilatatum + + + II 

Cirsium kamおcha依um + + II 

白rexsp. + + II 

Fu戸併250d6閣u総la muU合符atavar. + + II 

白rarhynchoph.知 + 
Cle開 tおochotensis + 
乃1T"0larenifolia + 
Trie仰 li旨eurotl脚 + 
Coptis trifolia + 
Sbhl幼1io司mgoμvirga-au1'iωvar. + 

Os， + + + + IV 125 

EquIi.沼tumμlωtre + + + + + + IV 

CVII 16， 1971) 
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vi)濯木型

(I-iJ 帯状区 (20X5)m2 アカエゾマツーアカミノイヌツゲ基群集

本帯状区は，雌阿寒岳とフップシ岳の山聞の平坦地，雌阿寒岳北東約 4.5km，高距 770m

の地点、にある (Fig.17， 368頁:Plate X Photo 21)。群落の面積は小さいが，アカエゾマツー

ササ群落内に介在する本基群集を認めたので記載する。

本帯状区のアカエゾマツの樹高は 16~21 m，胸高直径 20~46cm で他樹種の混交は見ら

れない。林床にはアカミノイヌツゲが優占し，醇類も多く生じていたが，その他撞木類主して

はハクサンシャクナゲ，コヨウラクツツジ，エゾクロウスゴが多く，オオタカネパラ，ツルツ

ゲも生じ，草本類としてはゴゼンタチバナが多く，羊歯類としてはシノブカグマが多く認めら

れた。また，高木類の稚樹としては樹高 O.2~2.0m のトドマツ，ナナカマドが多く，アカエゾ

マツも生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.28，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table52， 53， 54となる。

20m 

Fig. 28. (I-i]belt-transect in the 

forest of Picea glehnii 

(Pi・'ceaglehnii -Ilex 5筒gerokii，

var. brev併dunculataSOC.) 

Table 52. Number of trees in each height grade in the (I-i) belt-transect 

Height (m) u
i
m
一3

o
o
v
h
'
nヨ
一
、
E

'EE.

，E
a
-
-
a
 

m
-
n
一2

Total 
Species 

Pic，ω glehnii 12 

Table 53. Number of trees in each diameter grade in the (I-i) belt-tr副総ct

Breast-height diameter (cm) 20 22 

Species 22 24 

24 28 30 34 36 38 44 

26 30 32 3渇 38 40 46 

1 2 2  121  

Total 

日ヒeaglehnii 1 1 12 
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Distance Cm) 

Table 54 Cover degree and frequency of the plants in the (I-i) belt-transect 

C.V. 
Species 

Ab必ssac，加linensis

0 

5 

CO.5m) 
+ 

(2.0m) 
+ Sorl仇tscommixta 

Picea glehnii 

Ilex s純gerokivar. brev俳，dunculata

Rhododendron brachycaゆum

Menzies勿 μntandra
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(X 15， 1973) 

口一jJ 帯状区 (35X5)m2 アカエゾマツーハクサンシャクナゲ基群集

本帯状区は，オンネトー南東岸の汀線に近い平坦地，高距臼Omの地点にある (Fig.4，354 

頁:Plate X Photo 22)。この平坦地上のアカエゾマツ林は，面積も大きくないし，巨木もない

が，異色ある景観を示している。そしてこのうちで面積のやや大きいのが，アカエゾ、マツーハ

クサンシャクナゲ基群集である(面積約 0.2ha)。

本帯状区のアカエゾマツの樹高は 18~23m，胸高直径 24~44cm，均整のとれた群落であ

る。林床には高さ1. 5~2.0 mのハクサンシャクナゲが優占し，濯木類としてはカクミノスノキ

が多く，イワツツジ，コヨウラクツツジ，オオパスノキが生じ，草本類としては，ゴゼンタチ

バナ，エゾイチヤクソウが多く，ジンヨウイチヤグソウ，羊歯類としてはアスヒカズラ，ホソ

パノトウゲシパなども生じ，地表には醇類が多L、。高木類の稚樹としては樹高 0.5~ 1. 5 mのト

ドマツが多く，アカエゾマツ，ナナカマドの稚樹も見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.29，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table55， 56， 57となる。
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Table 55. Number of trees in each height grade in the (1寸Jbe!t-transect 

Height (m) 12 18 29 20 21 22 
Tota! 

S酔 cies 13 19 20 21 22 23 

Picea tlehnii 1 1 2 4 5 14 

Table 56. Num国rof trees in each diameter grade in the (1寸Jbelt-tran民 ct

Breast-height diameter (cm) 14 24 26 28 32 34 38 40 42 
Tota! 

Species 16 26 28 30 34 36 40 42 44 

丹・ceaglehnii 1 3 1 1 1 2 2 1 2 14 

Table 57. Cover degree and frequency of the p!ants in the (1寸Jbe!t-transect 

Distance (m) 
。 5 10 15 20 25 30 

Species Fr，伺・ C.V. 
5 10 15 20 25 30 35 

Ab必5sachalinensis (0.5m) (0.5m) (1.5m) (0.5m) (0.5m) (1.5m) (1.3m) v 321 + + + + + 2 I 

Picea glehnii (0.3m) (2.0m) ω.3m) 1II + + + 

so吻 tScommixta (1.5m) (1.8m) 
11 + + 

Rル"Hiodendronbrachycaゆum 5 5 3 4 5 4 5 v 7，321 

陥 cciniumhirtum + + 2 + + + v 250 

Vacciniumρraestans + + 11 

Menz前 iat昭ntandra + 
Vaccinium smallii + 

Cornus canadensゐ + + 2 + + v 393 

乃砂vlafaurieana l 2 + + + 十 + V 321 

乃lTolarenifol必 + + 十 + 1II 

Listera cordata + 

Lyco.ρodium complanatum + + + 十 皿
Lycopodium serratum var. 

+ serratum 
Lyco，μ'dium annotinum + 

Mosses 4 3 3 3 4 3 3 v 4，464 

(IX 3， 1974) 
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35m 

ccO必!;翁
Fig. 29. CHJbe!t-transect in the forest of Picea glehnii (Picea glehnii 

-Rhododendron brachycaゅumsoc.) 

(II-eJ帯状区 C25X5)m2 アカエゾマツーエゾムラサキツツジ基群集

雄阿寒岳の西麓，阿寒湖岸の大崎から滝口の入江にかけて，湖岸には岩礁地がある。この

湖岸岩礁斜面にアカエゾマツ林が発達し，部分的には純林が形成されている。

本帯状区は，オンネモシリ北端の対岸，西向き岩礁斜面の高距 430mのアカエゾマツ林に

設定した CFig.17，368 頁〉。岩礁(安山岩)の直径は 0.3~3m のものが多く，土壌は比較的薄

L 、C10~15 cm)。本林の上層は樹高 15~19m，胸高直径 24~56cm のアカエゾマツに占められ，

第 2 層にはトドマツ(樹高 5~14 m，胸高直径1O~22 cm)が生じている。林床は醇類に富み，

エゾムラサキツツジが多く，その他の潅木類としてはハクサンシャクナゲ，コヨウラクツツジ

がこれにつぎ，オガラパナ， ノリウツギ，ツリバナ， ツルツゲ， コケモそなども見られた。草

本類としては，ゴゼンタチバナが多く，コミヤマカタバミ， ミヤマハンショウヅル，羊歯類と

してはアスヒカズラ，スギカズラを散生する。高木類の稚樹としては樹高 0.5~2m のオンコ，

トドマツ，アカエゾマツが多く，ナナカマド，コシアブラも生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.30，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せばTable58， 59， 60となる。

Table 58. N田nberof trees in each height grade in the CII-eJ be!t-transect 

Height (m) 4 5 6 9 10 11 13 14 15 17 18 
Tota! 

Species 5 6 7 10 11 12 14 15 16 18 19 

Picea glehnii 1 1 1 1 3 8 

Abies sac加linensis(A) 1 2 1 1 1 1 1 8 

Tota! 1 3 1 1 1 1 2 1 1 1 3 16 
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Table 59. Number of trees in each diameter grade in the [II-e) belt-tran鈴 ct

dBiarmeaestte-r he(cigmh〉t 4 8 10 12 18 20 22 24 30 34 42 54 
Tatal 

Species 6 10 12 14 20 22 24 26 32 36 44 56 

Picea glehnii 1 1 1 2 1 8 

Abies sachalinensis 1 3 1 1 1 1 8 

Total 2 3 1 1 l 1 1 2 1 16 

Table 60. Cover degree and fr明 uencyof the plants in the (II-e) be1t-transect 

Distance (m) 。 5 10 15 20 
Freq. C.V. 

Species 5 10 15 20 25 

Taxus仰がd仰 (l.om) (l.Om) (l.om) (2.0m) W 950 1 3 1 + 

Abies sachalinensis (2.0m) (0.5m) (2.0m) (l.om) IV 450 I + + 2 

丹iceaglehnii (1.5m) (0.8m) (3.0m) 
III 200 1 + 1 

Acantho仰 naxsc必dophylloides (0.3m) 
+ 

Sorbus commixta (O.4m) 
+ 

Acer ukurunduense + + + 凹

Euon少nusmacroptera + + + III 

Hydrangeaμniculata + + + III 
-----ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー値・ーー岨・・ー・・・・・・・・・・・・・・・ーー・・ーーーー・..ーーー..ーーーーーーーーーー-ー・ーーー...ーーーーー・ーー・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー-------ーーーーーーーー

Rhododend即 時 davuricum 4 + 3 2 1 V 2.450 

Rhododendron brachycartum 2 3 + + IV 1，100 

Menzi，ωiat棺ntandra 1 + + 3 IV 850 

Ilex rugosa + + II 

Ri加 sachalinensis + + II 

Vaccinium vitis-idaea + I 

Actinid必 kolomikta + 

Cornus canadensゐ + + + 3 2 V 1，100 

。描alisscetosella + + + III 

Clematis ochotensis + + II 

Lyco，ρodium complanatum + 
Lycotodium annotinum + 

Moss 5 5 5 5 5 V 8，750 

(VII 21， 1971) 
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Fig. 30. (Il-e)belt-transect in the forest of Picea 
glehnii (Picea glehnii-Rhododendron 

davuricum soc.) 

口一kJ 帯状区 C25X5)m2 アカエゾマツーエゾクロウスゴ基群集

本帯状区は，阿寒富士南斜面，頂上の南南西 l.5km，高距 870mの地点にある CFig.4，

354頁〕。高度的には森林限界に近く，比較的小径木のアカエゾマツが密生している。

本帯状区のアカエゾマツの樹高は 12~17m，胸高直径 16~36cm で，樹高も胸高直径も比

較的小さい。林床にはエゾクロウスゴが優勢で，オオパスノキ，エゾイソツツジ，コケモモ，

カクミノスノキなどシャクナゲ科の小潅木が多く，アカエゾマツ， トドマツの稚樹も比較的多

い。また，その他の濯木類としてはハイマツ， ミヤマハンノキが見られ，部分的には醇類の多

い所もあった。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.31，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table61， 62， 63となる。

Table 61. Number of trees in each height grade in the (I-k) belt-transect 
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Table 62. Number of trees in each diameter grade in the (I-kJ belt-transect 

Breast-height diameter Ccm) 8 16 20 22 24 32 34 

Species 10 18 22 24 26 34 36 

Pioω glehnii 1 1 2 1 4 1 

Table 63. Cover degree and frequency of the plants in the (I-kJ belt-tr副総ct

Distance Cm) 。 5 10 15 20 
F. 

Species 5 10 15 20 25 

h・ceaglehnii CO.1m) CO.5m) CO.2m) CO.1m) IV + + + + 
Ab必ssac加linensis CO.2m) C1.0m) CO.3m) CO.3m) 

IV + + + + 

Pinus仰 mila ・+・+ + III 

Alnus maximowiczii ・+ +・・ 11

総5

Total 

11 

C.V. 

)るcclniuin..o泌砺liiu11va五ー一一一一一一一一一一了一一 3一一一一 3一一一一一 2一一一 3一一一一示一一一ふ日一
conace 

Vaccinium smallii 2 +・・+ III 350 

Ledum palustre var.μsoense + ・ 1 1 + IV 200 

Vaccinium vitis-idaea + + 1 + + V 100 

Vaccinium hirtum + + + +・ IV

Rhododendron brachyca柳欄 + 

Monotro仰 hypopithys

Mosses 

Cladonia spp. 

4 

+ + 

+ 

~m 

:1 )0法、ィ¥-'¥i メレベ

\)U(I~ 
Fig. 31. (I-kJbelt-tran蹴 tin the forest of Picea 

glehnii C丹ヒeaglehnii-Vaccinium ovalifo. 

lium var. C01抑制ms∞.)

1，250 

+ III 

CVIII 28. 1975) 
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(III-f) 帯状区 C30X5)m2 アカエゾマツーエゾイソツツジ基群集

本帯状区は，アトサヌプリの北側山裾から北方に向って展開されるエゾイソツツジ群落の

北端近く，川湯市街から南方約 1km，高距 150mの地点にある(Fig.6，357頁〉。

アカエゾマツの樹高は 4~12m，胸高直径 8~28cm で，他樹種の混交は見られない。林床

にはエゾイソツツジが優占する他は，若干のハイマツ，ガンコウラン及び羊歯類としてはニッ

コウシダが散生するにすぎない。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.32，樹高階別本数表，胸高直径階別木数

表，林床植物一覧表を示せば Table64， 65， 66となる。

単車轟
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Fig. 32. CIII-fJbe1t-transect in the forest of pj・ceag，たhnii

(丹'ceaglehnii-Ledt仰向lstrevar. yesoense soc.) 

Table 64. Number of trees in each height grade in the CIII-fJ belt-transect 
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Table 節、 Numberof trees in each diameter grade in the CIII-fJ belt-transect 
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(III-g] 帯状区 (25X5)m2 アカエゾマツーハイマツ基群集

本帯状区は，(III-fJに隣接して存在する群落である CPlateXI Photo 23)。アカエゾマツの

樹高は 3~13m，胸高直径1O~24 cm で，林下には樹高 1~3m，根元直径 4~20cm のハイマ

ツが生じている。面積的には大きい広がりを持たないが，アトサヌプリ山裾の森林景観として

特色ある群落なので，ここに記載した。林床にはハイマツが多いが，さらにその下層にはエゾイ

ソツツジが優勢で，カクミノスノキ，ニッコウシダ，地衣類も生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.33，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table67， 68， 69となる。

Table 67. Number of trees in each height grade in the (III-g) belt-tran挺 ct

Height (m) 1 2 7 8 9 10 11 12 
Total 

Species 2 3 8 9 10 11 12 13 

Picea glehnii 1 1 4 5 4 2 1 18 

Pinus仰 mila(Pp) 2 2 2 

Total 2 3 1 4 5 4 2 22 

T'able 68. Number of trees in each diameter grade in the (III-g) belt-transect 

Basal diameter (cm) Breast-height diameter (cm) 

4 6 8 12 14 18 2 10 12 14 16 18 20 22 Total 
S関cies

6 6 10 14 16 20 4 12 14 16 18 20 22 24 

月ceaglehnii 3 3 2 2 3 2 2 18 

Pinus pumila (I) 1 1+ (I) (I) 4+(3) 

Total (I) 1 1 +(1) (I) 3 3 2 2 3 2 2 22+(3) 

Table 69. Cover degree and frequency of the plants in the (I1I-g) belt-transect 

Distance (m) n
υ
t
p
r
D
 

5
1
m
 

nリ
v

‘，
R
u

'
E
A

唱

E
A

F
h
υ
j
h
'
a
o
 

'

E

A

n

F

“
 

A
リ

i
p
r
a

n

d

n
，“
 

Freq. C. V. 
Species 

Pinus仰 mila (2.5m) (2.0m) 
3 2 

(1.5m) (2.5m) 
3 3 IV 2，600 

Ledumμlustre var. .)尉oense 3 4 3 4 5 V 5，750 

予う2cciniumhirtum + + 1 皿 100 

Lostnωjaponica 2 1 II 450 

Cladonia spp. + 十 1 + W 100 

(VII7， 1974) 
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Fig. 33. (III-g)belt-transect in the forest of Picea 
glehnii (Pic，ω glehnii-Pinus仰 milasoc.) 

(III-hJ 帯状区 (40X10)m2 アカエゾマツヱハイマツ基群集

本林は，弟子屈事業区302林班にあり，噴気孔跡地に沿う傾斜面に出現した最も特徴のあ

る群落型である。群落型の表現として，アカエゾマツ=ハイマツ基群集としたのは，両者それ

ぞれ独立的な二つの純群落が，全く合ーして一つの森林景観を形づくっているためである。こ

のような例としては，北海道大学天塩地方演習林ヌポロマッポロ沢の蛇紋岩系アカエゾマツ林

においても認めることができる。

本帯状区は，弟子屈営林署管内池の湯林道沿い，国道より西に 3.8km，俗称ボッケの一群

でアトサヌプリの南西 3km，湯沼の北0.4km，高距 190mの地点にある (Fig.6，357頁:

Plate XI Photo 24)。

この群落は，噴気孔周囲の傾斜地に見られるもので，噴気孔側にハイマツ群落の前帯があ

り，アカエゾマツ林がその後ろに狭い帯状をなして成立している。ハイマツ群落に沿って下部

にはエゾミヤコザサの小さい集落があり，また時にはススキ， ワラビを生じ，また木本として

は低いノリウツギを散生している。

ハイマツ群落の幅は 5~10m，樹高は 1~3m，根元直径 2~12cm である。ハイマツ群落の

背後に成立しているアカエゾマツ林の上層の樹高は 5~10m，胸高直径 8~22cm を示す。林床

は，ハイマツの密生している所は無植被であるが，枝条の疎生している個所には，エゾミヤコ

ザサ，ワラビ，ミズナラを生じていた。アカエゾ、マツ林の林床には，エゾミヤコザサが被度 2~5

で優占し，いわゆるアカエゾマツーエゾミヤコザサの群落型になっている。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.34，樹高階別本数表，胸高・根元直径階

別本数表，林床植物一覧表を示せばTable70， 71， 72となる。
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Table 70. Number of trees in each height grade in白e(III-hJ be!t-transect 

Height (m) 。 1 2 3 4 5 6 7 9 
Tota! 

Species 1 2 3 4 5 6 7 8 10 

Picea glehnii (Pg) 3 3 7 6 6 2 2 29 

ougFmOS4Ss Esmewoa，ZUEo(liQca ) var. 1 1 

Pinusρumila 7 +(6) 26+(22) 11 + (4) . 44+(35) 

Tota! 7+ (6) 26+(22) 15+ (4) 3 7 6 6 2 2 74+(35) 

Table 71. Number of trees in each diameter grade in the (III-hJ be!t-tran鑓 ct

日ameter(cm) Basa! diameter Breast-height diameter 

2 4 6 8 10 4 6 8 10 12 14 16 20 Tota! 

Species 4 6 8 10 12 6 8 10 12 14 16 18 22 

Picea gleh開ii 7 3 3 6 2 4 3 1 29 

Quercus mongolica var. . . . . . . l grosseserrata 

Pinus仰mila 4+(6) 19+(24) 17+(5) 3 I • 44+(35) 

Tota! 4+(6) 19+(24) 17+(5) 3 1 8 3 3 6 2 4 3 1 74+ (35) 

Table 72. Cover degree and fr，岡田町yof the p!ants in the 日II-hJbelt-tran記 ct

Di試ance(m) 0-5 5-10 

Sμcies 

QueI1側側Igolicavar. 
grosseserrata 

Be.伽la拘ゆ'hyllavar. 
Jat切開問

Maackia a明urensおvar
初ergeri

Acer jXll1/l4tum var. 
ma的lmurae

Rhus t汝hゅ'calμ

丹加uspu明j/a
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Fig. 34. (III-h]belt-transect in the forest of Picea g.たhnii
(Picea glehnii=Pinus仰 milasoc.) 

(1-1) 帯状区 (65X5)m2 アカエゾマツーハイマツ基群集

本帯状区，雌阿寒岳の北西約 1.3kmの尾根上，雌阿寒温泉口登山路に沿う高距 950mの地

点にある (Fig.4，354頁〉。

帯状区付近は，アカエゾマツ林からハイマツ林に移行する所で，アカエゾ、マツの下にハイ

マツの多く生ずる森林である。アカエゾマツの樹高は 2~18m，胸高直径 4~30cm，ハイマツ

の樹高は 1~6m，根元直径 2~16cm で，樹高 4m のトドマツが 2 本混生していた。なお，ア

カエゾマツの成立密度の濃い林下にはハイマツはすくなかった。林床には，無植被のところも

あるが，エゾイソツツジとコケモモ，アカエゾマツの稚樹が全般にわたって見られる。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.35，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table73， 74， 75となる。

Table 73. Number of trees in each height grade in the [I-lJ belt-transect 

Height (m) 6 9 10 11 12 13 14 15 17 
Tota[ 

Species 10 11 12 13 14 15 16 18 

時'eaglehnii (P) 5 3 4 4 4 1 1 44 

Aぬssachalinensis (A) 2 

pi揖ustumila 15+(3) 30+(15) 30+ (33) 13+ (13) 2+ (4) 90+(68) 

Total 16+(3) 36+ (15) 36+ (33) 16+(13) 5+ (4) 2 5 3 4 4 4 l 1 136+(68) 
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Table 74. Number of trees in each diamet疋rgrade in the [1-1] belt-transect 

diame畑 (c同 。 8 10 12 14 16 18 20 22 24 28 
Total 

2 10 12 14 16 18 20 22 24 26 30 

7 6 2 5 2 I 2 l 44 

2 7 . 
1+(1) 14+(18) 34+(31) 26+(14) 11+(3) 3+(1) 90+(68) 

1 +(1) 16+ (18) 45+(31) 30+ (14) 12十(3) 5+(1) 7 2 5 2 l 2 1 136+(68) 

Species 

Picea glehnii* 

Abies sachalinensis* 

Pinus tumi/a* * 

Total 

事 Breast-heightdiameter •• Basal diameter 

Table 75. Cover degree and fr宅~quency of the plants in the [1-1) belt-transect 

Diは加~~ 10 ~ ~ ~ ~ ~晴 必 印 55 ω 
F. C.V 

S阿 ies 10 15 泊 25 30 ~ゆ 45 切 55ω65

(O.lm) (0.3m) (1.5m) (O.lm) (1.0m) (1.5m) (0.8m) (0.9m) (1.2m) (1.2m) (l.Om) (0.5m) 
Pic，却 glehnii V 1，115 

+ + + + + 

F均価仰l1IIila + 

μdum pa/，凶I陀
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(VII 20， 1971) 

町.g.35. [I-I)belt-transect in the forest of pj，αa glehnii (Picea glehnii-Pinus仰milaωc.)
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2) エゾマツ林

エゾマツ林はその分布面積も広く，かつてはアカエゾマツとともに阿寒国立公園を代表す

る原始相を随所に見ることができたようである。しかし，現在では一部を除きその大半は森林

開発の対象となり，広い面積の原生林を見出すことはできない。阿寒横断道路からベンケトー

にかけては，今日もなお一部に原始相をとどめるエゾマツ林があり，かつて舘脇9)はエゾマツ

林，エゾマツートドマツ林を記載，報告している。

今回の調査においては，小面積のエゾマツ林ではあるが，野上峠 (PlateXII Photo 25)， 

屈斜路湖中島，カムイヌプリ火口原，阿寒湖オンキモシリで調査することができた。

i )ササ型

(III-iJ 帯状区 (50X5)m2 エゾマツークマイザサ基群集

野上峠付近の釧路・北見国境稜線近くには，伐採をまぬがれた小面積のエゾマツ純林が点

在するが，ここに調査地を求めた。本帯状区は，野上峠西方約 500m，稜線近い南西向き緩傾斜

面上，高距320mの地点にある (Fig.36 : Plate XII Photo 26)。

エゾマツの樹高は 23~30m，胸高直径は 22~68cm で，他樹種の混交は見られなし、。林床

には稗高 O.6~lm のクマイザサが優占し，濯木類としてはオオパスノキ，オガラバナが多く，

蔓茎類としてはイワガラミ，ツタウルシが生じていた。草本類としては，ゴンゲンスゲが多く，

コミヤマカタパミ，ジンヨウイチヤクソウ，マイヅルソウ， ミヤマタニタデも見られ，羊歯類

としてはシラネワラビ，オシダ，タチマンネンスギ，ヒカゲノカズラが生じ，樹幹基部には醇

類も見られた。高木類の稚樹としては樹高 O.2~ 1.8m のトドマツ，ナナカマドが多く，エゾマ

ツ，ハリギリ，ハウチワカエデ，ホウノキなどの稚樹も生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.37，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せばTable76，77，78となる。
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阿寒国立公園の森林纏生 (五十嵐〉

Fig. 37. (III-i)belt-transect in the forest of 月ヒωjezoensis(Picea jezoensis-おsa
senanensis soc.) 

Table 76. Number of trees in each height grade in the (III-i) belt-transect 

Height (m) 23 24 25 26 27 28 29 

24 25 26 27 28 29 30 

Picea jezoensis 1 2+(1) 4 5 3 1 1 

Table 77. Number of trees in each diameter grade in the (IIHJ belt-tran鵠 ct

dBiarmeaestte-r h(ecigmh) t 22 24 32 34 36 38 40 44 50 58 60 66 

Species 24 26 34 36 38 40 42 46 52 60 62 68 

Picea jezoensis 1 1 2 2+(1) 2 2 2 1 2 

(03 

Total 

18+(1) 

Total 

18+(1) 
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Table 78. Cover degree and fr，伺uencyof the plants in the (I1I-iJ belt-transect 
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(IX 4， 1974) 

エゾマツークマイザサ基群集帯状区 (30X5)m2 (II1寸〕

本帯状区は，屈斜路湖中島の東北端，湖岸近くの平坦地，高距 240mの地点にある(Fig.38，

ナナカマドを混生する壮齢林で，帯状ヤチダモ，

405頁)。

このエゾマツ林は，若干のダケカンパ，
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川 湯

Fig. 38. Lake Kussharo 
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区の中央部にはかつての伐採によると考えられる直径 32~50cm のヤチダモの古い伐根 6 本

が認められた。したがって本林は，広葉樹の伐採により純林に導かれたエゾマツ林であると言

えよう。エゾマツの樹高は 21~23m，胸高直径 40~60cm，下層にダケカンバの小径木 1 本を

混生する。林床には稗高 0.6mのクマイザサが優占し，樹高 0.3-1.8mのトドマツの稚樹も多

く生じていた。潅木類としてはホザキナナカマド， トガスグリが多く，オガラバナ， ノリウツ

ギ，マユミ，エゾヤマハギも見られ，蔓茎類としてはイワガラミ， ミヤママタタピを生じ，草

本類としては，エゾアザミを散生するにすぎなし、。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.39，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せばTable79， 80， 81となる。

Fig. 39. (III-j)belt-tran蹴 inthe forl回 ofPicoo jezoensis 
(万'coojezoensis一品sasenanensis soc.) 

Table 79. Number of trees in each height grade in the (III-j) belt-tran民ct

Height (m) 5 8 21 22 

Species 6 9 22 23 

丹ヒ'00jezoensis 1 7 1 

Betu/a ermanii (Be) 1 

Total 1 1 7 1 

Total 

9 

1 

10 
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Table 80. Number of trees in each diameter grade in the [III-j) belt-transect 

Breast-height diameter (cm) 4 12 40 42 48 52 58 
Total 

S~~ 6 U a << w ~ w 
Picea jezoensis ・ 1 4 1 1 9 

Betula ermanii 

Total 

1 

1 1 4 1 1 1 1 

Table 81. Cover degree and frequency of the plants in the [III-j) belt-transect 

Distance (m) 0 5 10 15 20 25 

Species 

Abies sachaline冗sis

Acer u伽runduense

Hydora噌 ω 仰niculata

Euonymus sieboldianus 

Sorbaria sorbifol必 var.
stellipila 

Ribes sachalinensis 

Lωμ'deza biヒolor

Schizophragma hydra噌 eo幼 s

Actinidia kolomikta 

曲 sasenanensis 

αぬiumka隅おchaticum

Freq. 
510  15 20 25 30 

(0.6m) (1.8m) (0.3m) (l.Om) (0.4m) ¥T 

+ + + + + 

+ 
+ 

4 

+ 

+ 

+ 

4 

+ 

+ 
+ 

+ 

4 

(0.8m) (l.Om) (0.3m) 
+ + + 
+ + 

+ 
+ 

4 

+ 

+ 
+ 
+ 

+ 
+ 

4 

+ 

+ 
+ 

+ 

5 

m 
m 
rn 

V 

V 

m 

V 

1 

10 

c. V. 

6，667 

(VIII 3， 1974) 

(III-kJ 帯状区 (50X5)m2 エゾマツークマイザサ基群集

本帯状区は，屈斜路湖中島の中央部，三角点 (355.0m)の南西約 150m，高距 320mの地

点にある (Fig.38， 405頁:Plate XIII Photo 27)。

本帯状区の上層は，樹高 27~34m，胸高直径 50~80cm のエゾマツに占められ，下層は樹

高 14~24m，胸高直径 16~36cm のトドマツによって占められている。林下にはトドマツの稚

樹が多く，アオダモ，ダケカンパ，オヒョウの稚樹も見られた。林床には得高 0.8mのクマイ

ザサが多く，ゴンゲンスゲ，醇類も多く生じていた。瀧木類としてはノリウツギ，オガラパナ，

コヨウラクツツジ，エゾスグリが生じ，蔓茎類としてはミヤママタタピ，チョウセンゴミシ，

イワガラミが見られた。草本類としては， ゴンゲンスゲのほか，マイヅノレソウ，コミヤマカタ

パミ'.フイリミヤマスミレ，ゴゼンタチバナ， ミヤマタニタデ，エゾアザミ，ツバメオモト，

ミコウモリなどを生じ，羊歯類としてはホソバノトウゲシバ，タチマンネンスギ， ミヤマワ

ラビ，オシダ，シラネワラビを生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.40，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table82， 83， 84となる。
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Fig. 40. (III-kJbelt-transect in the forest of Picea jezoensis (Picea 
jezoe的 sーおsase加 nensissoc.) 

Table 82. Number of trees in each height grade in the (III-kJ belt-transect 

Height (m) 6 7 12 13 14 15 16 17 19 21 23 27 30 33 
Total 

Species 7 8 13 14 15 16 17 18 20 22 24 28 31 34 

Picea jezoensis (Pj) 1 2 2 1 6 

Abies sachalinensis 2 2 1 3 1 2 2 3 1 1 18 

Total 2 2 1 1 3 1 2 2 3 1 1 2 2 1 24 

Table 83. Number of trees in each diameter grade in the (III-kJ belt-transect 

dBiarmeaestte-r he(cigmh) t 8 w " w w ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
Total 

Species w u w u ~ u ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ M ~ 

Picea jezoensis 1 1 1 1 1 6 

Abies sachalinensis 1 3 1 2 1 4 2 2 1 1 18 

Total 1 3 1 2 1 5 2 2 1 1 1 1 l 1 1 24 
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Table 84. Cover degree and frequency of the plants in the CIII-k) belt-transect 

日蜘nceCm) 。5 10 15 20 25 30 35 40 45 
F.V. 

Species 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 

Abies sachalinensお CO.2m) CO.3m) CO.5m) CO.5m) CO.5m) CO.8m) Cl.Om) CO.7m) CO.2m) V 325 + + 2 + + + 
F抑制 lan昭nosa CO.lm) CO.lm) CO.lm) II + + + 
Betula ermanii CO.lm) 

+ 
Ulmus laciniata CO.4m) 

+ 
Hydra樗'eapaniculata + + + + II 

Acer ukurunduense 十

ー-ーーーーーーーーーーーーーー司ーーー・ー---------帽ーー----------------値・ーーー・ー曲ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--帯同._-------------------・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
Menzies匂 tentandra + + + + + + 田

Ri加 latifolium + 

Actinid:必kolomikta + + + + 1Il 225 

Schisandra chinensお + + + + II 175 

Schizoph抑制 hydrangeoides + + + + II 

ぬsasenanensお 2 V 1. 775 

Carex sachalinensお 2 十 V 1.475 

Maian幼抑lumdilatatum + + + + + + + + + + V 

αull:おacetosella + + + + + + 十 + lV 

Viola selki幼iivar.聞朝ta + + + + + + 十 + IV 

Cornus canadens俗 + + + + + + 凹

Cir，ωω alpina + + + + II 

Cirsium kam白chaticum + + + + II 

Clinton必udensis + + + II 

白caliahastata var. orie仰 lis + + + II 

Galium ka問脂chaticum + 
Ac陶酔ythoca1拘 + 
Lilium medeoloides + 
Sohlij勾仰o桝virga-au伽 var. + 
Tiarella polyphylla + 

L3Sr6o7p7oadtuium m sewahmf Var + + + + 十 + + + + V 50 

L3srto町potduimum ob幻lrumfonn. + + + + + + + + W 

μstr，ωphegopte均 + + + + II 

DIj咽'Pte1台ぴ必sir古伝0制 + + 
かヲ岬'pte1おaustriaca + 

Moss A 十 2 2 lV 1，300 

Moss C + 50 

(lX 3， 1975) 
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ゲ型ス首)

エゾマツーゴンゲンスゲ基群集帯状区 (45X5)m2 (III-lJ 

本帯状区は，カムイヌプリ火口原のほぼ中央部，高距 370mの地点にある (Fig.11，361頁:

Plate XIII Photo 28)。

本帯状区の上層は樹高 22~27m，胸高直径 38~70cm のエゾ、マツに占められ，僅かに 1 本

オンコなど

ナナカマアオダモ，

エゾイタヤ，のトドマツを混生する。下層にはエゾマツ，

を生ずる。高木類の稚樹としてはトドマツ，

ドなどがあった。林床にはゴンゲンスゲが優占し，濯木類としてはオガラパナ，

シウリ，

トドマツの他にシウリ，

オンコ，エゾマツ，

ノリウツキeヵ:

ツルアジサイを生じていた。草本類としてはミミコウあり，蔓茎類としてはミヤママタタピ，

ヨプスマソヤマブキショウマ，コミヤマカタバミ，エゾアザミ，マイヅルソウが多く，モリ，

タチマオシダ，ツバメオモトなどを生じ，羊歯類としてはシラネワラビ，ズダヤクシュ，ウ，

ホソパノトウゲシパなどがあり，醇類も多く生じていた。ヤマドリゼンマイ，ンネンスギ，

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.41，樹高階力本数表，胸高直径階別本数

Tota! 
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内
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表，林床植物一覧表を示せば Table85， 86， 87となる。

Tab，le 85. Number of trees in each height grade in the CIII-l) be!t-transect 
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Species 

丹ヒeajezoensis 

Ab必ssachalinensis (A) 
丹捌usssiori (P) 

Acer mo明o(Am) 

Taxus cω;pidata (T) 

Tota! 

1 

1 

23 

Psecies 

晶 .eajez側諸

Abies綿 chalinensis
Prunus ssiori 
Aα!r mono 
Ta鵬 αゆおおta

Tota! 

Tota! 
同
叩

i
m
m
一1

・

2 

Table 86. Number of tr宮崎 ineach diameter grade in the CIlI-l) be!t-tran鈴 ct

Breast-height 4 6 8 10 14 18 38 42 52 54 60 
diameter (m) 

6 810 12 16 20 40 44 54 56 62 

1 1 ・ 1 2 ・ 1 1 

1 ・・ 1

1 2 ・ 1 ・
1 ・
1 

1 2 3 1 3 2 2 1 1 3 

-句。.。，“，
i

2 計

1 1 1 1 1 2 1 1 2 2 2 2 6 
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Table 87. Cover degree and frequency of the plants in白e(I1I-1) belt-transect 

Distance (m) 。5 10 15 20 25 30 35 40 
F. c. V. 

Species 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

CO.5m) CO.lm) CO.5m) 
Abies sachalinensis + + + II 

O.om) O.2m) 
Prunus ssiori + + II 

CO.2m) C1.3m) 
丹'ceajezoensゐ + + 11 

CO.3m) CO.2m) 
Ta;附 cuspidata + + 11 

CO.lm) 
Fraxinus lan噌初osa + 

Cl.om) 
50r，伽scommixta + 

Acer ukurunduense + + + + + III 

Hydra噌 m μniculata + + + II 

Actinidia kolomikta + + + + 十 + IV 

同Idrangeapetiola市 + + 11 

Carex sachalinensis 5 5 2 3 4 3 4 3 5 V 5，750 
C切ca加 auriculatavar. + + + + + + + W kamおc加tica
Maianthemum dilatatum + + 十 十 + III 

Cirsium初mおchati，αtm + + + 11 

。xalisacetosella + + 11 
Aruncus dioi，αtS var困 + 十 II kamおchati，αtS

Cacal;必 hastatavar. orientalis + + II 

Tiarellaρo仰hylla + + II 

Clintonia udensis + + 11 
Cimi，αヌegasimPlex var. + 戸!Zoenszs
C併 -nuscanadensis + 
Ru仇tStseudo-ja，ρoni，αtS + 
PO押ly，世gzOzzMn唱otuumyzczozzdomtum var. + 

Dηopteris aust均 ca 2 1 2 2 2 2 2 2 1 V 1，472 

かッ'opterisC1lωsirhizo押切 + + + + + + W 

LFstOnA仰ctduimumohsαtrum form. 十 + + + + III 

Osmunda as勿tica + + + II 
L)ピ'opodiumserratum var. + + + II serral14m 
Lastrea phegopteris + 
Lastrea the悌初会 + 

Moss C + 3 3 2 3 1 3 IV 1，917 

Moss B + 2 + 2 III 389 

Moss A + 

(lX 2， 1975) 
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Fig. 41. (I1I-IJbelt-tran蹴 tin出eforest of Picea jezoensis (Picea 
jezoensis-Carex sachalinensis soc.) 

口I-fJ 帯状区 (25X5)m2 エソ守マツーゴンゲンスゲ基群集

本帯状区は，阿寒湖オンキモシリ(大島)の東側急斜面，高距 430mの地点にある(Fig.15，

365 頁〉。本林の上層は樹高 25~32m，胸高直径 54~64cm のエゾマツと 1 本のトドマツから

なり，第2層以下にエゾマツ， トドマツと僅かのハウチワカエデを生ずる。林床にはゴンゲン

スゲが多く，潅木類としてはオガラパナ， ヒロハツリパナ，蔓茎類としてはツタウルシ，イワ

ガラミ，草本類としてはツパメオモト，ミミコウモリ，マイヅルソウ，ミヤマハンショウヅル，

ジンヨウイチヤクソウ，ズダヤクシュ，羊歯類としてはホソパノトウゲシパ，シノブカグマな

どを生じていた。高木類の稚樹としては樹高 0.5~ 1. 2 mのトドマツが多く，オンコ，ナナカマ

ドなどの稚樹も見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.42，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table88，89，90となる。

Table 88. Number of trees in each height grade in the [II-fJ belt-tran鉛 ct

Height (m) 4 7 8 9 13 14 24 25 29 31 
Total 

Species 5 8 9 10 14 15 25 26 30 32 

品 cajezoensis 1 1 1 1 1 1 6 

Abies sachalinensゐ(A) 1 2 1 1 ・・ 1 ・・・ 6 

Aαr japoni，α1m (Aj) 1 ・・・ ・・・・・・ 1 

Total 2 2 1 1 1 1 2 1 1 1 13 
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Table 89. Number of trees in each diameter grade in the (11-0 belt-transect 

Breast-he・ight 4 8 10 12 18 20 28 52 54 58 62 
diameter Cm) Total 

Species 6 10 12 14 20 22 30 54 56 60 64 

Picea jezoensis 1 1 ・ 1 1 1 1 6 

Abies sachalinensお 1 2 1 1 ・・ 1 ・・・・ 6 

Acer J柳町um 1 ・・・・・・・・・・ 1 

Total 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13 

Table 90. 

CO.3m) 
+ 

C1.2m) 
+ 

C1.3m) 
+ 

Acer ukurnnduense + + 2 11I 
Euonymus macroptera ・+ + + 11I 
Rhododendron brachycaゆum + +・・・ 11

Ilex rugosa ・・・+・ I

Species 

Abies sachalinensis 

Cover degr閃 andfrequency of the plants in the (II-0 belt-transect 
Distance (m) 0 5 10 15 20 

510  15 20 25 

co.~m) C1 .~m) C1. ~m) Co.~m) IV 
+ 3 3 1 

CO.5m) C1.0m) 
2 + 

CO.lm) CO.8m) (1.2m) CO.2m) 
+ + + + 

CO.5m) 
+ 

T仰 tsαゆぬta

Sorbus commixta 

Ulmus lacin勿ta

Acer ja.ρonicum 

Picea jezoensis 

Acanthotanax sciadophylloides 

C1.0m) 
+ 

CO.8m) 
+ 

CO.8m) 
+ 

Prnnus ssiori 

Acerμlmatum var. maおumurae

Kolo.卯 naxpictus 

Frl問・ c.v. 
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αlCalia auriculata var. kamおchatica
Ma勿nthemumdilatatum 
Clematis ochotensis 
乃庁vlarenifol，勿
T勿rellaβolyphylla
Solidl司~a virga-au閣 var.lei仰 F拘
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viola selkirki・'ivar. variegata 

Lycoμdium serratum var. serratum 
Rumohra mutica 
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Fig. 42. [II-f)belt-transect in the forest of Picω 
jezoensis (l決eajezoensis一白reXsachaline-
nsゐsoc_)

3) トドマツ林

面積的にまとまっまトドマツ林は，白水川，小清水峠，第 1，2跡佐登林道沿いなどにある

が，すでに現在では原始相を保つ森林は殆ど見られなし、。しかし，今回の調査では雌阿寒岳の

上部，森林限界近くに大きい面積ではないがトドマツの原生林を見出しまた阿寒湖のオンキ

モシリ，ポンモシリにおいてもトドマツ林の調査を行うことができた。

(I-mJ 帯状区 (50X5)m2 トドマツーエゾミヤコザサ基群集

本帯状区は，雌阿寒岳剣ケ峰の東北東 1.7 km，高距 930mの地点にある(Fig.4，354頁:

Plate XIV Photo 29)。

本林は，トドマツ林の上部にあたる。トドマツの樹高は 15~17m，胸高直径 22~40cm で，

一斉林をなしており，若干のアカエゾマツを混生しているにすぎなし、。なお，本帯状区の周辺

には，部分的にアカエゾマツ・トドマツーエゾミヤコザサ基群集も見られることがある。林床

には稗高 O.5mのエゾミヤコザサが優占し，潅木類としてはオオパスノキ，カクミノスノキ，

エゾクロウスゴ，エゾイソツツジがあり，羊歯類としては若干のシラネワラビを生じていた。

また，高木類の稚樹としては樹高 O.l~l mのトドマツが帯状区全域にわたって見られ，アカエ

ゾマツ，ナナカマドの稚樹も生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.43，樹高階別本数表，胸高直径階別本数



Species 

阿寒国立公園の森林植生 (五十嵐)

議鞍空審
Fig. 43， (I-m)belt-trar回 ctin the forest of Abies sachalinensis (Ah的

sachalinensis-品saaρoiensisωc.) 

Table 91. Number of trees in each height grade in the (I-m) belt-transect 

Height (m) 2 3 10 12 13 14 15 16 

3 4 11 13 14 15 16 17 

Ab必ssachalinensis 2 3 7 4 14 6 

Picea glehnii (Pg) 2 1 1 

Total 2 1 3 3 7 5 14 6 

Table 92. Number of trees in each diameter grade in the (I-m) belt-tran鑓 ct

dBiarmeaestte-r he(cigmh) t 6 10 12 16 18 20 22 24 26 28 34 36 38 

Species 8 12 14 18 20 22 24 26 28 30 36 38 40 

Abies sachalinensis 2 l 2 6 5 4 5 7 2 1 1 

Picea glehnii 3 1 

Total 3 2 2 2 6 5 4 5 7 2 1 1 1 

415 

Total 

36 

5 

41 

Totall 

36 

5 

41 
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T'able 93. Cover degree and fr判 uencyof the plants in the (I-mJ belt-transect 

Distance Cm) 0 5 10 15 20 25 30 3 5 ω 4 5  
S仰と. 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 F陀q. C.V. 

Ies 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 

Abお sachali財閥 CO.3m) CO.lm) CO.2m) CO.2m) CO.3m) C1.0m) CO.lm) CO.2m) CO.lm) CO.3m) 
+ + + + + + +十 + + 

此伽切 gμh帥h伽'hnii

S伽M伽加 ω酬 帥 ω01?m) • (α11?m) CO.4m) . cqm) II 
十 + 

恥 'CIniums脚 llii + + + + + + + lV 

Vac'CInium hirtum + + + II 
Vac'CInium ovalifolium var + + conaα114m + II 

μ~dum μlωtre var. yesoe胸 十

ぬsaapoた術お 5 5 5 5 V 8，750 

l>rJ咽P伽お a副首tri依田 + 

(VIII8， 1971) 
表，林床植物一覧表を示せば Table91， 92， 93となる。

(III-mJ 帯状区 (30X5)m2 トドマツークマイザサ基群集

本帯状区は，屈斜路湖中島の東北部，湖岸から約 300m内側に入った高距 170mの地点に

ある (Fig.38， 405頁:Plate XIV Photo 30)。

本林の上層は，樹高 21~24m，胸高直径 26~52cm のトドマツに樹高 24m，胸高直径 68

cmのカツラ 1本を混生し，下層には 1本のエゾイタヤを生ずる。林床植生は比較的疎生してお

り，稗高 0.7mのクマイザサおよびフッキソウが比較的多く生じていた。その他濯木類として

はノリウツギ，ツリパナ，蔓茎類としてはイワガラミ，チョウセンゴミシ，ヤマブドウ， ミヤ

ママタタピ，草本類としては， ミヤマタニタデ，キツリフネ， ヨブスマソウ， レンプクソウ，

スズムシソウ，羊歯類としてはオシダ， トクサを散生していた。高木類の稚樹としてはトドマ

ツ，エゾイタヤ，ヤマモミジが多く，ナナカマド，シウリも生じていたが，いずれも樹高は低

く 0.1~0.3mであった。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.44，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table94， 95， 96となる。

Table 94. Number of trees in each height grade in the (III-mJ belt-tran記 ct

Height (m) 3 5 6 9 10 13 15 21 22 23 
Total 

Species 4 6 7 10 11 14 16 22 23 24 

Abies sachalinensis 1 1 1 1 1 1 1 2 6 15 

Cercidiphyllum japoni・cum(Cj) 1 1 

Acer mo吋o(Am) 1 1 

Total 1 1 1 1 I 1 1 1 2 7 17 
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Number of trees in each diameter grade in the [III-mJ belt-transect Table 95. 
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diameter Ccm) Total 

Species 

民
d

胃

i
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'・41 2 1 3 1 1 1 1 Abies sachalinensis 

。rddi砂'hyllumja.ρoni，αtm 
Acer mono 

17 1 I 1 1 2 1 3 1 1 1 1 2 Total 

Cover degree and frequency of the plants in the [III-mJ belt-transect 

Species 
C.V Freq. 

V 

o 5 10 15 2ゆ 25

510  15 20 25 3ゆ

CO.1m) CO.1m) CO.1m) CO.1m) ー CO.1m)
+ + + + + 

CO.1m) ー CO.1m)CO.1m) CO.1m) CO.1m) 
+ + + + + 

CO.1m) CO.1m) CO.1m) CO.1m) 
+ + + + 

Distance Cm) 

Table 96. 

Abies sachalinensis 

V Acer mono 

IV Acerμlmatum var. maおumurae

CO.3m) 
+ Sorbus commixta 

CO.3m) 
+ Prunus ssiori 

II 

I 

+ + Hydrangeaμniculata 

Euonymus 0.勾少'hylla + 

Schizoρ'hragma hydrangeoid，ω 

Schisandra chinensis 

目的 coignetiae

Actinid.勿 kolomikta

げ

M'
押
川
叫

T
a且

T
E
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F
E
-
-
E
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園
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Fig. 44. (III-mJbelt-tran鈴 ctin出eforest of Abies 

sachalinensis (Abies sachalinensis-Sasa 

senanensis soc.) 

(II-gJ 帯状区 (50X5)m2 トドマツーシラネワラビ基群集

本帯状区は，阿寒湖ポンモシリ(小島〉の東側，高距 420mの地点にある(Fig.15， 頁〉。

本林の上層は，樹高 15~22m，胸高直径 30~50cm のトドマツおよびエゾイタヤ，ヒロハ

ノキハダ各 1本からなり，下層にはトドマツが多い他オンコ，エゾマツ，シナノキ，ナナカマ

ド，オヒョウ， ミズナラ， ミヤマザクラなど多くの樹種が見られる。林床にはシラネワラビが

比較的多いほか，濯木類としてはトガスグリ，蔓茎類としてはチョウセンゴミシ，草本類とし

てはツパメオモト，マイヅルソウ，フッキソウ，スゲ類，羊歯類としてはオシダなどが多く生

じていた。また，高木類の稚樹としては樹高 O.1~ 1. 2 mのトドマツ，ナナカマドが多く，その

他エゾイタヤ，オンコ， ミズキ，シナノキ，シウリ， ミズナラ， ミヤマザクラなどの稚樹も見

られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.45，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table97， 98， 99となる。
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Fig. 45. (II-g)belt-transect in the forest of 

sachalinensis-Dryopte市 austriacaωc.)

Abies sachalinensis (Ab的

T'able 97. Number of trees in each hei喧htgrade in the (II-g) belt-transect 

Height (削 ro u U U ffi U g ~ w 
Species 

Ab俗 sachalinensお
Taxus cu.ゆ油ta(Tc) 
Til:匂ja仰揖iω(T)
soゆ哨 ωm四ixta(5) 

Acer附 叩o(Am) 
Phe/l，似たndTl四時 a糊 rense
var. sachali1U!脚 (Pa)

丹問 jezoensis(町)
U伽 5laci問 ta(UI) 。附us側昭'01:加 var.
grosseserra信(Q)

伽河総 9附 j側抑制(Pm)

Total 

3 ro  II U U ffi U " ~ W D 
2 2+(1) 1 ・

・2+(1) 2 

1+(1) 

1 6+(1) 5 2 3+(1) 2 1 2+(1) 4 

Table 98. Number of trees in each diamete grade in the (II-g) belt-transect 

Species 

.Breast-height 6 8 10 12 14 16 18 22 24 26 28 30 32 34 38 40 42 44 46 48 
diameter (cin) 

58  10 12 U 16 18 20 24 お 28 30 32 34 36 40 42 44 46 48 50 

419 

Tほal

29+(1) 

5+(1) 

2 

2 

1+(1) 

44+(3) 

Total 

Abお島民halinensis ・2+(1)5 1 ・・・ 2312111 ・ 1 1 29ー(1)

TIJXJ伍似ゆ油ta
Tilia ja仰向iω
ぉrbusω明 mixta
Acer脚仰

Phellodendro抑制附nse
var. sachali1U!脚

此官官 jezoensis
Ulmus laゆliata
Quercus mongoUca 
var. gro.崎将押'ilta

Prunusn姐ximowiczii

1+(1) 2 ・ 2 ・・・ ・・・・・・ ・ ・・・・・・ 5+臼)

2 

2 

(1)・・・・・・・ 1 ・・1+(1)

Total 7+(1) 4 1 2+(1) 7 1 1+(1) 2 l“+(3) 



T'able鈎. Cover degree and frequency of the plants in the (II-g) belt-transect 

Distanc定 Cm) 0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

5w  ~ m ~ a ~ ~ G ~ 
CO.lm) CG.1m) CO.5m) O.om) C1.2m) Cl.om) 
十++ + + 

CO.3m) CO.2m) CO.2m) CO.5m) Co.~m) CO.4m) 
+ + + + + 

CO.lm) CO.lm) CO.3m) CO.2m) CG.1m) 
+ + + + + 

CO.lm) CO.4m) CG.1m) 
+・・ー+ー + 

CO.5m) CO.2m) 
+ + 

Fr，伺. C.V. 
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トドマツーハクサンシャクナゲ基群集帯状区 (50X5)m2 [II-hJ 

高距 430mの地点にある (Fig.17， 368頁:PlateXV 阿寒湖大島の北西部，本帯状区は，

Photo 32)。

本林の上層は樹高 20~24m，胸高直径 24~54cm のトドマツが占め，第 2 層以下にはトド

オンコを生ずる。林床は樹高1.5mのノ、ヒロハツリパナ，ナナカマド，マツの外アズキナ、ン，

ツルツゲ，蔓茎類としてはミ

ヤママタタピ，ツルアジサイ，ササ類としては稗高 O.3mのエゾミヤコザサ，草本類としては，

その他濯木類としてはオガラパナ，クサンシャクナゲが慢勢で，
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ミヤマハウショウヅル，羊歯類としてマイヅ、ノレソウ，ミミコウモリ，ツバメオモト，スゲ類，

ホソパノトウゲシパなどが比較的多タチマンネンスギ，シノフカグマ，はヤマドリゼンマイ，

く生じていた。また，高木類の稚樹としては樹高 0.2~ 1. 0m のトドマツが相当に多く，ついで

コシアプラの稚アズキナ、ン，ハウチワカエデ，ダケカンパ，またナナカマド，オンコが多く，

樹も見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.46，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table100， 101， 102となる。

Fig. (6. (II-hJbelt-transect in the forest of Abies sachalinensis (Ab前

sachalinensis-Rhododendron brachyca1仰 msoc.) 
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Table 100. Number of trees in 回 chheight grade in the [II-hJ belt-tran舘 ct

Height (m) 3 5 6 7 10 11 12 13 14 19 20 21 22 23 

46  7 8 11 12 13 14 15 20 21 22 23 24 

3 23 ・ 4 ・ 642

1 ・
1 ・

1 ・
2 3223  5 642  

S開cies

Abi並'ssachalinensお
Sorbω alnifolia (5a) 
Soゆuscommixta (5) 
Euonymus胸 croPli抑(E)
T似副田 αゆ幼ta(Tc) 
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Table 101. Number of trees in each diameter grade in the [II-hJ belt-transect 

)3reast-h~ight 4 6 8 10 12 16 18 20 22 24 26 28 32 34 3渇 38 52 
diameter (cm) 

68  10 H M ~ W ~ U W ~ W ~ ~ ~ W M 

2 3 2 3 2 ・1 1 2 5 3 ・

1 

S開cies

A肱ssachalinensis 
Sor合唱tSalnifol;必
so市 tSCI抑 m的

EuonY1附 smacro少tera
T似 usCtゆぬta

Total 34 3 5 2 2 2 3 2 4 3 
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Cover degree and frequency of the plants in the (II-h] be1t-transect 

S開ci飴

1，825 

50 

Freq. C. V. 

V 

III 

V 

o W ffi a ~ w ~ ~ ~ 

5W  ffi a ~ w ~ ~ ~ w 
Cl.om) CO.3m) CO.5m) CO.8m) CO.5m) CO.2m) CO.6m) CO.5m)α.om) 
+ + 3 3 

Cl.5m) C1.3m) CO.6m) CQ.lm) CO.6m) CO.5m) CO.2m) CO.5m) CO.lm) 
+ + + + + + + + 

CO.8m) CO.2m) CO.4m) CO.lm) CO.3m) 
+ + + + + 

CO.3m) CO.2m) CO.3m) 
+ + + 

α.om)α.5m) CO.4m) 
+ + + 

Distance Cm) 

Table 102. 
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(I-nJ 帯状区 C30X5)m2 トドマツーハイマツ基群集

本林は，ダケカンパ林帯を欠く雌阿寒岳に見られる群落である。雌阿寒岳の東斜面にはト

ドマツ林が分布するが， トドマツ林の上限付近，ハイマツ林との接点にこの群落が見られる。

本帯状区は，雌阿寒岳剣ヶ峰の東北東 1.5km，高距1，100mの地点にある CFig.4，354頁:

Plate XV Photo 32)。上限付近のためかトドマツに枯損木が目立つが，下層植生を抜きでて

いるトドマツの樹高は 5~15m，胸高直径 14~36cm で若干のナナカマドを混生する。林下に

は樹高 1~4m のハイマツが群生する。林床は稗高1.0~1. 5 mのクマイザサが優勢で，濯木類

としては樹高1.3~ 1. 8m のノ、クサンシャクナゲが多く，エゾクロウスゴ， エゾイソツツジも

見られ，草本類としてはゴゼンタチパナが比較的多く生ずる。高木類の稚樹としては樹高1.5

m のナナカマド，樹高 0.2~0.3 mのトドマツが生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.47，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table103， 104， 105となる。

ハ η¥(合a パL

℃り)にy 又j 又ノ

Fig. 47. [I-n)belt-transect in the forest of Abies 
sachalinensis (Abies sachalinensis-Pinus 
μtmila soc.) 

Table 103. Number of trees in each height grade in the [I-n) belt-tran缶 ct

Height (m) 。 1 2 3 4 5 6 14 

Specjes 1 2 3 4 5 6 7 15 

A肱S町 IuJlinensis(A) l 2 2 

Sorbus commixla (5) 

Pinus pumila (4) 8+(18) 9+(18) 3 

Total (4) 9+ (18) 11 + (18) 6 2 2 

Total 

8 

3 

20+ (40) 

31 + (40) 
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Table 104. Number of trees in each diameter grade in the (I-n) belt-tran田ct

Diarr即断 (cm)

Species 

Abies sachalinensお

おゆuscommixta 

Pinus tumi/a 

Total 

Basal diameter 

10 12 14 16 20 

10 12 14 16 18 22 

α) 2+(9) 3+(2) 3+(11) 4+(5) 4+0 

α) 2+(9) 3+(2) 3+(11) 4+(5) 4+(1) 

Breast-恥ightdia間 ter

8 12 20 

10 14 22 

Table 105. Cover degree and frequency of the plants in the (I-n) belt-transect 

Distance Cm) 。 5 10 15 20 25 

34 
Total 

36 

l 8 

20+(40) 

1 31+ (40) 

Freq. c. V. 
Species 5 10 15 20 25 30 

Sorbus commixta C1.5m) 
625 3 

Abies sachalinensis CO.3m) CO.3m) CO.2m) 
III + + + 

Rhododendron brachycaゆum 2 + 2 3 2 V 1.500 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--靖司p・・・・・ーーーーーー世司ーーーーーーーー・ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー，司・ー-------岨ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--司司・ー--------------------曲ーーーーーーーー

Vaccinium ovalifolium var. 
+ + 1 + V 166 conaceum 

Ledumμlustre var. yesoense 1 十 11 83 

Ilex rugosa + + 11 

Vaccinium vitis-idaea + 

品sasenanensis 4 4 3 1 1 3 V 3，500 

Cornus canadensis + 2 2 V 750 

CX28， 1972) 

iv) オンコ林

阿寒国立公圏内のオンコ林については，館脇8)が屈斜路湖畔の美幌峠への国道沿いで調査

し報告している。ここには，川湯アトサヌプリ周辺で見出した群落について記述する。

CIII-r) 帯状区 (40X5)m2 オンコーオシダ・シラネワラビ基群集

本帯状区は，マクワンチサップ山 (574.3m)とサワンチサップ山 (521m)の山間の低地，

マクワンチサップ山の北西山麓，高距 250mの地点にあり (Fig.6，357頁)，川湯風景林地区に

属している。

本帯状区付近は混交林で，針葉樹としてはエゾマツやトドマツを散生しており，その大な

るものは樹高 26m，胸高直径 46cm，広葉樹としてはシウリ(樹高 15m，胸高直径 20cm)， 

オヒョウ 05m， 28 cm)，ハリギリ 05m， 20 cm)などであった。

本帯状区においては，第 1 層 03~16m) にはオンコの外にオヒョウ，シウリ，ハリギリ，

ミズキが散生している。また，帯状区の末端にあるオンコは，樹高 16m，胸高直径 76cmでこ

の付近としては特別の巨木である。オンコは主として第 2 層 (4~9m) に優占する。

林床にはオシダとシラネワラビが多く，ササ類を生じていないのが本群落の特徴であり，オ
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ンコーオシダ・シラネワラビという群落相は，他地点での群落相と同じであることは興味深い

ことである。オシダ，シラネワラビの外に羊歯類としてはホソパノトウゲシバ，ミヤマワラビ，

エゾフユノハナワラビ，ヤマドリゼンマイがあり，草本類としてはゴンゲンスゲ，フッキソウ

が多く，コミヤマカタバミ，ナガジラミ，ツバメオモト，オオハナウド， ミヤマスミレ，オク

クルマムグラ，マルパチャルメルソウ，エゾイラクサなどが生じていた。蔓茎類としてはツル

アジサイ，濯木類としてはエゾニワトコ， ノリウツギがあり，またアオ夕、、モ， ミズナラ，エゾ

マツの稚樹も見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.48，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table106， 107， 108となる。

Fig. 48. [I1I-rJbelt-transect in the forest of Tt似 uscuspidata (Taxus 

cuspidata-Dryoρte市 crassirhizoma• D. austriaca soc.) 

Table 106. Number of trees in each height grade in the [I1I-rJ belt-transect 

Height (m) 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 14 15 
Total 

Species 3 4 5 6 7 8 9 10 11 13 14 15 16 

T似 usαゅid包ta 2 3 11 4 4 1 1 . . 1 27 

Prunus ssiori (P) . . . . 1 . 1 . 2 

Kaloμnax pictus (K) . . . . . . . . . . 1 . 1 

Cornus controversa (Cc) . . . . . . . 1 . 1 

ηil勿 ja，ρonica(T) . . . . . . . 1 . . . . I 

Ulmus lacin必ta(Ul) . . . . . 1 2 . . . . 3 

Acanthopanax sciadophylloides (As) . . . . . . . 1 . . . . . 1 

Phsdaclohdaeltn-ndeFno沼nea(Pmau) yensevar. . . . 1 . . . . . . 1 

Total 2 3 11 5 4 1 2 3 1 1 1 2 1 37 



第2号第 43巻北海道大学農学部演習林研究報告426 

Number of trees in each diameter grade in the (III-r) be!t-transect 
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Table 107. 

1 

1 

Table 108. Cover degree and frequency of the p!ants in the (III-r) be1t-transect 

Distance Cm) 0 5 10 15 20 25 30 35 
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CXI7. 1973) 
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4. 針広混交林

針広混交林は，北海道においてその分布面積も広く，樹種の組合せも複雑である。針広混

交林は，群落学上研究至難の課題といわれるが，その理由のーっとして原生的な広葉樹林の解

析がきわめて少ないことが上げられる。しかし，現在では山麓の広葉樹林，混交林の殆どが施

業対象となっており，特定の樹種が択伐されてきているため，群落学研究のフィールドを求め

ることはきわめて困難である。本地域においても，混交林研究の好適なフィールドを見出すこ

とはできなかったが，阿寒湖四島のうち，チュウルイモシリ (PlateXVI Photo 33) ，ヤイタイ

モシリで調査したトドマツ・シナノキ林について記述する。

(II-iJ 帯状区 (40X5)m2 トドマツ・シナノキ林

チュウルイモシリの森林は，トドマツがやや多い混交林で樹高 24~27m のトドマツ，シナ

ノキ，ハリギリなどが，林冠上層を形成している。また，林下にはノリウツギ，オガラパナ，

ヒロハツリパナ，エゾニワトコなどの潅木が生じ，林床にはツバメオモト，フッキソウ，マイ

ツツレソウ，スゲ類などの草本類，オシダ，シラネワラビなどの羊歯類，蔓茎類としてはミヤマ

マタタビ，ツタウルシなどが見られる。

本帯状区は，島の中央部，高距 420mの地点にある (Fig.15， 365頁:Plate XVI Photo 

34)。帯状区はトドマツ，シナノキの大径木が揃った所に設定した。

本林の林冠上層は，樹高 22~27m，胸高直径 42~92cm のトドマツ，シナノキ，ハリギリ

からなり，第 2層以下にはトドマツの外オンコ，エゾマツ，クロビイタヤを混生する混交林で

ある。なお，帯状区内のシナノキは，胸高直径 92cmの巨木である。また，本島にはマリモ観

察のための施設が作られており，本帯状区はこのための歩道に沿って設定したため林床は撹乱

をうけており，林床植物についての調査は行わなかった。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.49，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表を示せば Table109， 110となる。

Table 1ω. Number of trees in each height grade in the (lI-iJ belt-tran銃犯t

Height (m) 6 8 11 13 16 17 18 19 21 23 25 26 
Total 

Species 7 9 12 14 17 18 19 20 22 24 26 27 

A lJies sachalinensis 1 1 1 1 2 l 7 

Kaloμna.x pictus (K) 1 1 2 

ηlia japonica (T) . (1) . 1+(1) 

Tω別国 αtsが'data(Tc) 1 2 

月'ceajezoensis 町) I 1 

Acer miyabei (Ami) 1 

Total 1 1 1 (1) 2 1 2 1 1 2 l 1 14+(1) 
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Table 110. Number of trees in each diameter grade in the (II-i) be!t-tran鈴 ct

Brest-height diameter 6 14 22 28 30 34 36 40 42 44 52 

Sgecies 

Ab必ssachalinensis 

Kaloμnax pictus 

Tili必 japonica

TaxJ俗 α時的勿

h・ceajezoensis 

Acer miyabei 

Tota! 

(cm) 
8 16 24 30 32 36 38 42 44 46 54 

1 1 1 1 1 1 1 

1 

(1) . 
1 

1 

1 1 1 1 (1) 1 1 2 1 1 2 

Fig. 49. (II-i)be!t-transect in the forest of Ab前 sachalinensis・
Tilia japonica 

(II-j) 帯状区 (30X5)m2 シナノキ・トドマツートクサ基群集

70 90 
Tota! 

72 92 

7 

2 

1 1+(1) 

2 

1 

1 

1 14+(1) 

本帯状区は，ヤイタイモシリの中央部，高距約 420mの地点にある (Fig.15， 365頁:Plate 

XVII Photo 35)。本島は面積も極端に狭く，島の位置からみて強L、常風をうけているのか，森

林は Fig.50に示すごとく，中央部の樹高が高く周囲が低い「かまぼこ型」を呈している。

本林の林冠上層は，樹高 15~23m，胸高直径 20~78cm のシナノキ，トドマツに僅かのエ

ゾイタヤ，ナナカマドによって形成されており，第2層以下にはこれらの樹種の外オンコ，エ

ゾ、マツ，ケヤマハンノキ， ミヤマザクラ，オガラパナなどを生ずる混交林である。シナノキに

は，胸高直径 46~78cm の大径木が多く，樹高も 20~23m で最も高い。以前には，林床にトド

マツの稚樹を伴ったシナノキ林として存在したものであろう。約 50年前の 1926年に本島の植
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生景観を記述した館脇7)の論文によると，当時の森林は「シナノキが多く，ハノレニレ，イタヤ，

ハリギリ，ヤチダモなどからなる広葉樹林で，少数のトドマツ， 2， 3のオンコが混生していた」

としている。

本林の林床にはトクサが優占し，撞木類としてはヒロハツリパナ， トガスグリが多く，オ

ガラパナ，エゾスグリも見られた。羊歯類としてはトクサの外オシダ，シラネワラビが多く，

草本類としてはフッキソウ，アカミノルイヨウショウマ， ミミコウモリなどが生じていた。高

木類の稚樹としては樹高 0.4-1mのオンコが多いほか，トドマツ，エゾマツ，ナナカマドの稚

樹も見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.50，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table111， 112， 113となる。

Species 

Fig. 50. (II-jJbelt-transect in the forest ofηlia japonica (η均

japonica-Abies sachalinensis -Equisetum hymaleωc.) 

Table 111. Number of trees in each height grade in the CII-j) be!t transect 

Height (m) 3 4 5 6 7 8 9 11 13 14 15 16 17 18 19 21 22 

4 5 6 7 8 9 10 12 14 15 16 17 18 19 20 22 23 
Tota! 

ηiliおjatonica(T) cl) (1) 1 1 . l . 1 6+(2) 

Ab必ssachalinensis 4 1 4 2 . I l 1 1 17 

Acer mono (Am) 1 . 2 

Sorbus commixta (S) cl) cl) 1 2+(2) 

ToxusαlSti泌ta(Tc) I . . 1 2 

Alnus hirsuta (Ah) 

丹u，錨6 拠 n脚 WIcZli(Pm) 1 1 3 

Acer ukurunduense (Au) 2 

Picea jezoensis (町) I 1 

Tota! 5 3 1 7 4+(1) (1) 1 3 2+(1) (1) 1 2 2 2 1 l 1 36+(4) 
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N山nberof trees in each diameter grade in the [II-jJ belt-tran犯ctTable 112. 
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Breast-height diameter (cm) 4 

6 
Tota! 

ηlia japo枕a

A肱S卿 halinensis

Acer mono 

Sorbus commなお

Tax泌 αゆ'do.ta

Alnus hirsuta 

丹抑usn即 i脚 wiαii
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Cover degree and fr.伺 uencyof the plants in the [II-jJ belt-tran記 ctTable 113. 
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Distance (m) 
c. V. Freq. 

Species 

IV 
(0.4m) 
+ 

CO.6m) (0.6m) Cl.om) 
+ + + 

CO.6m) 
+ 

Ta附 α15.ρ幼お

III 
C1.2m) 
+ 

(0.7m) 
+ Abies sachalinensis 

11 
(1.2m) 
+ 

CO.4m) 
+ Picea jezoensis 

(1.5m) 
+ 

Euonymus macrottera + + + + +・ V

Acer ukurunduense ・・+・ I

RilJE沼 sachalinensis + + +・+ + v 
Ribes latifolium ・・+

So~伽s commixta 

I

I

I

 
-
I
 

I

I

-

+ 

+ 
+ 

+ +
+
+
+
+
 

Pachysandra te~inalis 

Actaω 的 I/hroca桝

Cacal必 auriculatavar.ぉmlschatica

T抑留llapo砂'hylla

白 rexsp. 

Vi/;ゐ coigne均e

7.917 

167 

v

v

m

I

I

 

5 

+ 
5
+
+
 

5
+
+
 

5 

+ 
4 

1 
4
1
+
+
 

Equisetum hyemale 

品切司b加古 crassirhizo仰

Dりゅ初会 aust巾 ca

Bot明 hiumrobustum 

Polypodium fauriei + 

(IX 21. 1975) 
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5. 広葉樹林

阿寒国立公園地域でも，山麓の広葉樹林で面積的まとまりのある原生的森林は，すでに求

めることはできない。ここには，小面積ではあるがシナノキ， ミズナラ，カツラ，ハノレニレ，

ヤチダモ，ケヤマハンノキ，シラカンパの各林について調査結果を記述する。

1) シナノキ林

(II-kJ 帯状区 (30X5)m2 シナノキートドマツーフッキソウ基群集

本帯状区は，阿寒湖ポンモシリの北側，高距 420mの地点にある (Fig.15， 365頁:Plate 

XVII Photo 36)。

本林は，樹高 21~24m，胸高直径 42~74cm のシナノキが林冠上層を形成し，第 2 層

(7~14 m)以下にはトドマツが優占し，オヒョウ，エゾイタヤ，オンコを交え，その下層には

オンコが生じている。景観的にはシナノキ林であるが，今後トドマツの生長に伴い，シナノキ・

トドマツ林へと遷移するものと考えられる。林床にはフッキソウが比較的多く，潅木類として

はトガスグリ，エゾウコギ，蔓茎類としてはミヤママタタピなどがあった。草本類としてはマ

イヅルソウ，ツバメオモト，クルマパソウ，エンレイソウが多く， ミヤマタニタデ，コガネギ

ク，スゲ類があり，羊歯類としてはオシダが多かった。また，高木類の稚樹としては樹高 O.l~

O.8mのシウリ，ナナカマド，オンコが多く， ミズナラ， トドマツ，ハリギリの稚樹も見られ

Tこ。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.51，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table114， 115， 116となる。

Fig. 51. (II-kJbe1t-tmansect in the forest of Til必japonica
(Tilia japonica-At同協 sachalinensis-Pach邦andra
ten帽inalissoc.) 



Table 114. Number of trees in each height grade in出eCIl-kJ belt-transect 

Height Cm) 2 3 4 6 7 8 9 12 13 21 22 23 

34  5 7 8 9 W " U ~ ~ u 
2+(1)・ 1+(1)・・・・ 2 2 

1 ・・・ 2 ・・・
2 ・ 1

1 ・

2 3 2+(1) 1 2+(1) 1 3 2 
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Tota! 

8+(2) 

6 
5 

21 +(2) 

Species 

ηlia japonica 
A肱Sぽ 'halinensぬCA)
Tax副ISa砂幼fsCTc) 
Ulmω ゐαiniafsCUl) 
Acer脚 noCAm) 

Tota! 

Tota! 

8+(2) 

6 
5 
1 
1 

21 +(2) 

T'able 115. Number of trees in each diameter grade in the [1I-kJ be!t-trar闘 ct

Breast-height dia町時terCcm) 4 6 8 12 14 20 22 26 40 44 50 58 72 
、

68  10 14 16 22 24 28 42 46 5ヨ 60 74 

2 (1) 1+(1)・・・・・
・ 1

3 ・・ 1
1 ・

1 ・
52+(0 2+(0 2 2 1 

S関cies

ηlia ja，μnica 
A肱ssachalinensis 
Tωusc泌鈎おお
Ulm副ISlaciniafs 
Acer mono 

Tota! 

Cover degree and fr，問uencyof the p!ants in the CII-kJ belt-tran鈴 ct

o 5 W lli W ~ 

5 1o 15 20 25 30 

CO.3m) CO.3m) CO.4m) CO.8m) CO.4m) 
+ + + + + 

CO.4m) CO.3m) CO.lm) CO.3m) 
+ + + + 

CO.lm) 
+ 

c. V. Freq. Distance Cm) 

Table 116. 

Species 

V Prunus ssiori 

CO.lm) 
+ 

CO.2m) CO.2m) 
+ + 

kal，柳 nax〆c加 ・ ・・ CO・3m〉

Acant，加μnaxsent:的 sus ・・+・+・ 11
Acer u伽runduense ・+・・・・ I

R'ibes sachalinensis + ・・・+ + III 

Actinidi勿 kolomikta + + +・ m
Vitお ω信仰tiae ・ + ・ ・ ・ I 
Hrydra噌 'eaμtiola地 ・ ・・・+・ I

Pachysandra terminalis 1 2 2 + 2 1 V 

Maianthemum dilatatum + + +・+ + V 
Clin初n必 ~ensis + ・・+ + + IV 
Asμrula odorata + ・+ +・ III
Trillium smallii ・・+ + + III 
Carex sp. ・+ +・・・ 11
Solidago virga-aurea var. leiocarpa ・・+ +・・ 11
Circaea alpina ・ ・・・+ + 11 
Ru加 ρSet的一japonicω + ・
Actaea asiatica ・+・
Lilium me幼ゅloides ・ + ・ ・ ・ ・ I 

Dryot伽台。包ssi幼izoma 1 + + 1 1 V 
Byo少台市 aωtr即a ・ + ・

αX 22， 1975) 

IV Sorbus commixta 

凹
CO.6m) CO.4m) 
+ + Taxus叫 spidata

11 CO.2m) 
+ Quercus m01世golicavar. grosseserrata 

1，042 

333 

11 Abies sachalinensis 
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シナノキーオシダ基群集

本帯状区は，阿寒湖オンキモシリの北西部，高距 430mの地点にある (Fig.15，

本林の上層は樹高 24~34m，胸高直径 50~90cm のシナノキに 1 本のトドマツを混生し，

エゾイタヤが見られ， 10m以下の層

365頁)。

帯状区 (50X5)m2 (11-1) 

オヒョウ，第 2 層C13~22 m)にはシナノキの外シウリ，

ハウチワカエデを生ずる。オンコ，tこ ~ì トドマツ，

3 

(IIーI]belt-transectin the forest of Tilia ja.ρonz・'ca(Tilia japonica-Dryop加お

crassirhizoma soc.) 

Tota! 

9+(3) 
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2 25+(6) 
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Fig. 52. 

T'able 117. Number of trees in each height grade in the (II-IJ belt-tran託ct
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T'able 119. co刊 rdegree and frequency of the p1ants in the [11-1) belt-transect 

問説anceCm) 0 5 10 15 20 25 30 お 40 45 

5ro  ~ w ~ 30 ~ ~ 45 ~ 

CO.6m)α.5m) CO.8m) COAm) CO.6m) Cl.Om) Cl.Om) CO.8m) CO.8m) 
+ + + + + + + + + 

CO.3m) O.5m) CO.5m) 
+ + ー+

Species 

Prunus ssiori V 

CO.6m) 
+ 

CO.4m) 
+ 

A制幼otanaxsenticosus ・ ・ + ・ + + + ・ ・ II 
Rhoω'end伽 brachyca柳欄 + ・
R伽 sachali舵制 ・・・+ + + +・+ m 
R品加 lat似必m ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ + + + II 
Ilex判明 + ・
R加 am均m

&錨 ato初岱お

Pac~問調dra term必nlis
Carex sp. 
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A駒rula000醐
白caliaauriculata var. 
h脚色応脳間

Clinωnia ud，切sお
Carex sp. 
Lゆ01抑 制'biμ官

白caliahastata var.仰ientalis
1iarella to砂防'lla
ηdぬms脚 llii

セZLゆ 附C伽 var.

O岬伽お crassi，量的側

か抑制側拘m

命制的側伽

L物 Iobscurum form 

L抑卯ぬ1mserr抑 mv訂.

U押宮脇m

II 

CO.6m) 
+ 

Tax総岬油ta

Tilia jato1lIca 
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林床にはオシダが比較的多く，濯木類としてはトガスグリ，エゾスグリ，エゾウコギ，蔓

茎類としてはツタウルシ，ササ類としては稗高 0.3mのエゾミヤコザサが生じていた。草本類

としてはフッキソウ，スゲ類，マイヅルソウ，クルマパソウ， ミミコウモリ，ツパメオモトが

多いほかスゲ類， ヨブスマソウ，ムカゴイラクサなども見られ，羊歯類としてはシラネワラビ

が多く生じていた。また，高木類の稚樹としては樹高 0.4~ 1. 5 mのシウリが多く，オンコ，オ

ヒョウ，シナノキの稚樹も見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.52，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床縞物一覧表を示せばTable117， 118， 119となる。

2) ミズナラ林

(II-mJ 帯状区 (50X5)m2 ミズナラークマイザサ基群集

本帯状区は，ピリカネップの北東約 2km，阿寒川の湾曲した緩い扇状地形の河畔より約 40

m高い，高距380mの地点にある (Fig.53 : Plate XVIII Photo 37)。

本帯状区の上層は樹高 15~22m，胸高直径 30~50cm のミズナラに占められ，下層にはオ

ヒョウ，エゾイタヤ，ハシドイが生じている。

雄阿寒岳・阿寒湖地区 (II- ) 

Fig. 53. Oakan--onsen 
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林床にはササ類が優勢で，クマイザサが多く若干のエゾミヤコザサを混生している。濯木

類としてはカラフトイバラ，ツリバナ，蔓茎類としてはミヤママタタビ，ヤマブドウ，チョウ

センゴミシを生じていた。草本類としてはアカンカサスゲ，アキカラマツ，ヒメゴヨウイチゴ，

スズラン，オオアマドコロ，ヒエスゲ，エゾアザミなどがあり，羊歯類としてはオシダ，ヤマ

ドリゼンマイ， ワラビ，シラネワラビを生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.54，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table120， 121， 122となる。

Species 

Fig. 54. C II -m)belt-transect in t恥 forestof QuenαlS m01司golicavar. grosseserrata 
CQuercω mo噌 'o/icavar. grosseserrata一品sasenanensis s侃〉

Table 120. Number of trees in each height grade in the [II-m) belt-transect 

Height Cm) 3 4 5 6 10 11 15 16 17 19 20 21 

4 5 6 7 11 12 16 17 18 20 21 22 
Total 

0g46m陀susstsomvOa噌hzolira var. 1 3 2 1 1 1 2 1 1 4+ (I) 10 27+ (I) 

Ulmus lacin必taCUl) 2 1 3 

Acer mono CAm) 1 1 2 

Syringa reticulata CSr) 1 1 

Total 1 3 4 2 3 1 1 2 1 1 4+ (I) 10 33+ (I) 
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sasa ataiensお

ca附 drymot，品ilavar. 
abb明四iata

Thalictrum minus 

Rubus tseudo-jatonicus 

Co仰vallaria舵おkei
Polygonatum odoratum var. 
maxlmounczlI 

白rex10昭~rost初旬

α?宮iumka削除haticu澗

Trillium kamtschaticu湖

Smiladna jaμnica 
α切idfugqsim.μ'ex var. 
戸~aenstS

Lilium medeolo耐

及活modium償問phyllum

Viola selki幼iivar. variegata 

Trientalis euroμω 

Aconitum邦ωense
Solid，伊 virga-au間 var.
hi仰刷

かう四帥帰 crassirhizo側

伐mundaωiat問

印刷'iumaguilinum var. latius・

culum 

かyoμE焔 a活tstriaca + 
(VII 19， 1971) 

+ 
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CIII-nJ 帯状区 (30X5)m2 ミズナラーエゾミヤコザサ基群集

本帯状区は，川湯市街の南 500m，アトサヌプリへ通ずる道道沿い，高距 150mの地点に

ある(Fig.6，357頁〉。帯状区付近のミズナラ林は，アトサヌプリから北へ展開するハイマツーエ

ゾイソツツジ群落の北側に成立する森林であるが，その面積は大きいものではない。

本林は樹高 5~15m，胸高直径 6~34cm のミズナラからなり，僅かにシラカンパ，イヌエ

ンジュを各 1本ずつ混生する。林下にはイヌエンジュとシラカンパの稚樹を僅かに生じ，濯木

類としてはノリウツギ，エゾイソツツジが見られた。林床には稗高 O.5mのエゾミヤコザサが

優占し，草本類としてはススキ，羊歯類としてはニッコウシダ，ヤマドリゼンマイが生じてい

Tこ。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.55，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table123， 124， 125となる。

Fig. 55. [III-n)belt-transect in the forest of 

Quercus mongolica var. grosseserrata 

(Quercus mongolica var. grossωerrata一品5a
a如iensisωc.)

Table 123. Number of trees in each height grade in the [III-n) belt-tran鉛 ct

Height (m) 3 5 6 7 9 10 11 12 13 

Species 4 6 7 8 10 11 12 13 14 

OgUyYωC総sese脚wu，gol仰 var. . 1+(1) (1) l 1 +(2) 1+ (1) 3+(1) 2 

E最A初ap』aonpkha砂(Bhy)lhvar. 

Maac.拘 a脚 捌sisvar. 
ゐtergeri(M) 

Total 1 1+ (1) 1 +(1) 1 1+(2) 1+(1) 3+(1) 2 

14 
Total 

15 

1 11+(6) 

1 13+(6) 



阿寒国立公園の森林植生 (五十嵐) 439 

T'able 124. Number of trees in each diameter grade in the [III-n) be!t-tran記 ct

Breast-height diaIl}t!te! 4 8 10 12 14 20 22 24 26 32 
Spec・ Ccm) -; -\~ i- Tota! 
~ 6 W U U M ~ U H ~ ~ 

Querc悩仰向gol知市.
gr，侭 seserrata

Betula pla初場Iyllavar. 
japo明間

Maac，胎 am抑制 var. 
buergeri 

Tota! 

1 +(0 1 +(2) 1 +(2) 1 +(0 2 11 +(6) 

2+(0 1+(2) 1+(2) 2+(1) 2 13+(6) 

Table 125. Cover degree and frequency of the p!ants in the [III-n) belt-transect 

Distance Cm) 0 5 10 15 20 25 

SpeCI邸 5 10 15 2泡 25 30 

Maack必 amurensisvar. buergeri 

htula plaゆ'hyllavar. japonica 

Hydra噌 -eaμniculata

CO.7m) 
+ 

CO.8m) 
+ 

+ 

CO.5m) 
+ 

+ 

Ledumμlustre var.戸soense ・・・・+

品saaρoiensis 5 4 5 4 4 5 

Miscanthus sinensis + + 

Lastrea jatonica + + 1 2 2 1 

Osmunda asiatica + 2 + + + + 

3) カツラ 林

(III-oJ 帯状区 (60X5)m2 カツラークマイザサ基群集

F. C.V. 

11 

11 

V 7，5∞ 
11 

V 750 

v 292 

(IX 25， 1975) 

本帯状区は，屈斜路湖南岸の和琴半島の東部，三角点 (216m)の東約250m，高距 170m

の地点にある (Fig.38，405頁:Plate XVIII Photo 38)。

本帯状区の上層は，樹高 17~27m，胸高直径 24~92cm のカツラによって占められ，僅か

に1本のハリギリを混生する。下層にはエゾイタヤ， トドマツ，オンコ，アオダモ，ザワシパ，

ヤマモミジ，オヒョウなどが生じていた。林床には稗高1.3mのクマイザサが優占し，撞木類

としてはエゾウコギ， トカチスグリ，蔓茎類としてはツルアジサイが生じていた。草本類とし

てはフッキソウ，クルマパソウが多く， ヨブスマソウ，オオブキ，ムカゴイラクサ，エゾショ

ウマ， ツルリンドウも見られ，オシダ，シラネワラビなど羊歯類も生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.56，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せばTable126， 127， 128となる。
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Fig. 56. (III-oJbelt-transect in the forest of Cercidiphyllum jaμnicum C Cercidi砂めIllumja，ρoni，ωm一品sa

sena四 nsisωc.)

T'able 126. Number of tre四 ineach height grade in the (III-oJ belt-transect 

Height (m) 8 9 11 12 13 14 15 17 18 20 21 22 23 24 25 26 
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ Total 

6 9 10 12 13 14 日 16 18 19 21 22 23 24 25 お 27Speci回

向 'cid似'yllumja，仰 11四 m

Kalo卯 制xpict，描 (K)

Aar m卿(畑)

A蜘 sachali:即間 (A)

T出師側ゆ白lata(T) 

丹切削 kznugin雌(Fl)

Carpi間四油抱 (C)
Acer pal"岨伽mvar目

制 御欄間(A)

U伽附加.明白ta(日)

島制抑輔糊口百世伽 (E)

Total 

)
 

2
 

(
 

)
 

ー(
 

• 
)
 

。，“(
 

)
 

。，zu(
 

(1) 1+(1)・(1)1 (1) 1+ (1) (1) 1 +(2) (2) 2+ (1) 2 1 9+(18) 

1 

1 

2 

1 

4 

1 

2 

2 

1 

1 23+(18) 2 4+(2) 1+(2) 1 (1) 1 +(2) 1+(1) 3+ (1) 1 (1) 1 (1) 1+ (1) (1) 1 +(2) (2) 3+(1) 2 
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Table 127. Number of trees in each diameter grade in the [lII-o) belt-transect 

S問 ies

Breast-height 
diameter (cm) 

10 12 14 16 18 22 24 28 30 38 42 “48招 58ωmηωM90 
¥. .¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥¥¥ ¥ Total 

10 12 14 16 18加 24 26 却沼紛 44 46切 5460 62 “74 82 86 92 

αrcidiphyllum ja，仰iicum ・c!) (]) (4) 1+ (]) (1) (1)・(1)1+ (1) (1) 1 (1) 1+ (]) (1) (]) c!)・(]) 2 1 1 1・ 9+(18)

Kalotan邸がct出
1

1

2

1

4

1

2

I

l

 

l

-

-

-

-

-

-

-

-

Acer mono 

Abi回担chali舵附白

T出師側:pidaliz

Fn却 in師 /anゅ.削瑚

caゅin師 cordata

1 • 

Acer tal:制Iizvar， 制tsunurae・ 2

Ulm師 /acinializ ・ 1

E:Uo叩勿哨棚crop，ωa

Total 

1 ・

2 4+(1) 1+(1) 2+(4) 2+(1) (]) (]) 1(]) 1+(]) (1) 1 (]) 2+(1) (lJ ([) (1) 1 (lJ 2 1 1 1 1 23+(18) 

Table 128. Cover degree and frequency of the plants in the [III-o) belt-transect 

日stanceCm) 。5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 
F. c. V. 

Species 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 

Acer mono CO.5m) (0.7m) (0.7m) (0.5m) 
II + + + + 

Acerμ111ωtum var (0.3m) . (0.4m) 
9四時umurae + + 

Ulmus lacin必ta (O.lm) 
+ 

Fnωinus lanuginosa (0.2m) 
+ 

Aωnthopanox se似たosus 十 + 
Ribe宮 triste + 

Hydrangea t昭tお加古 + + + 1 + 111 125 

おsasenanensゐ 5 5 4 4 4 4 2 3 3 V 5.917 

Pac，めISl1ndraterminalis + + + . + 1 + V 208 

Ast昭rulaodorata + + 十 + + + + + + V 83 

白'caliahastata var. . + . + + + II 。均仰lis

Peg郎4gia彪舟sdEjZ6 aμnicus var. + . + 

La抑制 bu刷伽 + + 

Ci3mmiboヌen4sEzas simp如 var. + + 

TdfapFuomnt柳cummum + 

かyopた焔 arassirhizo仰 + + + + 2 l . + V 313 

かyopte，お a俗 t地ca + 

(X 16. 1973) 
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口I-n) 帯状区 (50X5)m2 カツラ・シナノキースゲ類基群集

本帯状区は，阿寒湖オンキモシリの中央部，高距約440mの地点にある(Fig.15， 365頁〉。

本帯状区の上層は，樹高 25~28m，胸高直径 58~82cm のカツラとシナノキによって占め

られ，下層にはオヒョウ，シウリ，エゾイタヤの外， トドマツとエゾマツ各1本を混生する。

カツラ，シナノキともに個体数は3本ずつであるが，それぞれ根元から幹を分岐しており，分

Fig. 57. (II-n)belt-transect in the forest of Cecidiphyllum japonicum・ηliaja.ρonica 

T'able 129. Number of trees in each height grade in the (II-n) belt-transect 

Height (m) 4 5 6 7 9 10 13 14 16 17 18 19 22 23 24 25 27 
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ Total 

5 6 7 8 ro II U ffi IT U W a ~ u ~ ~ a SjlE沈ies

α陀MめめUumjat開制m(Cc) 

ηlia japo明白 (T)

Ulmus laciniafa (UI) 

Pntnωssiori (P) 

Abies 51ぉ曲alinensお(A)

Acer mono (Am) 

mmμ抑間(町)

Total 

(1)・(1)(1)(1)・ 2+C1) 1 3+C 8) 

(1) (1)・・・ 1 3+C 4) 

1 ・・・・・ ・ ・ 2+C1) 

3 

1 

1 

1 

2 1 +C1) 1+ (1) (1) 1 (1) (1) (1) 1 2+(2) cl) cl) (1) (1) 1 3+ (1) 2 14+ (13) 

、，J1
 

(
 

(1)・・・(1)(1)

(1)・

(1)・
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Table 130. Number of trees in each diameter grade in the (II-n) belt-tran総 ct

B時ast-heigh占diameterCcm) 4 6 8 14 18 22 26 28 34 36 38 42 56 58 --66 80 

5関cies 6 8 10 16 20 24 28 30 36 38 4ゆ 44 58ω68 82 
Tota! 

αrcid:か句Uumjapo明iCl棚 (1) ・ (1) (1) (1) (1)・(1)・ ・(1)C1)・ ・ 2 1 3+ ( 8) 

Tiliaj担μn必11 (2) ・ ・ ・ ・ ・・・(1)C1)・・・ 1 3+C 4) 
Ulmus laciniata (1) ・ ・ 1 ・・・・・・・・・・・ 2+C1) 

丹unusssiori 2 ・ 1 ・ ・ ・・・・・・・・・・・ 3 

Abies sachalinensお ・・・・・・ 1 ・・・・・・・・・ 1

Acer附 m ・ ・ ・ ・ 1 ・・・・・・・・・・・ l 
m'cea jezoensお 1 ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・ 1 

Total 4+ (3) (1) 1+ (1) (1) 2+C0 (1) 1 (1) (1) (1) (1) (1) 1 2 2 14+ (日)

Table 131. Cover degree and frequency of出eplants in the (II-n) belt-tran民 ct

Distance Cm) 0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 
F陀q. C.V. 

S関cies

Prunus ssiori 

F切 jezω問

Acer mo帽O

万l白japonica

Ulmus laci間iata

Abies sachaline郷台

5ro ~ a ~ a ~ ~ ~ ~ 

C1.5m) C1.8m) 
+ 

CO.8m) C1.0m) 
+ + 

CO.3m) 
+ 

C0.4m) 
+ 

C1.0m) 
+ 

CO.6m) 
+ 

C1.2m) 
1 

C1.0m) 
+ 

CO.5m) 
+ 11 

Aca励。仰附 senticosus + ・ ・ ・+ 2 ・ ・ ・ ・ H
Acer ukurundue脚 ・ ・・・・・・・+・ I

Ri，加 sachal抑制 + + + + + + ・ ・ + 1V 
Ribes latifolium + ・・・・+ + +・+皿
防総 ω伊e伽 ・ ・・・・+・・ 11
Rhus ambiglω +・+ + + + +・・・ 11
Schizoth時四刷m眼。ides ・ ・ ・ ・ + ・ + + ・ + 11 
Acti揖idiakolomikta + ・・・・・・+・+ 11 
Eichisandra chine河Sお ・・・・・・・・+ + 
&sa apoiensお+2 ・+ V 

Carex sp. 3 3 3 3 2 2 V 
Pach知 ndraterminalis 2 2 3 2 + 3 V 
U抑陶 bulb幼ra + + + + + ・ + + + V 
Aギ棺rulaodorata + + + + + ・ + + + + V 
Maianthemum dila信仰 ・+・+ + ・ ・ ・ ・ + 11 
Imtatiens noli-tangere ・・+・・・・+・+ II 
Carex sp. ・・+・・・・・+・ I
Liliumω，ぬtavar. glehnii ・・・+・・+・・・ I

C協線制財団 ・・・・・・+ +・・ I

伽 lお制御lla ・ ・ ・ + + ・ I 
Acon伽mg郁+

日lliums附 llii + 
Circa，ωalpina ・・・・+・
Aconii加m邦soe脚 ・ ・・・・・・+・・ I

Cafq!.Í!l...!I!l..7f:~胸 var. ・・・・・・・・・+kamtsl加 tica
heonia 000明白

。拘þte7台。簡j~肱0叩 2 + 22  + + 32  V 
h加tたhumtntteron + + + +・・・・・ 11
Adiantumμdatum ・・・・・・・+

175 

50 

175 

225 

475 

2，375 
1，475 

50 

1，175 

(IX 23， 1975) 
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岐した幹の本数はカツラ 8本，シナノキ 4本である。

林床にはスゲ類が多く，また濯木類としてはエゾウコギ，ドガスグリ，エゾスグリが多く，

蔓韮類としてはヤマブドウ，ツタウルシ，イワガラミ， ミヤママタタピなどが見られる。草本

類としては，スゲ類についでフッキソウが多く，ムカゴイラクサ， クルマパソウ，マイヅノレソ

ウ，キツリフネが見られた。羊歯類としてはオシダが多く，ジュウモンジシ夕、、，クジャクシダ

も生じていた。高木類の稚樹としては樹高1.2~1. 8m のシウリ，エゾマツが多く，エゾイタヤ，

シナノキ，オヒョウ， トドマツの稚樹も見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.57，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せばTable129， 130， 131となる。

4) ハルニレ林

(III-pJ 帯状区 (30X5)m2 ハルニレーエゾイタヤーフッキソウ基群集

本帯状区は，アトサヌプリの北東 1.6km，国鉄川湯駅の北西 0.8km，国道と湯川の聞の

平坦地に成立した広葉樹林内，高距 160mの地点にある (Fig.6，357頁)。

本林の上層は，樹高 18~25m，胸高直径 22~44 cmのハルニレによって占められ，下層に

は樹高 7~15m のエゾイタヤが優占し，シウリ， トドマツ各 l本を混生する 2段林型を呈して

いる。ハルニレの胸高直径は 44cm以下で細く，比較的若い林であろう。林床には，フッキソ

ウが被度 3を示して優勢で，ついでオオバナノエンレイソウ，オオウパユリが多く，その他の

草本類としてはエゾトリカブト，クルマムグラ，キツリフネ， レンプクソウ，ツマトリソウ，

Fig. 58. (III-p)belt-transect in the forest of Ulmus davidia陶 var.

japonica (Ulmus davidiana var. japonica-Acer mono 

-Pachysandra terminalisωc.) 
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Table 132. Number of trees in each height grade in the (IIl-pJ belt-tran記 ct

Height (m) 4 7 8 9 10 11 14 18 22 23 24 
Total 

Species 5 8 9 10 11 12 15 19 23 24 25 

Ulmus davidiana var. japonica (U) 1 1 3 3 1 9 

Acer mono 1 1 3 4 4 1 14 

Prunus ssiori (P) 1 1 

Abies sachalinensis (A) 1 1 

Total 1 1 1 3 4 5 2 1 3 3 1 25 

Table 133. Number of trees in each diameter grade in the (IIl-pJ belt-trar四 cct

Breast-height diameter (m) 4 6 8 10 14 20 26 30 32 34 42 
Total 

Species 6 8 10 12 16 22 28 32 34 36 44 

Ulmus davidiana var. ja，ρonica l l 2 1 2 1 1 9 

Acer mono 3 5 3 3 14 

Prunus ssiori 1 1 

Ab必ssachalinensis 1 1 

Total 4 5 4 3 1 1 2 1 2 1 1 25 

エゾアザミ，オオアマドコロ，サイハイランなどが見られ，羊歯類としてはオシダ， ミヤマワ

ラビが多く，ヤマドリゼンマイ，クサソテツも生じていた。高木類の稚樹としては，樹高1.3~3

mのエゾイタヤ，ハルニレが多く，シウリザクラ，アズキナシ，シナノキも見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.58，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表を示せばTable132， 133となる。

5) ヤチダモ林

(III-qJ 帯状区 C30X5)m2 ヤチダモーエゾイタヤートガスグリ基群集

本帯状区は，川湯市街の北西約 1km，仁伏へ向かう道道沿いの平坦地，高距 130mの地点

にある (Fig.6，357頁)。

本林の上層は，樹高 17~22m，胸高直径 28~34cm のヤチダモおよびハリギリによって占

められ，下層は樹高 6~13m のエゾイタヤが優占し，シウムヤチダモ，ハリギリを各 1 本ず

つ混生する 2段林型を呈している。この林もヤチダモあるいはハリギリの直径が 34cm以下で

細く，若い林であろう。林床には，濯木のトガスグリが被度 3~4 を示して優勢で，草本類とし

てはオオバナノエンレイソウ，オオウパユリが多く，ついでマイヅルソウ，フッキソウ， レン

プクソウ，オオアマドコロ，エゾトリカブトなどが見られた。羊歯類としては，オシダが多く

ミヤマワラビも生じていた。高木類の稚樹としては，樹高 2~3m のシウリザクラが多く，エゾ

イタヤ，ヤマモミジ，カツラも見られた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.59，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表を示せば Table134， 135となる。
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Fig. 59. (I1I-qJbelt-transect in the forest of Fraxinus man必'hurica

var. jatonica (Fraxinus mandshurdca var. japonica-Acer 

mono-Ribes sachalinensis soc.) 

Table 134. Number of trees in each height grade in the (III-qJ belt-trar回 ct

Height (m) 5 6 7 10 11 12 17 20 21 

S開 cies 6 7 8 11 12 13 18 21 22 

Fraxinω mandshurica var. ja，ρonica (F) 1 1 2 

Ka/~仰ox pic，加 (K) 1 2 

Acer mono 1 1 5 1 1 1 

丹unusssiori (P) 1 

Total 1 1 1 6 1 3 3 2 l 

Table 135. Number of trees in each diameter grade in the (II-qJ belt-tran記 ct

Brest-height diameter (cm) 8 10 12 14 16 18 26 28 30 32 

Species 10 12 14 16 18 20 28 30 32 34 

Fraxinus manゐhuricavar. japonica 1 1 1 1 1 

Ka/oμnoxρictus 1 2 

Acer m捌 O 4 2 2 1 

Prunus ssiori 1 

Total 6 2 2 1 1 1 2 I 2 1 

Total 

5 

3 

10 

19 

Total 

5 

3 

10 

1 

19 
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6) ケヤマハンノキ林

[11-0) 帯状区 (40X5)m2 ケヤマハンノキーエゾミヤコザサ基群集

本帯状区は，阿寒湖南岸のボッケの南東約 1.2km，阿寒七曲旧道と国道 271号線の合する

付近の国道北側，高距約 420mの地点にある (Fig.15， 365頁:Plate XIX Photo 39)。

本帯状区のケヤマハンノキは，樹高 13~19m，胸高直径 24~36cm で上層を占め，第 2 層

(5~10 m)にはヤチダモ，オヒョウ，エゾイタヤを生ずる。林床には稗高 0.5mのエゾミヤコ

ザサが優占し，濯木類としてはエゾニワトコ，蔓茎類としてはミヤママタタビが生じていた。

草本類としてはフッキソウ，アキカラマツ，キジカクシ， レンプクソウ，サッポロスゲ，オオ

カサモチ，コガネギク，オオウパュリ，エゾパイケイソウ，ザゼンソウなどが生じ，羊歯類と

してはヤマドリゼンマイ，オシダが生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.60，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table136， 137， 138となる。

Fig. 60. [II-o)belt-transect in the forest of Alnus hirsuta CAlnus 

hirsuta一品saapoiensis soc.) 

Table 136. Number of tr関 sin each height grade in the [11-0) belt-tran銃犯t

Height Cm) 3 5 6 7 9 13 15 16 17 
Total 

Species 4 6 7 8 10 14 16 17 18 

Aluns hi符 uta 1 2 6 3 12 

Fraxinuns manゐhuricavar. japonica (F) l 1 2 5 

Ulmus laciniata CUI) 1 2 

Acer mono CAm) 3 3 

Euonymus macroptera CE) 1 1 

Total 1 5 2 2 1 1 2 6 3 23 
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Number of trees in each diameter grade in the [11-0) belt-transect Table 137. 
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cover degree and frequency of the plants in出直 [11-0)belt-transect 
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白 rexpilosa 

Pleuros;μrmum camおc加ticum

Solidago virga-aunωvar. leiocarpa 

Lilium cordatum var. glehnii 

Veratrum 0.勾M仰 lum
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7) シラカンパ林

CU-pJ 帯状区 (35X5)m2 シラカンパ クマイザサ基群集

本帯状区は，まりも国道(国道 240号)と阿寒横断道路(国道 231号)との交点付近，雄

阿寒温泉の南東約0.5km，高距 400mの地点にある CFig.53， 435頁:Plate XIX Photo 40)。

地形は，尾根の末端部にあたり緩い傾斜地である。

本帯状区の上層は，樹高 16~19m，胸高直径 18~26cm のシラカンバによって占められ，

僅かに2本のヤチダモ， 1本のエゾイタヤが混生する。下層にはオヒョウ，ハリギリ，ミズナラ，

Fig. 61. (II-p)belt-transect in the forest of Betula plaゆhylla
var. japonica (Beωla拘ゆhyllavar. japonica-ぬsa

senanensis soc.) 

Table 139. Number of trees in each height grade in the (II-p) belt-tran記 ct

Height (m) 4 7 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 
Total Species 

5 8 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

hfUa4iLhUonIzhcha b少hyllavar. 1 8 9 1 20 

Fraxinus rnandshurica var. 
1 2 3 japonica (F) 

Acer mono (Am) 1 1 3 

Ulmus lacin勿ta(UI) 1 1 1 3 

Kalo抑naxがc加 (K) 1 1 1 3 

ogesmrcsωstsommo噌sao(fQic〕a var. 1 l 

Phellodendron amurense var. 
1 1 sachalinense (Pa) 

Sal，な hulteniivar. 
1 1 a昭総tifolUl(Sh) 

Total 1 2 1 2 2 2 1 2 1 8 12 1 35 
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Number of trees in each dimeter grade in the (II-pJ belt-tran総 ctTable 140. 
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生林と思われる。

林床には穂高 0.8mのグマイザサが優占し，蔓茎類としてはツタウルシ，

かった。潅木，草本，羊歯類はし、ずれも被度は少ないが，出現頻度の大きいのは草本類ではフッ

マイヅルソウ，羊歯類ではヤマドリゼンマイ，

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.61，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table139，140，141となる。

おそらく山火再

ヤマブドウが多

エゾノヤマネコヤナギを混生する。樹種構成などから見て，ヒロハノキハダ，

オシダなどであった。キソウ，
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(III-sJ 帯状区 (50X5)m2 シラカンパーハイマツ基群集

本帯状区は，アトサヌプリから北へ展開するハイマツーエゾイソツツジ群落の末端部に近

く，マクワンチサップの北東約 1.3km，高距 160mの地点にある (Fig.6，357頁:PlateXX 

Photo 42)。

本帯状区は，ハイマツーエゾイソツツジ群落に侵入したシラカンパ林の 1例である。帯状

区内 (250m勺に， 9本のシラカンパを数えるが Fig.62に見るごとく，林冠を閉鎖するまでに

は至っていなし、。シラカンパの樹高 4~8m，胸高直径 6~12cm であるo また，帯状区の中央

付近にはハイマツを見るが，その樹高 1~3m，根元直径 4~12cm である。

林床は，高さ O.3~O.4 mのエゾイソツツジが優占し，潅木類としてはハイマツ，ノリウツ

ギが生じ，羊歯類としてはニッコウシダが見られた。また，エゾミヤコザサも僅かに生じてお

り， ミズナラ， シラカンパの稚樹も僅かに認められた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すれば Fig.62，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table142，143，144となるo

学作い越7~

4
 

⑧ρ勢料品長
Fig. 62. [III-s)be!t-transect in the forest of Betu/a仰の少'hyl/avar. j.ゅ'onica

(Betula p!.幼少hyl/avar. japonica-Pinus抑milasoc.) 

Table 142. Number of trees in each height grade in the [IlI-s) be!t-tran総 ct

Height (m) 1 2 4 5 6 7 
Tota! 

Species 2 3 5 6 7 8 

Betu/a p/a仰 ，hyl/avar. japonica (B) 2 1 5 1 9 

Pinus仰 mila 4+ (4) 7+(10) 11+(14) 

Tota! 4+(4) 7+(10) 2 1 5 1 20+(14) 
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Table 143. Number of trees in each diameter grade in the (III-s) be1t-tran田ct

Diameter (cm) Basa1 diameter Breast-height diameter 

2 4 6 8 10 4 6 8 10 
Tota1 

Species 4 6 8 10 12 6 8 10 12 

E加fq4FLUonPzcAa10少hyllsvar. 3 1 4 1 9 

Pinus仰 mila 1(3) 4+ (10) 4+ (1) 1 1 . 11 +(14) 
Tota1 1 +(3) 4+ (10) 4+ (1) 1 1 3 4 1 20+(14) 

Table 144. Cover degree and fr，問uencyof the p1ants in the (III-s) be1t-tr聞記ct

Distance (m) 0 5 10 日 20 25 30 35 40 4唱
Fr，問. C.V. 

S開cia 5 W ~ W ~ a ~ m ~ω 
Quercu苫 mongo/icavar. gros. C1.0m) 

認館押llta

蜘 Iaplal)拘I/Iavar. japon初 (1?)

Pinus tumila 

め111，耳切mta四幻tlata

50 

3 4 3 V 1.800 

50 

Ledumμlωtre var.邦抑脚 5 5 5 5 4 4 3 5 5 V 7，750 

ぬsaapoiensお + + + 11 

μstrea japonica + + + + + ++  V 150 

(V117， 1974) 

CIII-tJ 帯状区 (40X5)m2 シラカンパ エゾイソツツジ基群集

本帯状区は，前述の CIII-sJ帯状区に近く，高距 150mの地点にある (Fig.6，357頁:

Plate XX Photo 41)。

本帯状区もハイマツ エゾイソツツジ群落に侵入したシラカンパ林の 1例である。帯状区

内(200m2)に，樹高 6~9m，胸高直径 8~14cm のシラカンパが 6 本あるが， Fig.63に見る

Yャ常 d
-一

~)~ 「矧
Fig.回. (III-t)be1t-tran記 ct in the forest of Betula 

拘ゆ，hyllavar. japonica (Betula拘ゆ'hyllavar. 

japonica-Ledum polustre var. yesoense soc.) 
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Table 145. Number of trees in each height grade in the CIII-t) belt-tran託児t

Height (m) F
D
'
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9
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hωlaa pla.ゆえyllavar. ja.仰'nica 6 

Table 146. Number of trees in each diameter grade in the CIII-t) belt-tran関 ct

Breast-height diameter (cm) 6
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Betula pt.功例yllavar. japo叫'ca. 6 

Table 147. Cover degree and frequency of the plants in the CllI-t) belt-trar既にt

Species 
Distance (m) o 5 10 15 20 25 3ゆ

5 10  15 20 25 30 35 

CO.6m) 
+ 

35 
Freq. C. v. 

40 

Betula 仰ゆ'hyllavar. japonica 

Hydra噌 M 仰が'culata + 

Ledum知lustrevar. yezoense 5
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5
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5

一
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5

一
+

V 8.438 

V 219 品saapoiensis 

Lastreaμponica + + + + + + V 125 

(VlI7. 1974) 

ごとく林冠を形成するに至らず，孤立木の状況を呈している。

林床には，高さ O.3mのエゾイソツツジが優占する外，稗高 O.3mのエゾミヤコザサ，ニッ

コウシダ，シラカンパの稚樹， ノリウツギなどが生じていた。

本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すればFig.63，樹高階別本数表，胸高直径階別本数

表，林床植物一覧表を示せば Table145， 146， 147となる。
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第W章高等植物目録

DIVISIO PTERIDOPHYT A 羊歯植物門

1. Equistaceae 

Equisetum LINN. 

トクサ科

トクサ属

1. Equisetum arvense LINN. 

和 名 スギナ

産 地 路辺，湿潤地に生ず。

2. Equisetum fiuviatile LINN. 

和名 ミズスギナ，ミズドクサ

産 地 沼沢に生ず。

3. Equisetum hyemale LINN. 

和名 トクサ

産 地 林内に生ず。

4. Equisetum scirpoiden MICHX. 

和名 ヒメドクサ

産 地 流畔に生ず。

5. Equisetum palustre LINN. 

和 名 イヌスギナ

産 地 湿潤地に生ず。

2. Lycopodiaceae ヒカゲノカズラ科

Lycopodium LINN.ヒカゲノカズラ属

6. Lycopodium annotinum LINN. var. 

angustatum T AKEDA 

和 名 シンノスギカズラ

産 地 針葉樹林に生ず。

var. latifolium T AKEDA 

和 名 ヒロハノスギカズラ

産 地 針葉樹林に生ず。

var. pungens DESV. 

和名 タカネスギカズラ

産 地 針葉樹林上部に生ず。

7. Lycopodium cemum LINN. 

和名 ミズスギ

産 地 噴気孔付近に生ず。

8. Lycopodium cIavatum LINN. var. 

nipponicum NAKAI 

和 名 ヒカゲノカズラ

産 地 林内に生ず。

9. Lycopodium complanatum LINN. 

和名 アスヒカズラ

産 地 針葉樹林に生ず。

10. Lycopodium obscurum LINN. form. 

fiabeIlatum T AKEDA 

和名 ウチワマンネンスギ

産地 林内に生ず。

form. strictum D. C. EATON 

和名 タチマンネンスギ

産地 林内に生ず。

11. Lycopodium selgo LINN. var. miyoshia・

num恥1AKINO

和名 ヒメスギラン

産地 林内に生ず。

12. Lycopodium serratum THUNB. var. 

serratum OHWI 

和名 ホソバノトウゲシパ

産地 林内に生ず。

3. SelagineIIaceae イワヒパ科

SelagineIla BEAUV. イワヒパ属

13. SelagineIla helvetica LINK 

和名 エゾノヒメクラマゴケ

産地 岩地に生ず。

14. Selaginella shakotanensis MIYABE et 

Ku以3

和名 ヒモカズラ

産地 岩地に生ず。

15. Selaginella sibrica HIERON 

和名 エゾノヒモカズラ

産地 岩地に生ず。

4. 1回 etaceae

Isoetes LINN. 

16. Isoetes asiatica MAKINO 

和名 ヒメミズニラ

産地 湖に生ず。

ミズニラ科

ミズニラ属

5. Ophioglossaceae ハナヤスリ科

Botrychium SWARTZ ハナワラビ属

17. Botrychium lunaria Sw ARTZ 

和名 ヒメハナワラビ，へピノシタ

産地 草原(高地〕に生ず。

18. Botrychium robustum UNDERW. 

和名 エゾフユノハナワラビ

産地 林内に生ず。

19. Botrychium virginianum SWARTZ 
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和 名 ナツノハナワラビ

産 地 林内に生ず。

6. Oomundaeeae ゼンマイ科

Osmunda LINN. ゼンマイ属

20. Osumunda asiatica OHWI 

和 名 ヤマドリゼンマイ

産 地 林内に生ず。

21. Osmunda japonica THUNB. 

和 名 ゼンマイ

産 地 林内に生ず。

7. Hymenophyllaeeae コケシノブ科

Hymenophyllum SMITH 

コウヤコケシノブ属

22. Hymenophyllum wrightii V. D. BOSCH. 

和名 コケシノブ

産 地 林内に生ず。

イヌワラビ

産地 林内に生ず。

29. Athyrium filix-femina ROTH var. long-

ipes HARA 

和名 エゾメシダ

産地 林内に生ず。

30. Athyrium melanolepis CHRIST 

和名 ミヤマメシダ

産地 林内に生ず。

31. Athyrium pterorachis H. CHR. 

和名 オオメシダ

産地 林内に生ず。

32. Athyrium pycnosorum H. CHR. 

和名 ミヤマシケシダ，ハクモウイ

ノデ

産地 林内に生ず。

8. Pteridaeeae ワラビ科 33. Athyrium vidalii NAKAI 

i) Adiantum LINN. クジャクシダ属 和名 ヤマイヌワラビ

23. Adiantum pedatum LINN. 産地 林内に生ず。

和名 クジャグシダ 34. Athyrium yokoscense CHR. 

産 地 林内に生ず。 和名 へピノネコザ，コイヌワラビ

ii) Coniogramme ~E. イワガネソウ属 産地 岩地に生ず。

24. Coniogramme fraxinea DIELS var. ii) Cystopteris BERNH. ナヨシダ属

intermedia C. CHR. 35. Cystopteris fragilis BERNH. 

和名 イワガネゼンマイ 和名 ナヨシダ

産 地 林内に生ず。 産地 岩地に生ず。

iii) Dennstaedtia BERNH. 

コパノイシカグマ属

25. Dennstaedtia hirsuta METT. 

和名 イヌシダ

産 地 岩地に生ず。

26. Dennstaedtia wilfordii KOIDZ. 

和 名 オウレンシダ

iii) Dryopteris ADANS. 

36. Dryopteris amurensis H. CHR. 

和名 オクヤマシダ

産地 針葉樹林に生ず。

37. Dryopteris austriaca WOYNAR 

和名 シラネワラビ

産地 林内に生ず。

オシダ属

産地 岩地に生ず。 38. Dryopteris crassirhizoma N AKAI 

iv) Pteridium Scop. ワラビ属

27. Pteridum aquilinum KUHN var. latius. 

culum UNDERW. 

和名 ワラピ

産地 広葉樹林，草原に生ず。

9. Aspidiaeeae オシダ科

i) At白hr官r旬mROTH f イヌワラビ属

28. Athyrium crenulatoserrulatum MAKINO 

和 名 イッポンワラビ，オオミヤマ

和名 オシダ

産地 林内に生ず。

39. Dryopteris fragrans SCHOTT 

和名 ニオイシダ

産地 岩地に生ず。

40. Drypteris saxifraga H. ITO 

和名 イワイタチシダ

産地 岩地に生ず。

iv) Lastrea BORY オオパショリマ属
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41. Lastrea drypteris BORY 

和名 ウサギシダ

産 地 林内に生ず。

42. Lastrea japonica COPEL. 

和名 ニッコウシダ

産 地 林内に生ず。

43. Lastrea phegopteris BORY 

和名 ミヤマワラビ

産 地 林内に生ず。

44. Lastrea thelypteris BORY 

和名 ヒメシダ，ショリマ

産 地 林内，草原に生ず。

v) Matteuccia TODARO クサソテツ属

45. Matteuccia orientalis TREV. 

和名 イヌガンソク，オオクザソテ

ツ

産 地 混交林に生ず。

46. Matteuccia struthiopteris TODARO 

和名 クサソテツ

産 地 林内に生ず。

vi) Onoclea LINN. コウヤワラビ属

47. Onoclea sensibilis LINN. 

和名 コウヤワラビ

産 地 湿潤地に生ず。

vii) Polystichum ROTH 

48. Polystichum braunii Ft::E 

和名 ホソイノデ

産 地 林内に生ず。

イノデ属

49. Polystichum craspedosorum DIELS 

和名 ツルテンダ

産 地 岩壁に生ず。

50. Polystichum tripteron PRESL 

和名 ジュウモンジシダ

産 地 林内に生ず。

viii) Rumohra RADDI カナワラビ属

51. Rumohra miqueliana C. CHING 

和名 ナライシダ

産 地 林内に生ず。

52. Rumohra mutica CHING 

和 名 シノブカグマ

産地 林内に生ず。

ix) W oodsia R. BR. イワデンダ属

53. W oodsia ilvensis R. BR. 

和名 ミヤマイワデンダ，リシリデ

ンタ

産 地 岩壁に生ず。

54. W oodsia manchuriensis Hook. 

和名 フクロシダ

産 地 岩上に生ず。

55. Woodsia polystichoides EATON 

和名 イワデンダ

産地 岩上に生ず。

10. Aspleniaceae チャセンシダ科

Asplenium LINN. チャセンシダ属

56. Asplenium incisum THUNB. 

和名 トラノオシダ

産地 岩上に生ず。

11. Polypodiaceae ウラボシ科

i) Crypsinus PRESL ミツデウラボシ属

57. Crypsinus hastatus COPEL. 

和名 ミツデウラボシ

産地 岩地に生ず。

ii) Pleopeltis HUMB. et BONPL. 

ノキシノブ属

58. Pleope1tis ussuriensis REGEL et MAACK 

var. distans OKUYAMA 

和名 ミヤマノキシノブ

産地 樹上に生ず。

iii) Polypodium LINN. エゾデンダ属

59. Polypodium fauriei H. CHR. 

和名 オシャクジデンダ

産地 樹上に生ず。

60. Polypodium vulgare LINN. 

和名 エゾデンダ

産地 樹上に生ず。

iv) Pyrrosia MIRBEL ヒトツパ属

61‘ Pyrrosia hastata CHING 

和名 イワオモダカ

産地 樹上に生ず。

DIVISIO SPERMA TOPHYT A 

顕花植物門

GYMNOSPERMAE 裸子植物

12. Taxaceae イチイ科

Taxus LINN. イチイ属

62. Taxus cuspidata SIEB. et Zuα. 
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和名 イチイ，オンコ

産 地 林内に生ず。

13. Pinaceae 

i) Abies MILL. 

63. Abies sachalinensis MASTERS 

和 名 トドマツ

産 地 林内に生ず。

マツ科

モミ属

var. mayriana MIYABE et KUDO 

和 名 アオトドマツ

産 地 林内に生ず。

var. nemorensis MA YR 

和 名 ネムロトドマツ

産 地 林内に生ず。

i) Populus LINN. ハコヤナギ属

69. Populus maximowiczii A. HENRY 

和名 ドロノキ，ドロヤナギ

産地 河畔，林内に生ず。

70. Populus tremula LINN. var. davidiana 

SCHNEID. 

和名 チョウセンヤマナラ‘ン，エゾ

ヤマナラシ

産地 山火跡二次林に生ず。

ii) Salix LINN. ヤナギ属

71. Salix gracilistyla MIQ. 

和名 ネコヤナギ

産地 林内に生ず。

u) Picea A. DIETR. トウヒ属 72. Salix ，hultenii FLOD. var. angustifolia 

64. Picea glehnii MASTERS 

和 名 アカエソeマツ

産 地 林内に生ず。

65. Picea jezoensis CARR. 

和 名 エゾマツ

産 地 林内に生ずo

var. takedai TATEWAKI 

和 名 シロエゾ

産 地 林内に生ず。

iii) Pinus LINN. マツ属

66. Pinus pumila REGEL 

和名 ハイマツ

産 地 高山帯に生ず。時に下降する。

14. Cupres帥 ceae

Juniperus LINN. 

ヒノキ科

ピャクシン属

67. Juniperus chinensis LINN. var. sargentii 

HENRY 

和 名 ミヤマビャクシン，シンパク

産 地 岩地に生ず。

ANGIOSPERMAE 被子植物

Dicoty ledoneae 双子葉植物

Choripetalae 離弁花類

15. Chloranthaceae センリョウ科

Chloranthus SWARTZ. センリョウ属

68. Chloranthus japonicus SIEB. 

和名 ヒトリシズカ

産地 林内に生ず。

16. Salicaceae ヤナギ科

KIMURA 

和名 エゾノパッコヤナギ，エゾノ

ヤマネコヤナギ

産地 林内に生ず。

73. Salix integra THUNB. 

和名 イヌコリヤナギ

産地 林内に生ず。

74. Salix酔 t-susuKIMURA 

和名 エゾノキヌヤナギ

産地 河岸に生ず。

75 _ Salix rorida LACKSCHEWITZ 

和名 エゾヤナギ

産地 河岸に生ず。

76. Salix reinii FRANCH. et SAVAT. 

和名 ミヤマヤナギ，ミネヤナギ

産地 高山帯に生ず。

77. Salix sachalinensis FR. SCHM. 

和名 ナカツミヤナギ，オノエヤナギ

産地 河岸に生ず。

78. Salix taraikensis KIMURA 

和名 タライカヤナギ

産地 林内に生ず。

var. latifolia KIMURA 

和名 ヒロハノタライカヤナギ

産地 林内に生ず。

iii) Toisusu KIMURA オオパヤナギ属

79. Toisusu urbaniana KIMURA 

和名 オオパヤナギ

産地 湖畔に生ず。
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17. Juglandaceae 

Juglans LINN. 

80. J uglans ailanthifolia CARR. 

和 名 オニグルミ

産 地 林内に生ず。

クルミ科

クルミ属

var. grosseserrata REHD. 

和名 ミズナラ

産地 林内に生ず。

20 _ Ulmaceae 

Ulmus LINN. 

ニレ科

ニレ属

18 _ Betulaceae カバノキ科 88. Ulmus davidiana PLANCH.. var. japonica 

i) Alnus MILL. ハンノキ属 NAKAl 

81. Alnus hirsuta TURCZ. 和名 ハルニレ

和 名 ケヤマハンノキ 産地 林内に生ず。

産 地 林内に生ず。 89. Ulmus laciniata MA YR 

var. sibirica C. K. ScHN. 和名 オヒョウ，アッシ

和 名 ヤマハンノキ 産地 林内に生ず。

産 地 林内に生ず。 21. Moraceae クワ科

82. Alnus maximowiczii CALLlER i) Humulus LINN. カラハナソウ属

和名 ミヤマハンノキ 90. Humulus lupulus LINN. var. cordifolius 

産 地 高山帯に生ず。 MAXIM. 

ii) Betula LINN. カバノキ属 和名 カラハナソウ

83. Betula ermanii CHAM. 産地 林内に生ず。

和名 ダケカンパ ii) Morus LINN. クワ属

産 地 林内に生ずo 91. Morus bombycis KOIDZ. 

var. subcordata KOIDZ. 和名 ヤマグワ

和名 アカカンパ 産 れ 林内に生ず。

産 地 林内に生ず。 22. U rticaceae イラクサ科

84. Betula maximowicziana REGEL i) Boehmeria J ACQ. カラムシ属

和名 ウダイカンパ，サイハダカン 92. Boehmeria tricuspis MAKINO 

和名 アカソ

産 地 林内に生ず。 産地 湿潤地に生ず。

85. Betula platyphylla SUKATCHEV var. 

japonica HARA 

和 名 シラカンパ，シラカバ

産 地 林内に生ず。

var. kamtschatica HARA 

和 名 エゾノシラカンパ

産 地 林内に生ず。

iii) Carpinus LINN. クマシデ属

86. Carpinus cordata BLUME 

和 名 サワシパ

産 地 林内に生ず。

19. Fagaceae ブナ科

Quercus LINN. コナラ属

87. Quercus mongolica FISCHER 

和名 モンゴリナラ

産 地 林内に生ず。

ii) Laportea GAUDlCH. 

ムカゴイラクサ属

93. Laportea bulbifera WEDDELL 

和名 ムカゴイラクサ

産地 林内に生ず。

iij) Pilea LINN. ミズ属

94. Pilea mongolica WEDDELL 

和名 アオミズ

産地 湿潤地に生ず。

iv) Urtica LINN. イラクサ属

95. Urtica platyphylla WEDDELL 

和名 エゾイラクサ，オオバイラク

サ

産地 疎開した渓畔に生ず。

23 Santalaceae 

Thesium LINN. 

ビャクダン科

カナピキソウ属
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96. Thesium chinense TURCZ. 産地 湿潤地に生ず。

和名 カナピキソウ 109. Polygonum sachalinense FR. ScHM. 

産 地 草原に生ず。 和 名 オオイタドリ

24 . Polygonaceae タデ科 産地 路辺，林縁に生ず。

i) Polygonum LINN. タデ属 110. Polygonum sieboldii MEISN. 

97. Polygonum bistorta LINN. 和 名 ウナギツカミ

和 名 イプキトラノオ 産地 湿潤地に生ず。

産 地 草原に生ず。 111. Polygonum thunbergii SIEB. et Zucc. 

98. Polygonum ajanense GRIG. 和名 ミゾソノミ

和名 ヒメイワタテe 産地 湿潤地に生ず。

産 地 高山帯の砂磯地に生ず。 112. Polygonum viscoferum MAKINO 

99. Polygonum amphibium LINN. 和名 ネパリタデ

和名 エゾノミズタデ 産地 路辺に生ず。

産 地 水中に生ず。 113. Polygonum viviparum LINN. 

100. Polygonum aviculare LINN. 和名 ムカゴトラノオ

和名 タチヤナギ 産地 高地草原に生ず。

産 地 路辺に生ず。 114. Polygonum weyrichii FR. SCHM. 

101. Polygonum caespitosum BWME var. 和名 ウラジロタデ

laxiflorum MEISN. 産地 高地草原に生ず。

和名 ハタナデ u) Rumex LINN. ギシギシ属

産 地 林内に生ず。 115 ・Rumexacetosella LINN. 

102. Polygonum convolvulus LINN. 和名 ヒメスイノミ

和名 ソパヵズラ 産地 路辺に生ず。

産 地 路辺に生ず。 116. Rumex aquatica LINN. 

103. Polygonum filiforme THUNB. 和名 ヌマダイオウ

和名 ミズヒキ 産地 湿潤地に生ず。

産 地 林内に生ず。 117. Rumex crispus LINN. 

104. Polygonum hydropi開 rLJNN. 和名 ナヵーパギシギシ

和名 ヤナギタデ 産地 路辺に生ず。

産 地 湿潤地に生ず。 118. Rumex japonicus HOUTT 

105. Polygonum longisetum De BRUYN 和名 ギシギシ

和名 イヌタデ 産地 路辺に生ず。

産 地 路辺に生ず。 119. Rumex longifolius以二

106. Polygonum lapathifolium LINN. 和名 ノダイオウ

和名. オオイヌタデ 産地 路辺に生ず。

産 地 路辺に生ず。 120. Rumex obtusifolius LINN. 

107. Polygonum nepalense MEISN. 和 名 エゾノギシギシ

和名 タニソノミ 産地 路辺に生ず。

産 地 湿潤地に生ず。 25. Cheno抑 diaceae アカザ科

108. Polygonum perfoliatum LINN. Chenopodium LINN. アカザ属

和名 イシミカワ 121. Chenopodium album LINN. 

.比較的最近導入された外来雑草
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和 名 アカザ 130. Pseudostellaria sylvatica P AX 

産 地 路辺に生ず。 和名 クシロワチガイソウ

26. Portulacaceae スベリヒユ科 産地 林内に生ず。

Montia LINN. ヌマハコベ属 vio) Silene LINN. マンテマ属

122. Montia fontana LINN. 131. Silene repens PERS. var. latifolia TURCZ. 

和名ヌマハコベ 和名チシママンテマ

産 地 湿潤地に生ず。 産 地 岩地に生ず。

27. Caryophyllaceae ナデシコ科 ix) Spergula LINN. オオツメクサ属

i) Arenaria LINN. ノミノツヅリ属 132. ・Stergulaarvensis LINN. 

123. Arenaria merckioides MAXIM. 和名 オオツメクサ

和名 メアカンフスマ 産地路辺に生ず。

産 地 高山帯砂磯地に生ず。 x)Stellaria LINN. ハコベ属

124. Arenaria serpyllifolia LINN. 

125 

126 

和名 ノミノツヅリ

産 地 路辺に生ず。

u) Cerastium LINN. ミミナグサ属

Cerastium holosteoides FRIES var. 

hallaisanense MlZUSHIMA 

和 名 ミミナグサ

産 地 路辺に生ず。

iii) Cucubalus LINN.ナンバンハコベ属

Cucubalus baccifer LINN. var. japonica 

MIQ. 

和名 ナンパンハコベ

産 地 林内に生ず。

iv) Dianthus LINN. ナデシコ属

127. Dianthus superbus LINN. 

和名 エゾノカワラナデシコ

産 地 草原に生ず。

var. speciosus REICHB. 

和名 タカネナデシコ

産地 草原(高地〉に生ず。

v) Melandrium FRIES フシグロ属

128. Melandrium firmum ROHRB. 

和 名 フシグロ

産 地 林内に生ず。

vi) Moehringia LINN. 

オオヤマスフマ属

129. Moehringia lateriflora FENZL 

和 名 オオヤマフスマ

産 地 林内に生ず。

vii) Pseudostellaria P AX 

ワチガイソウ属

133. Stellaria fenzlii REGEL 

和名 シラオイハコベ

産地 林内に生ず。

134. Stellaria longifolia MUHL. 

和名 ナガパツメグサ

産地 林内に生ず。

135. Stellaria media VILLARS 

和名 コハコベ

産地 路辺に生ず。

136. Stellaria radians LINN. 

和名 エゾオオヤマハコベ

産地 路辺に生ず。

137. Stellaria sessiliflora Y ABE 

和名 ミヤマハコベ

産地 路辺に生ず。

28. Nymphaeaceae スイレン科

i) Brasenia SCHREB. ジュンサイ属

138. Brasenia schreberi GMEL. 

和名 ジュンサイ

産地 湖沼に生ず。

u) Nuphar SMITH コウホネ属

139. Nuphar pumilum DC. 

和名 ネムロコウホネ

産地 湖沼に生ず。

29 . Cercidiphyllaceae カツラ科

Cercidjphyllum SIEB. et Zucc.カツラ属

140. Cercidiphyllum japonicum SIEB. et Zucc. 

和名 カツラ

産地 林内に生ず。

却Ranunculaceae キンポウゲ科

i) Actaea LINN. ルイヨウショウマ属
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141. Actaea asiatica HARA 

和 名 ルイヨウショウマ

産 地 林内に生ず。

142. Actaea erythrocarpa FISCHER 

和名 アカミノルイヨウショウマ

産 地 針葉樹林に生ず。

u) Aconitum LINN. トリカプト属

143. Aconitum gigas Uv. et VAN. 

和 名 ェゾノレイジンソウ

産 地 林内に生ず。

144. Aconitum sachalinense FR. SCHM. 

和 名 カラフトプシ

産 地 山岳上部の林内に生ず。

145. Aconitum yesoense NAKAI 

和 名 エゾトリカブト

産 地 林内に生ず。

var. corymbiferum T AMURA 

和名 ウスパトリカプト

産地 林内に生ず。

var. macroyesoense T AMURA 

和 名 テリハブシ

産 地 林内に生ず。

iii) Adonis LINN. フクジュソウ属

146. Adonis amurensis REGEL et RADDE 

和 名 フクジュソウ

産地 林内に生ず。

iv) Anemone LINN. イチリンソウ属

147. Anemone debilis FISCHER 

和 名 ヒメイチゲ

産地 林内に生ず。

148. Anemone tlaccida FR. SCHM. 

和 名 ニリンソウ

産 地 林内に生ず。

149. Anemone narcissitlora LINN. 

和名 ハクサンイチゲ

産 地 草原(高地)に生ず。

v) Aquilegia LINN. オダマキ属

150. Aquilegia buergeriana SIEB. et Zucc. 

var. oxysepala KITAMURA 

和 名 オオヤマオダマキ，エゾヤマ

オダマキ

産 地 林内に生ず。

151. Aquilegia tlabellata SIEB. et Zucc. var. 

152. 

pumila Ku∞ 
和名 ミヤマオダマキ

産地 草原，岩壁に生ず。

vi) Caltha LINN. リュウキンカ属

Caltha palustris LINN. var. barthei 

HANCE 

和名 エゾノリュウキンカ，ヤチプ

キ

産地 湿潤地に生ず。

vii) Cimicifuga LINN. 

サラシナショウマ属

153. Cimicifuga simplex WORMSK. var. 

yesoensis N AKAI 

和名 エゾショウマ

産地 林内に生ず。

v溢)Clematis LINN. センニンソウ属

154. Clematis fusca TURCZ. 

和名 クロバナハンショウヅル

産地 林内に生ず。. 
155. Clematis ochotensis POIR . 

和名 ミヤマハンショウヅル

産地 林内に生ず。

ix) Coptis SALISB. オウレン属

156. Coptis trifolia SALISB. 

和名 ミツバオウレン

産地 針葉樹林に生ず。

x) Paeonia LINN. ボタン属

157. Paeonia obovata MAXIM. 

和名 ベニハナヤマシャクヤク

産地 林内に生ず。

xi) Ranunculus LINN. キンポウゲ属

158. Ranunculus repens LINN. 

和名 ハイキンポウゲ

産地 湿潤地に生ず。

159. Ranunculus quelpaertensis N AKAI 

和名 キツネノボタン

産地 湿潤地に生ず。

160. Ranunculus yezoensis NAKAI 

和名 チトセパイカモ

産地 流水中に生ず。

xii) Thalictrum LINN.カラマツソウ属

161. Thalictrum foetidum LINN. var. 

glabrescens T AKEDA 
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和名 チャボカラマツ

産 地 岩地に生ず。

162. Thalictrum minus LINN. 

和名 アキカラマツ

産 地 林内に生ず。

163. Thalictrum sachalinense LECOYER 

和名 エゾカラマツ

産 地 林内に生ず。

3L Berberidaceae メギ科

Caulophyllum MICHX. 

ルイヨウボタン属

164. Caulophyllum robustum MAXIM. 

和名 ルイョウボタン

産 地 林内に生ず。

32. Magnoliaceae モクレン科

モクレン属

165. 

i) Magnolia LINN. 

Magnolia kobus DC. var. borealis 

SARGENT 

和名 キタコブシ

産 地 林内に生ず。

166. Magnolia obovate THUNB. 

和名 ホオノキ

産 地 林内に生ず。

172. Corydalis speciosa MAXIM. 

和名 エゾキケマン

産地 林内に生ず。

34. Cruciferae 

i) Arabis LINN. 

173. Arabis glabra BERNH. 

和名 ハタザオ

産 地 林内に生ず。

アブラナ科

ハタザオ属

174. Arabis lyrate LINN. var. kamtschatica 

FISCHER 

和名 ミヤマハタザオ

産地 林内に生ず。

175. Arabis pendula LINN. 

和名 エゾハタザオ

産地 林内に生ず。

ii) Barbarea R. BR. ヤマガラシ属

176. Barbarea orthoceras LEDEB. 

和名 ヤマガラシ

産地 湿潤地に生ず。

iii) Cardamine LINN. タネツケパナ属

177. Cardamine leucantha O. E. SCHULZ 

和名 コンロンソウ

産地 湿潤地に生ず。

ii) Schisandra MICHX. マップサ属 178. Cardamine scutata THUNB. 

167. Schisandra chinensis BAILL. 

和名 チョウセンゴミン

産 地 林内に生ず。

招 Papaveraceae ケシ科

i) Chelidonium LINN. クサノオウ属

168. Chelidonium majus LINN. 

和名 クサノオウ

産 地 路辺に生ず。

ii) Dicentra BERNH. コマクサ属

169. Dicentra peregrina MAKINO 

和名 コマクサ

産 地 高山帯砂機地に生ず。

iii) Corydalis DC. キケマン属

170. Corydalis ambigua CHAM. et ScHLECHT. 

和 名 エゾエンゴサク

産 地 草原に生ず。

171. Corydalis ochotensis TURCZ. 

和 名 ツルケマン

産 地 林内に生ず。

和名 ヤマタケツケパナ，オオパタ

ネツケパナ

産 地 湿潤地に生ず。

179. Cardamine yezoensis MAXIM. 

和名 エゾワサビ，アイヌワサビ

産地 水辺に生ず。

iv) Roripa ScOP. イヌガラシ属

180. Roripa islandica BORBAS 

和名 スカシタゴボウ

産 地 湿潤地に生ず。

話 Droseraceae

Drosera LINN. 

モウセンゴケ科

モウセンゴケ属

181. Drosera rotundifolia LINN. 

和名 モウセンゴケ

産地 湿潤地に生ず。

36. Craooulaceae 

Sedum LINN. 

182. Sedum aizoon LINN. 

ベンケイソウ科

キリンソウ属

和名 ホソパノキリンソウ，ナガパ
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ノキリンソウ 194. Saxifraga fusca MAXIM. 

産 地 岩上に生ず。 和名 ェゾクロクモソウ

183. Sedum kamtschaticum FISCHER 産地 渓畔，湿潤な岩上に生ず。

和 名 キリンソウ 195. Saxifraga fortunei H∞K.創.

産 地 岩上に生ず。 和名 ダイモンジソウ

184. Sedum rosea ScuP. 産地 湿潤な岩地に生ず。

和 名 イワベンケイ 196. Saxifraga japonica MAXIM. 

産 地 岩地に生ず。 和名 フキユキノシタ

185. Sedum verticillatum LINN. 産 地 湿潤地に生ず。

和名 ミツバベンケイソウ 197. Saxifraga sachalinensis FR. ScHM. 

産 地 岩上に生ず。 和名 ヤマハナソウ

37. Saxifragaeeae ユキノシタ科 産地 岩上に生ず。

i) Chrysosplenium LINN. vi) Schizophragma SIEB. et Zucc. 

ネコノメソウ属 イワガラミ属

186. Chrysosplenium ftagelliferum FR. SCHM. 198. Schizophragma hydrangeoides SIEB. et 

和名 ツノレネコノメソウ ZUCC. 

産地 林内の湿潤地に生ず。 和名 イヮヵーラミ

187. Chrysosplenium kamtschaticum 産 地 林内に生ず。

FISCHER vij) Tiarella LINN. ズダヤクシュ属

和名 チシマネコノメ 199. Tiarella polyphylla D. DoN 

産 地 林内に生ず。 和名 ズダヤクシュ

ij) Hydrangea LINN. アジサイ属 産地 林内に生ず。

188. Hydrangea paniculata SIEB. 38. Rooaeeae パラ科

和名 ノリウツギ，サビタ i) Agrimonia LINN. キンミズヒキ属

産 地 林内に生ず。 200. Agrimonia pilosa LEDEB. 

189. Hydrangea petiolaris SIEB. et Zucc. 和名 キンミズヒキ

和名 ツルアジサイ， ゴトウヅル 産地 路辺に生ず。

産 地 林内に生ず。 ii) Aruncus KOSTEL. 

iii) Mitella LINN. チャルメラソウ属 ヤマブキショウマ属

190. Mitella nuda LINN. 201. Aruncus dioicus FERN. var. kamtschat-

和 名 マルパチャルメラソウ icus HARA 

産 地 林内に生ず。 和名 ヤマブキショウマ

iv) Rib白 LINN. スグリ属 産地 林内に生ず。

191. Ribe司latifolium]ANCZ. iij) Crataegus LINN. サンザシ属

和名 エゾスグリ 202. Crataegus chlorosarca MAXIM. 

産 地 林内に生ず。 和名 クロミサンザシ

192. Ribes sachalinensis NAKAI 産地 林内に生ず。

和名 トガスグリ iv) Filipendula LINN. シモツケソウ属

産 地 林内に生ず。 203. FiIipendula kamtschatica MAXIM. 

193. Ribes triste PALL. 和名 オニシモツケ

和名 トカチスグリ 産地 湿潤地に生ず。

産地 林内に生ず。 204. Filipendula multijugata MAXIM. var. 

v) Saxifraga LINN. ユキノシタ属 yezoensis HARA 
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和 名 エゾノシモツケソウ 和名 ミヤマザグラ，シロザクラ

産 地 湿潤地に生ず。 産 地 林内に生ず。

v) Fragaria LINN. オランダイチゴ属 217. Prunus nipponica MATSUM. var. ha-

205. Fragaria iinumae勘1AKINO yashii TATEWAKI 

和 名 ノウゴイチゴ 和名 ビロードチシマザクラ

産 地 草原に生ず。 産地 林内に生ず。

206. Fragaria yezoensis HARA var. kurilensis WILSON 

和 名 エゾクサイチゴ 和名 チシマザクラ

産 地 草原に生ず。 産地 林内に生ず。

iv) Geum LINN. ダイコンソウ属 218. Prunus padus LINN. 

207. Geum aleppicum ]ACQ. 和名 エゾノウワミズザクラ

和 名 オオダイコンソウ 産地 林内に生ず。

産 地 路辺に生ず。 219. Prunus sargentii REHDER 

208. Geum macrophyllum WILLD. var. sacha- 和名 エゾヤマザグラ，オオヤマザ

linense HARA クラ

和 名 カラフトタ。イコンソウ 産地 林内に生ず。

産 地 林内に生ず。 220. Prunus ssiori FR. ScHM. 

vii) Malus MILL. リンゴ属 和名 シウリザクラ， ミヤマイヌザ

209. Malus baccata BORKH. var. mandsh- クラ

urica C. K. SCHN. 産地 林内に生ず。

和名 エゾノコリンゴ x) Rosa LINN. パラ属

産 地 林内に生ず。 221. Rosa acicularis LINDL. 

v温)Potentilla LINN. キジムシロ属 和名 オオタカネイバラ

210. Potentilla cryptotaeniae MAXIM. 産地 草原，林内に生ず。

和 名 ミツモトソウ 222. Rosa davurica PALLAS 

産 地 路辺に生ず。 和名 ヤマハマナス，カラフトイパ

211. Potentilla dickinsii FRANCH. et SAVAT. フ

和 名 イワキンパイ 産地 草原に生ず。

産 地 岩上に生ず。 xi) Rubus LINN. キイチゴ属

212. Potentilla freyniana BORNM. 223. Rubus crataegifolius BUNGE 

和 名 ミツバッチグリ 和名 クマイチゴ

産 地 草原に生ず。 産地 路辺に生ず。

213. Potentilla miyabei MAKINO 224. Rubus idaeus LINN. var. aculeatissimus 

和名 メアカンキンパイ REGEL et TILLING 

産 地 高山帯砂磯地に生ず。 和名 エゾイチゴ

214. Potentilla palustris SCOPOLI 産地 二次林特に山火跡地に多く生

和名 クロパナロウゲ ず。

産 地 沼地に生ず。 225. Rubus mesogaeus Foc阻

215. Potentilla stolonifera LEHM. 和名 クロイチゴ

和 名 ツルキジムシロ 産地 林内に生ず。

産 地 草原に生ず。 226. Rubus parvifolius LINN. 

ix) Prunus LINN. サクラ属 和名 ナワシロイチゴ

216. Prnus maximowiczii PUPR. 産地 林内に生ず。
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227. Rubus pedatus SMITH 和名 ホザキシモツケ

和 名 コガネイチゴ 産地 湿潤地に生ず。

産 地 針葉樹林に生ず。 xvi) Waldsteinia WILLD.コキンパイ属

228. Rubus pseudo-japonicus KOIDZ. 237. Waldsteinia ternata FRITSCH 

和 名 ヒメゴヨウイチゴ，トゲナシ 和名 コキンパイ

ゴヨウイチゴ 産地林内に生ず。

産 地 林内に生ず。 39. Leguminooae マメ科

xii) Sanguisorba LINN. ワレモコウ属 i) Amphicarpaea ELLIOTTヤフーマメ属

229. Sanguisorba tenuifolia FISCHER var. alba 238. Amphicarpaea edgeworthii BENTH. var. 

TRAUTV. et MEY. japonica OLIVER 

和名 ナガポノシロワレモコウ 和名 ヤフeマメ

産 地 草原に生ず。 産地 林内に生ず。

xiii) Sorbaria A. BR. u) Desmodium DESV.ヌスピトハギ属

ホザキナナカマド属 239. Desmodium falIax ScHINDL. 

230. Sorbaria sorbifolia A. BR. var. stellipila 和名 ヤプハギ

MAXIM. 産地 林内に生ず。

和名 ホザキナナカマド 240. Desmodium oxyphylIum D<ニ
産 地 林内に生ず。 和名 ヌスピトハギ

form. incerta KIT AGAWA 産地 林内に生ず。

和 名 エゾホザキナナカマド iij) Lathyrus LINN. レンリジウ属

産 地 林内に生ず。 241. Lathyrus palustris LINN. var. pilosus 

xiv) Sorbus LINN. ナナカマド属

231. Sorbus alnifolia C. KOCH. 

和名 アズキナシ

産 地 林内に生ず。

232. Sorbus commixta HEDL. 

和 名 ナナカマド

産 地 針葉樹林に混生する。

233. Sorbus samhucifolia ROEM. 

和 名 タカネナナカマド

産 地 高山帯に生ず。

xv) Spiraea LINN. シモツヶ属

234. Spiraea betulaefolia PALL. 

和 名 マルパシモツケ

産 地 高山帯に生ず。

var. aemiliana KOIDZ.噂

和 名 エゾノマルパシモツケ

産 地 高山帯に生ず。

235. Spiraea media SCHMIDT var. sericea 

REGEL 

和 名 エゾシモツケ

産 地 岩地に生ず。

236. Spiraea salicifolia LINN. 

LEDEB. 

和名 エゾノレンリソウ

産地 湿潤地に生ず。

iv) Lespedeza MICHX. ハギ属

242. Lespedeza bicolor TURCZ. 

和名 エゾヤマハギ

産地 林内に生ず。

v) Maackia RUPR. et MAXIM. 

イヌエンジュ属

243. Maackia amurensis RupR. var. buergeri 

C. K. SCHN. 

和名 イヌエンジュ

産地 林内に生ず。

iv) Thermopsis R. BR.センダイハギ属

244. Thermopsis lupinoides LINK 

和名 センダイハギ

産地 路辺に生ず。

叫j)Trifolium LINN. シヤジグソウ属

245. ・TrifoliumρratenseLINN. 

和名 ムラサキツメクサ，アカツメ

クサ

産地 路辺に生ず。
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246. ・Trifoliumr~伊ns LINN. 44 . Polygalaceae 

Polygala LINN. 

ヒメハギ科

ヒメハギ属和名 シロツメクサ

産 地 路辺に生ず。

v温)Vicia LINN. ソラマメ属

247. Vicia japonica A. GRA Y 

和 名 ヒロハクサフジ

産 地 草原に生ず。

248. Vicia unijuga A. BR. 

和 名 ナンテンハギ

産 地 草原に生ず。

40. Geraniaceae 

Geranium LINN. 

フウロソウ科

フウロソウ属

249. Geranium erianthum DC. 

和名 チシマフウロ

産 地 草原に生ず。

250. Geranium sibiricum LINN. 

和名 イチゲフウロ

産 地 林内に生ず。

251. Geranium wilfordii MAXIM. var. yezoense 

HIYAMA 

和名 エゾミツバフウロ

産 地 林内に生ず。

41. Oxalidaceae 

Oxalis LINN. 

252. Oxalis acetosell LINN. 

カタバミ科

カタバミ属

256. Polygala japonica HOUTT. 

和名 ヒメハギ

産地 草原に生ず。

45 _ Buxaceae ツゲ科

Pachysandra MICHX. フッキソウ属

257. Pachysandra terminalis SIEB. et Zucc. 

和名 フッキソウ

産地 林内に生ず。

46. Empetraceae 

Empetrum LINN. 

ガンコウラン科

ガンコウラン属

258. Empetrum nigrum LINN. var. japonicum 

K. KOCH 

和名 ガンコウラン

産地 高山帯の砂磯地に生ず。

47 _ Anacardiaceae 

Rhus LINN. 

259. Rhus ambigua LAVALL~E. 

和名 ツタウルシ

産地 林内に生ず。

260. Rhus trichocarpa MIQ. 

和名 ヤマウルシ

産地 林内に生ず。

48. Aquifoliaceae 

ウルシ科

ウルシ属

モチノキ科

和名 コミヤマカタバミ Ilex LINN. モチノキ属

産 地 林内に生ず。 261. Ilex rugosa FR. ScHM. 

42. Rutaceae ミカン科 和名 ツルツゲ

i) Phellodendron RUPR. キハダ科 産地 針葉樹林に生ず。

253. Phellodendron amurense RUPR. var. 262. Ilex sugeroki MAXIM. var. brevipedun-

sachalinense FR. SCHM. culata S. Y. Hu 

和 名 ヒロハノキハダ，シコロ 和名 アカミノイヌツゲ

産 地 林内に生ず。 産地 針葉樹林に生ず。

ii) Skimmia THUNB. ミヤマシキミ属 49. Celastraceae ニシキギ科

254. Skimmia japonica THUNB. var. inter- i) Celastrus LINN. ツルウメモドキ属

media KOMATSU form. repens HARA 263. Celastrus orbiculatus THUNB. var. papil-

和名 ハイシキミ，ツルシキミ losus OHWI 

産 地 林内に生ず。 和名 オニツルウメモドキ，イヌツ

43. Simaroubaceae 

Picrasma BLUME 

255. Picrasma quassioides BENN. 

和名 ニガキ

産地 林内に生ず。

ニガキ科

ニガキ属

ルウメモドキ

産地 林内に生ず。

ii) Euonymus LINN. 

264. Euonymus alatus SIEB. 

和名 コマユミ

ニシキギ属
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産 地 林内に生ず。

265. Euonymus fortunei HAND-MAZZ. var. 

radicans REHD. 

和名 ツルマザキ

産 地 林内に生ず。

266. Euonymus macroptera RupR. 

和名 ヒロハツリパナ

産 地 林内に生ず。

267. Euonymus oxyphyl1a MIQ. 

和名 ツリパナ

産 地 林内に生ず。

268. Euonymus sieboldianus BLUME 

和名 マユミ

産 地 林内に生ず。

269. Euonymus tricarpus KOIDZ. 

和 名 クロツリバナ

産 地 林内に生ず。

50. Staphyleaceae ミツバウツギ科

Staphylea LINN. ミツパウツギ属

270. Staphylea bumalda DC. 

和 名 ミツパウツギ

産 地 林内に生ず。

51. Aceraceae カエデ科

Acer LINN. カエデ属

271. Acer ginnala MAXIM. 

和 名 カラコギカエデ

産 地 林内に生ず。

272. Acer japonicum THUNB. 

和 名 ハウチワカエデ，メイゲッカ

ニr.T

産 地 林内に生ず。

273. Acer miyabei MAXIM. 

和名 クロピイタヤ

産 地 林内に生ず。

274. Acer mayrii ScHW. 

和名 ベニイタヤ，アカイタヤ

産 地 林内に生ず。

275. Acer mono MAXIM. 

和名 イタヤカエデ，エゾイタヤ

産 地 林内に生ず。

276. Acer palmatum THUNB. var. matsu-

murae MAKINO 

和 名 ヤマモミジ

産地 林内に生ず。

277. Acer tschonoskii MAXIM. 

和名 ミネカエデ

産地 針葉樹林上部に生ず。

278. Acer ukurunduense TRAUTV. et MEY. 

和名 オガラパナ，ホザキカエデ

産地 針葉樹林に多し。

var. pilosum NAKAI 

和名 ウスゲオガラパナ

産地 林内に生ず。

52. Balsamenaceae 

Impatiens LINN. 

ツリフネソウ科

ツリフネソウ属

279. Impatiens noli-tangere LINN. 

和名 キツリフネ

産地 湿潤地に生ず。

280. Impatiens textori MIQ. 

和名 ツリフネソウ

産地 湿潤地に生ず。

53. Rhamnaceae 

Rhamnus LINN. 

クロウメモドキ科

クロウメモドキ属

281. Rhamnus japonica MAXIM. 

和名 クロウメモドキ

産地 林内に生ず。

54 . Vitaceae ブドウ科

i) Ampelopsis MICHX. ノブドウ属

282. Ampelopsis brevipedunculata TRAUTV. 

和名 ノブドウ

産地 林内に生ず。

ii) Vitis LINN. 

283. Vitis coignetiae PULLIAT 

和名 ヤマブドウ

産地 林内に生ず。

55 . Tiliaceae 

Tilia LINN. 

284. Tilia japonica SIMONKAI 

和名 シナノキ

産地 林内に生ず。

ブドウ属

シナノキ科

シナノキ属

285. Tilia maximowicziana SHlRASAWA 

和名 オオパボダイジュ

産地 林内に生ず。

var. yesoana T ATEWAKI 

和名 モイワボダイジュ

産地 林内に生ず。
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56 _ Actinidiaceae マタタビ科 産地 草原に生ず。

Actinidia LINDL. マタタピ属 298. Viola phalacrocarpa MAXIM. 

286. Actinidia arguta PLANCH. 和名 アカネスミレ

和名 サノレナシ 産地 草原に生ず。

産 地 林内に生ず。 299. Viola sachalinensis H. BOISS. 

287. Actinidia kolomikta MAXIM. 和名 アイヌタチツボスミレ

和 名 ミヤママタタビ 産地 林内に生ず。

産 地 林内に生ず。 300. Viola selkirkii PURSH 

57. Guttuerae オトギリソウ科 和名 ミヤマスミレ

i) Hypericum LINN. オトギリソウ属 産地 林内に生ず。

288. Hypericum ascyron LINN. var. variegata NAKAI 

和 名 トモエソウ 和名 フイリミヤマスミレ

産 地 林内に生ず。 産地 林内に生ず。

289. Hypericum erectum THUNB. 301. Viola vorecunda A. GRAY. 

和 名 オトギリソウ 和名 ツボスミレ

産 地 林内に生ず。 産地 湿潤地に生ず。

290. Hypericum kamtschaticum LEDEB. 59. Lythraceae ミソハギ科

和 名 イワオトギリ Lythrum LINN. ミソハギ属

産 地 草原(高地)に生ず。 302. Lythrum salicaria LINN. 

291. Hypericum miyabei KIMURA 和名 エゾミソハギ

和 名 トオゲオトギリ 産地 湿潤地に生ず。

産 地 草原に生ず。 帥. Onagraceae アカパナ科

ii) Triadenum RAFIN ミズオトギリ属 i) Circaea LINN. ミズタマソウ属

292. Triadenum japonicum MAKINO 303. Circaea alpina LINN. 

和名 ミズオトギリ 和名 ミヤマタニタデ

産 地 湿潤地に生ず。 産地 林内に生ず。

58 _ Violaceae スミレ科 304 . Circaea cordata ROYLE 

Viola LINN. スミレ属 和名 ウシタキソウ

293. Viola acuminata LEDEB. 産地 草原に生ず。

和 名 エゾノタチツボスミレ 305. Circaea erubescens FRANCH. et SAVAT. 

産 地 林内に生ず。 和名 タニタテe

294. Viola collina BESS. 産地 林内に生ず。

和名 マノレパケスミレ 306. Circaea mollis SIEB. et Zucc. 

産 地 広葉樹林に生ず。 和名 ミズタマソウ

295. Viola gripoceras A. GRA Y var. pubescens 産地 湿潤地に生ず。

NAKAI 307. Circaea quadrisulcata FRANCH. et 

和名 ケタチツボスミレ SAVAT. 

産 地 林内に生ず。 和名 ヤマタニタデ

296. Viola mandshurica W. BECKER 産地 林内に生ず。

和 名 スミレ ii) Epilobium LINN. アカパナ属

産 地 草原に生ず。 308. Epilobium angustifolium. LINN. 

297. Viola patrini DC. 和名 ヤナギラン

和名 シロパナスミレ 産地 二次林，路辺に生ず。
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309. Epilobium cephalostigma HAUSSKN. 

和 名 イワアカパナ

産 地 湿潤地に生ず。

310. Epilobium fauriei L~VEILL~ 

和 名 ヒメアカパナ

産 地 草原に生ず。

311. Epilobium glandulosum LEHMANN var. 

asiaticum HARA 

319. Kalopanax pictus NAKAI 

和名 ハリギリ，センノキ

産地 林内に生ず。

iv) Panax LINN. トチバニンジン属

320. Panax japonicus C. A. MEYER 

和名 トチパニンジン

産地 林内に生ず。

63. Umbelliferae セリ科

和 名 カラフトアカパナ i) Aegopodium LINN.エゾボウフウ属

産 地 湿潤地に生ず。 321. Aegopodium alpestre LEDEB. 

312. Epilobium palustre LINN. 和名 エゾボウフウ

和 名 ホソパアカパナ，ヤナギアカ 産地 林内に生ず。

バナ

産 地 湿潤地に生ず。

iii) Oenothera LINN. マツヨイグサ属

313. ・ωnotherabiennis LINN. 

和名 メマツヨイグサ

首)Angelica LINN. シシウド属

322. Angelica anomala LALLEMANT 

和名 エゾノヨロイグサ，エゾオオ

ヨロイグサ

産地 林内に生ず。

産 地 路辺に生ず。 323. Angelica genuflexa NUTT. 

61. Haloragaceae アリノトウグサ科 和名 オオバセンキュウ，エゾオオ

Myriophyllum LINN. フサモ属 パセンキュウ

314. Myriophyllum spicatum LINN. 

和名 ホザキノフサモ

産 地 水中に生ず。

62. Araliaceae ウコギ科

i)白 AcanthopanaxMIQ. ウコギ属

315. Acanthopanax sciadophylloides FRANCH. 

et SAVAT. 

和 名 コシアプラ

産 地 林内に生ず。

316. Acanthopanax senticosus HARMS 

和 名 エゾウコギ

産地 林内に生ず。

産地 湿潤地に生ず。

iii) Anthriscus HOFFM. シャク属

324. Anthriscus sylvestris HOFFM. 

和名 シャク，コジャク

産地 林内に生ず。

iv) Bupleurum LINN. ミシマサイコ属

325. Bupleurum longiradiatum TURCZ. var. 

breviradiatum FR. SCHM. 

和名 ホタルサイコ

産地 林内に生ず。

v) Cicuta LINN. ドクゼリ属

326. Cicuta virosa LINN. 

ii) Aralia LINN. タラノキ属 和名 ドクゼリ

317. Aralia cordata THUNB. 産地 水辺に生ず。

和名 ウド iv) Conioselinum FISCH. 

産 地 路辺に生ず。 ミヤマセンキュウ属

318. Aralia elata SEEMANN 327. Conioselinum filicinum HARA 

和名 タラノキ 和名 ミヤマセンキュウ

産 地 二次林に生ずo 産地 林内に生ず。

var. subinermis OHWI vii) Cryptotaenia OC. ミツパ属

和 名 メダラ 328. Cryptotaenia japonica HASSK. 

産 地 二次林に生ず。 和名 ミツパ

iii) Kalopanax MIQ. ハリギリ属
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xvii) Torilis SPRENG. ヤブジラミ属産 地 路辺に生ず。

iii) Heracleum LINN. 

329 _ Heracleum dulce FISCH. 

ハナウド属 338. Torilis japonica DC. 

和名 オオハナウド

産 地 路辺に生ず。

ix) Ligusticum LINN. マルバトウキ属

330. Ligusticum hultenii FERNALD 

和名 マルパトウキ

産 地 湖辺に生ず。

和名 ヤブジラミ

産地 路辺に生ず。

制 Cornaceae

Cornus LINN. 

339. Cornus canadensis LINN. 

和名 ゴゼンタチバナ

産地 針葉樹林に生ず。

ミズキ科

ミズキ属

x) Oenanthe LINN. セリ属 340. Cornus controversa HEMSL. 

331. Oenanthe javanica DC. 和名 ミズキ

和 名 セリ 産地 林内に生ず。

産 地 湿潤地，流畔に生ず。

xi) Osmorhiza RAFIN.ヤブニンジン属 Gamopetalae 合弁花類

332. Osmorhiza aristata MAKINO et Y ABE var. 65. Diapensiaceae イワウメ科

montana MAKINO i) Diapensia LINN. イワウメ属

和 名 ミヤマヤブニンジン，オナガ 341. Diapensia lapponica LINN. var. obovata 

ヤプニンジン FR. SCHM. 

産 地 林内に生ず。

xii) Peucedanum LINN. 

カワボウフウ属

333. Peucedanum terebintaceum FISCH. 

和 名 カワラボウフウ

産 地 岩地に生ず。

xiii) Pleurospermum HOFFM. 

オオカサモチ属

334. Pleurospermum camtschaticum HOFFM. 

和名 オオカサモチ，オニカサモチ

産 地 林内に生ず。

xiv) Sanicula LINN. ウマノミツバ属

335. Sanicula chinensis BUNGE 

和名 ウマノミツバ

産 地 林内に生ず。

xv) Supriopimpinella KITAGAWA 

カノツメソウ属

336. Supriopimpinella calycina KIT AGA W A 

和名 ダケゼリ，カノツメソウ

産 地 林内に生ず。

xvi) Tilingia REGELシラネニンジン属

337. Tilingia ajanensis REGEL 

和 名 チシマニンジン，シラネニン

和名 イワウメ

産地 高山帯の岩地に生ず。

ii) Shortia TORR. et GRAY 

イワウチワ属

342. Shortia soldanelloides MAKINO 

和名 イワカガミ

産地 湿潤な岩地に生ず。

備Pyrolaceae イチヤクソウ科

i) Chimaphila PURSHウメガサソウ属

343. Chimaphila japonica MIQ. 

和名 ウメガサソウ

産地 林内に生ず。

ii) Monotropastrum H. ANDR. 

ギンリョウソウ属

344. Monotropastrum globosum H. ANDR. 

和名 ギンリョウソウ，ユウレイタ

ケ

産地 林内に生ず。

iii) Pyrola LINN. イチヤクソウ属

345. Pyrola faurieana H. ANDR. 

和名 エゾイチヤクソウ，カラフト

イチヤクソウ

産地 林内に生ず。

ジン 346. Pyrola incarnata FISCH. 

産 地 草原(高山帯)に生ず。 和名 ベニパナイチヤクソウ
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産 地 林内に生ず。

347. Pyrola japonica KLENZE form. subaphyl-

la OHWI 

和名 ヒトツバイチヤクソウ

産 地 林内に生ず。

348. Pyrola renifolia MAXIM. 

和 名 ジンヨウイチヤクソウ

産 地 林内に生ず。

349. Pyrola secunda LINN. 

和 名 ヤマイチヤクソウ，コイチヤ

クソウ

産 地 林内に生ず。

67. Erieaeeae ツツジ科

i) Arcteria COVILLE 

356. Menziesia pentandra MAXIM. 

和名 コヨウラクツツジ

産地 林内に生ず。

泊i)Rhododendron LINN. ツツジ属

357. Rhododendron aureum GEORGI 

和名 キパナシャクナゲ

産地 高山帯に生ず。

358. Rhododendron brachycarpum D. DoN 

和名 ハクサンシャクナゲ

産地 林内に生ず。

var. roseum KOIDZ. 

和名 シロパナシャクナゲ，ウラゲ

ハグサンシャクナゲ

産地 林内に生ず。

コメパツガザクラ属 359. Rhododendron camtschaticum P ALL. 

350. Arcteria nana MAKINO 和名 エゾツツジ

和 名 コメバツバザクラ 産地 高山帯に生ず。

産 地 高山帯砂磯地に生ず。

ii) Cassiope D. DoN イワヒゲ属

351. Cassiope lycopodioides D. DoN 

和 名 イワヒゲ

産 地 高山帯岩地に生ず。

iii) Gaultheria LINN. シラタマノキ属

352. Gaultheria miqueliana T AKEDA 

和 名 シラタマノキ

産 地 高山帯に生ず。

iv) Ledum LINN. イソツツジ属

353. Ledum palustre LINN. var. yesoense 

NAKAI 

和名 エゾイソツツジ

産地 高山帯，ときに針葉樹林に生

ず。

v) Leucothoe I刷 イワナンテン属

354. Leucothoe grayana MAXIM. var. yezoen-

sis T ATEWAKI 

和名 エゾウラジロハナヒリノキ

産地 林内に生ず。

vi) Loiseleuria D回 V. ミネズオウ属

355. Loiseleuria procumbens DESV. 

和 名 ミネズオウ

産地 高山帯に生ず。

vu) Menziesia SMITH 

360. Rhododendron davuricum MAXIM. 

和名 エゾムラサキツツジ

産地 湖岸，岩地，針葉樹林に生ず。

361. Rhododendron tschonoskii MAXIM. 

和名 コメツツジ

産地 高地，岩地に生ず。

ix) Tripetaleia SIEB. et Zucc. 

ホツツジ属

362. Tripetaleia bracteata MA氾M.

和名 ミヤマホツツジ

産地 森林帯上部に生ず。

x) Vaccinium LINN. スノキ属

363. Vaccinium hirtum THUNB. 

和名 ウスノキ，カクミノスノキ

産地 針葉樹林に生ず。

364. Vaccinium ovalifolium ]. E. SMITH var. 

coriaceum H. BOISS. 

和名 エゾノクロウスゴ

産地 林内に生ず。

365. Vaccinium praestans LAMB. 

和名 イワツツジ

産地 針葉樹林に生ず。

366. Vaccinium quadripetalus GILIB. 

和名 ツルコケモモ

産地 湿原に生ず。

コヨウラクツツジ属 367. Vaccinium smallii A. GRAY 
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和名 オオバスノキ

産 地 針葉樹林に生ず。

368. Vaccinium uliginosum LINN. 

和名 クロマメノキ

産 地 高山帯に生ず。

369. Vaccinium vitis-idaea LINN. 

和名 コケモモ

産 地 高山帯ときに針葉樹林に生

ず。

68. Primulaeeae サクラソウ科

i) Cortusa LINN.サクラソウモドキ属

370. Cortusa matthioli LINN. var. yezoensis 

HARA 

和名 サクラソウモドキ

産 地 林内に生ず。

ii) Lysimachia LINN.オカトラノオ属

371. Lysimachia japonica THUNB. 

和名 コナスビ

産 地 路辺に生ず。

372. Lysimachia thyrsiflora LINN. 

和 名 ヤナギトラノオ

産 地 湿潤地に生ず。

373. Lysimachia 刊 19aris LINN. var. da刊・

rica R. KUNTH 

378. Fraxinus lanuginosa KOIDZ. 

和名 アオダモ，コバノトネリコ

産地 林内に生ず。

379. Fraxinus mandshurica RUPR. var. 

japonica MAXIM. 

和名 ヤチダモ

産 地 林内に生ず。

ii) Syringa LINN. 

380. Syringa reticulata HARA 

和名 ハシドイ

産地 林内に生ず。

69. Gentianaeeae 

i) Gentiana LINN. 

ハシドイ属

リンドウ科

リンドウ属

381. Gentiana triflora PALL. var. japonica 

HARA 

和名 エゾリンドウ

産地 林内に生ず。

var. montana HARA 

和名 エゾオヤマノリンドウ

産 地 林内に生ず。

382. Gentiana zo¥linger F A WCETT 

和名 フデリンドウ

産地 草原に生ず。

ii) Halenia BoRαCH. ハナイカリ属

和 名 クサレダマ 383. Halenia corniculata CORNAZ 

産 地 湿潤地に生ず。 和名 ハナイカリ

iii) Primula LINN. サクラソウ属 産地 草原に生ず。

374. Primula japonica A. GRA Y 

和 名 クリンソウ

産 地 湿潤地に生ず。

375. Primula jesoana MIQ. var. pubescens 

T AKEDA et HARA 

和 名 エゾオオサクラソウ

産 地 林内に生ず。

376. Primula modesta BISSET et MOORE 

和 名 ユキワリソウ

産 地 草原に生ず。

iv) Trientalis LINN. ツマトリソウ属

377. Trientalis europaea LINN. 

和名 ツマトリソウ

産 地 林内に生ず。

69. OIeaeeae モクセイ科

iii) Swertia LINN. センブリ属

384. Swertia tetrapetala P ALL. 

和名 チシマセンブリ

産地 草原に生ず。

71. Aselepiadaeeae カガイモ科

i) Cynanchum LINN. カモメヅル属

385. Cynanchum caudatum MAXIM. 

和名 イケマ

産地 林内に生ず。

ii) Metaplexis R. BR. カガイニE属

3踊 Metaplexisjaponica MAKINO 

和名 ガガイモ

産地 林内に生ず。

72. Convolvulaeeae ヒルカゃオ科

Calystegia R. BR. ヒルガオ属

i) Fraxinus LINN. トネリコ属 387. Calystegia japonica CHOISY 
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和名 ヒルガオ 産地 林内に生ず。

産 地 路辺に生ず。 iv) Galeopsis LINN. 

388. Calystegia sepium R. BR. var. ameri- チシマオドリコソウ属

cana勘lATSUDA 397. Galeopsis bifida BoENN. 

和 名 ヒロハヒルガオ 和名 チシマオドリコソウ，イタチ

産 地 路辺に生ず。 ジソ

73. Borraginaceae ムラサキ科 産地 路辺に生ず。

i) Cynoglossum LINN. v) Glecoma LINN. カキドオシ属

オオルリソウ属 398. Glecoma hederacea LINN. var. grandis 

389. Cynoglossum aspeロmumNAKAI Ku∞ 
和 名 オニルリソウ 和名 カキドオシ

産 地 路辺に生ず。 産地 路辺に生ず。

ii) Mertensia ROTH vi) Lycopus LINN. シロネ属

ハマベンケイソウ属 399. Lycopus lucidus TURCZ. 

390. Mertensia pterocarpa T ATEW AKI et OHWI 和名 シロネ

var. yezoensis T ATEWAKI et OHWI 産地 湿潤地に生ず。

和 名 エゾルリソウ

産 地 草原に生ず。

iii) Myosotis LINN. ワスレナグサ属

391. Myosotis sylvatica HOFFM. 

和 名 ェゾムラサキ

産 地 湿潤地に生ず。

73. Labiatae シソ科

i) Agastache CLA YTONカワミドリ属

392. Agastache rugosa O. KUNTZE form. 

hypoleuca KUDO 

和 名 キタカワミドリ

産 地 林内に生ず。

400. Lycopus maackianus MAKlNO 

和名 ヒメシロネ

産残 湿潤地に生ず。

401. Lycopus ramosissimus MAKlNO 

和名 コシロネ，イヌシロネ

産地湿潤地に生ず。

402. Lycopus unit10rus MICHX. 

和名 エゾシロネ

産地 湿潤地に生ず。

吋)Mentha LINN. ハッカ属

403. Mentha arvensis LINN. var. piperacens 

MALINVAUD 

u) Ajuga LINN. キランソウ属 和名 ハッカ

393. Ajuga yesoensis MAXIM. 産地 湿潤地に生ず。

和 名 ニシキゴロモ 泊j)Mosla HAMILT. イヌコウジュ属

産 地 林内に生ず。 404. Mosla japonica MAXIM. 

iii) Clinopodinm LINN. トウバナ属 和名 ヤマシソ

394. Clinopodium chinense O. KUNTZE var. 

parvit10rum Ku∞ 
和 名 クルマバナ

産 地 草原に生ず。

395. Clinopodium gracile O. KUNTZE var. 

sachalinense OHWI 

和 名 ミヤマトウパナ

産 地 林内に生ず。

396. Clinopodium micrantha HARA 

和 名 イヌトウバナ

産地 温泉湧出地に生ず。

ix) Nepeta LINN. イヌハッカ属

405. Nepeta subsessilis MAXIM. var. yesoen-

sis FRANCH. et SAVAT. 

和名 エゾミソガワソウ

産地 林内に生ず。

x) Prunella LINN. ウツボグサ属

406. Prunella vulgaris LINN. var. aleutica 

FERN. 

和名 ミヤマウツボグサ
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産 地 草原に生ず。

xi) Scutellaria LINN. タツナミソウ属

407. Scutellaria dependens MAXIM. 

和名 ヒメナメキ

産 地 林内に生ず。

415. Euphrassia maximowiczii WETTST. var. 

yezoensis HIBA 

和名 エゾコゴメグサ

産地 草原に生ず。

ii) Mazus LθUR. サギゴケ属

408. Scutellaria pekinensis MAXIM. var. ussu・ 416. Mazus japonicus O. KUNTZE 

riensis HAND.-MAZZ. 和名 トキワハゼ

和名 エゾタツナミソウ

産 地 林内に生ず。

409. Scutellaria strigillosa HEMSL. 

和名 ナミキソウ

産 地 草原に生ず。

var. yezoensis KITAMURA 

和 名 エゾナミキ，オオナミキ

産 地 湿潤地に生ず。

xii) Stachys LINN. イヌゴマ属

410. Stachys japonica MIQ. var. intermedia 

OHWI 

和名 イヌコ・マ

産 地 草原に生ず。

var. villosa OHWI 

和 名 シラネイヌゴマ

産 地 草原に生ず。

xiii) Teucrium LINN. ニガクサ属

411. Teucrium veronicoid白 MAXIM.

和名 エゾニガグサ，ヒメニガクサ

産 地 林内に生ず。

xiv) Thymus LINN. 

イプキジャコウソウ属

412. Thymus quiquecostatus L:ELAK. 
和 名 イプキジャコウソウ

産 地 岩地に生ず。

74. Solanaceae ナス科

Solanum LINN. ナス属

413. Solanum megacarpum KOIDZ. 

和名 オオマルパノホロシ，マルパ

ノホロシ

産 地 路辺に生ず。

414. Solanum nigrum LINN. 

和 名 イヌホオズキ

産 地 路辺に生ず。

75. Serophulariaeeae コ・7 ノハグサ属

i) Euphrassia LINN. コゴメクサ属

産地 草原に生ず。

iij) Mimulus LINN. ミゾホウズキ属

417. Mimulus nepalensis BENTH. var. 

japonica MIQ. 

和名 ミゾホウズキ

産地 湿潤地に生ず。

iv) Pedicularis LINN. シオカeマ属

418. Pedicularis chamissonis STEV. var. 

japonica MAXIM. 

和名 ョツパシオガマ

産地 草原に生ず。

419. Pedicularis resupinata LINN. 

和名 シオガマギク

産地 草原に生ず。

var. caespitosa KOIDZ. 

和名 トモエシオガマ

産地 草原に生ず。

v) Pentstemon MITCHELI 

イワプクロ属

420. Pentstemon frutescens LAMB. 

和名 イワプクロ，タルマイソウ

産 地 高山帯砂E築地に生ず。

vj) Veronica LINN. クワガタソウ属

421. Veronica americana SCHWEIN. 

和名 エゾノカワジサ

産地 流畔に生ず。

422. Veronica schmidtiana REGEL 

和名 キクパクワガタ

産地 岩地に生ず。

423. Veronica tenella ALL. 

和名 テングクワガタ

産地 草原に生ず。

76. Lentibulariaceae タヌキモ科

Utricularia LINN. タヌキモ属

424. Utricularia japonica MAKINO 

和名 タヌキモ
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産地 水中に生ず。

77. Phrymaceae 

Phryma LINN. 

ハエドクソウ科

ハエドクソウ属

425. Phryma leptostachya LINN. var. asiatica 

HARA 

和 名 ハエドクソウ

産 地 林内に生ず。

78. Plantaginaceae オオパコ科

Plantago LINN. オオパコ属

426. Plantago asiatica LINN. 

和 名 オオバコ

産 地 路辺に生ず。

427. Plantago camtschatica CHAM. 

和名 エゾオオバコ

産 地 草原に生ず。

428. .Plan匂golanceolata LINN. 

和名 へラオオバコ

産 地 路辺に生ず。

79. Rubiaceae アカネ科

i) Asperula LINN. クルマパソウ属

429. Asperula odorata LINN. 

和名 クノレマパソウ

産 地 林内に生ず。

産地 湿潤地に生ず。

435. Galium triftoriforme KOMAR. 

和名 オククルマムグラ

産地 林内に生ず。

436. Galium verum LINN. var. trachycarpum 

DC. 

和名 エゾカワラマツパ

産地 草原に生ず。

80. Caprifoliaceae スイカズラ科

i) Linnaea GRONOV. リンネソウ属

437. Linnaea borealis LINN. 

和名 リンネソウ

産地 ハイマツ林に生ず。

ii) Lonicera LINN. スイカズラ属

438. Lonicera alpigena LINN. var. glehnii 

NAKAI 

和名 エゾヒョウタンボク，オオパ

フシタマ

産地 林内に生ず。

439. Lonicera caerulea LINN. var. emphyl・

localyx NAKAI 

和名 クロミノウグイスカズラ

産地 林内に生ず。

u) Galium LINN. ヤエムグラ属 440. Lonicera chamissoi BUNGE 

430. Galium boreale LINN. var. kamtscha- 和名 チシマヒョウタンボク

ticum MA氾M. 産地 上部林地に生ず。

和名 エゾキヌタソウ

産 地 林内に生ず。

431. Galium kamtschaticum STELLER 

和 名 エゾノヨツバムグラ

産 地 林内に生ず。

var. acutifolium HARA 

和 名 オオパノヨシパムグラ

産 地 林内に生ず。

432. Galium paradoxum MAXIM. 

和名 ミヤマムグラ

産 地 林内に生ず。

433. Galium pseudo-asprellum MAKINO 

和 名 オオパノヤエムグラ

産地 林内に生ず。

434. Galium trifidum LINN. var. brevipedun-

culatum REGEL 

和名 ホソバノヨツパムグラ

441. Lonicera chrysantha TURCZ. 

和名 ネムロブ、ンダマ

産地 林内に生ず。

442. Lonicera sachalinensis NAKAI 

和名 ベニパナヒョウタンボク

産地 林内に生ず。

iii) Sambucus LINN. ニワトコ属

443. Sambucus sieboldiana BLUME var. 

miquelii HARA 

和名 ェゾニワトコ

産地 林内に生ず。

iv) ViburτlUm LINN. ガマズミ属

444. Vibumum furcatum BLUME 

和名 オオカメノキ，ムシカリ

産地 林内に生ず。

445. Vibumum wrightii MIQ. 

和名 ミヤマガマズミ
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産 地 林内に生ず。

v) Weigela THUNB. タニウツギ属

446. Weigela middendorfiana K. KOCH 

和名 ウコンウツギ

産 地 上部林地に生ず。

81. Adoxaceae レンプクソウ科

Adoxa LINN.レンブクソウ属

447. Adoxa moschatellina LINN. 

和名 レンプクソウ

産 地 林内に生ず。

82. Valerianaceae 

Patrinia Juss. 

オミナエシ科

オミナエシ属

448. Patrinia scabiosaefolia FISCH. 

和名 オミナエシ

産 地 草原に生ず。

449. Patrinia villosa Juss. 

和名 オトコエシ

産 地 林内に生ず。

回 Cucurbitaceae ウリ科

Schizopepon MAXIM.ミヤマニガウリ属

450. Schizopepon bryoniaefolius MAXIM. 

和名 ミヤマニガウリ

産 地 林内に生ず。

84. Campanulaceae キキョウ科

i) Adenophora FISCH. 

ツリガネニンジン属

451. Adenophora triphylla A. DC var. 

hakusanensis HARA 

和 名 ハクサンシヤジン

産 地 高所に生ず。

産地 林内に生ず。

iv) Lobelia LINN. ミゾカクシ属

455. Lobelia sessilifolia LAMB. 

和名 サワギキョウ

産地 湿潤地に生ず。

v) Peracarpa H∞K. fil. et THOMS. 

タニギキョウ属

456. Peracarpa carnosa Hα)1(. fil. et THOMS. 

var. circaeoides MAKINO 

和名 タニギキョウ

産地 林内に生ず。

85. Com抑 sitae キク科

i) Achillea LINN.ノコギリソウ属

457. Achillea ptarmica LINN. var. macro-

cephala OHWI 

和名 エゾノコギリソウ

産地 草原に生ず。

458. Achillea sibirica LEDEB. 

和名 ノコギリソウ

産地 草原に生ず。

ii) Adenocaulon H∞K. ノプキ属

459. Adenocaulon himalaicum DEGEW. 

和名 ノプキ

産地 林内に生ず。

iij) Anaphalis DC. ヤマハノ、コ属

460 . Anaphalis margaritacea BENTH. et 

HOOK.創.var. angustior NAKAI 

和名 ヤマハハコ

産 地 乾燥地に生ず。

iv) Antennaria GAERTN. 

var. japonica HARA エゾノチチコグサ属

和 名 ツリガネニンジン 461. Antennaria dioica GARTH. 

産 地 草原に生ず。 和名 エゾノチチゴグサ

ii) Campanula LINN. キキョウ属 産地 草原に生ず。

452. Campanula lasiocarpa CHAM. 

和名 イワギキョウ

産 地 高地に生ず。

453. Campanula chamissonis FE.∞ROV 

和名 チシマギキョウ

産 地 高山帯に生ず。

iij) Codonopsis W ALL.ツルニンジン属

454. Codonopsis ussuriensis HEMSL. 

v) Artemisia LINN. 

462. Artemisia japonica THUNB. 

和名 オトコヨモギ

産地 草原に生ず。

463. Artemisia keiskeana MIQ. 

和名 イヌヨモギ

産地 岩上に生ず

464. Artemisia koidzumii N AKAI 

ヨモギ属

和名 パアソブ 和名 オオワタヨモギ，ヒロウラジ
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ロヨモギ 475. Cirsium pendulum FISCH. 

産 地 草原に生ず。 和名 タカアザミ

var. tsuneoi KITAMURA 産地 草原に生ず。

和名 マシュウヨモギ 476. Cirsium perplexissimum KITAMURA 

産 地 草原に生ず。 和名 マヨワセアザミ

465. Artemisia montana PAMPAN. 産地 林内に生ず。

和 名 エゾヨモギ xi) Erigeron LINN. ムカシヨモギ属

産 地 林内に生ず。 477. Erigeron acris LINN. 

vj) Aster LINN. シオン属 和名 エゾムカシヨモギ

466. Aster glehnii FR. ScHM. 

和名 エゾゴマナ

産 地 路辺に生ず。

467. Aster scaber THUNB. 

和名 シラヤマギグ

産 地 草原に生ず。

vij) Bidens LINN. センダングサ属

468. Bidens radiata THUlLL. var. pinnatifida 

KITAMURA 

和名 エゾノトウコギ

産 地 湿潤地に生ず。

v温)Carpesium LINN. ヤプタバコ属

469. Carpesium triste MAXIM. 

和名 ミヤマヤブタバコ

産地 林内に生ず。

ix) Cacalia LINN. コウモリソウ属

470. Cacalia auriculata DC. var. kamtscha-

tica MATSUM. 

和名 ミミコウモリ

産 地 林内に生ず。

471. Cacalia hastata LINN. var. orientalis 

OHWI 

和名 ョブスマソウ

産地 林内に生ず。

x) Cirsium ADANS. アザミ属

472. Cirsium heiianum KOlDz. 

和 名 ェゾヤマアザミ

産 地 路辺，針葉樹林に生ず。

473. Cirsium kamtschaticum LEDEB. 

和 名 チシマアザミ，エゾアザミ

産地 林内に生ず。

474. Cirsium pectinellum A. GRAY 

和 名 エゾノサワアザミ

産 地 湿潤地に生ず。

産地 草原に生ず。

478. Erigeron canadensis LINN. 

和名 ヒメムカシヨモギ

産地 路辺，焼跡に生ず。

xii) Eupatorium LINN. フジバカマ属

479. Eupatorium chinense LINN. var. sacha・

linense KIT AMURA 

和名 ヨツパヒヨドリ

産地 草原に生ず。

var. simplicifolium KITAMURA 

和名 ヒヨドリパナ

産地 草原に生ず。

xiii) Gnaphalium LINN. ハハコグサ属

480. Gnaphalium uliginosum LINN. 

和名 ヒメチチコク・ザ，エゾノハハ

コグサ

産地 路辺に生ず。

xiv) Hieracium LINN. 

ミヤマコウゾリナ属

481. ・HieraciumaurantおcumLINN. 

和名 コウリンタンポポ，エフデン

タンポポ

産地 路辺に生ず。

482. Hieracium umbellatum LINN. var. 

japonicum HA貼

和名 ヤナギタンポポ

産地 路辺に生ず。

xv) Hypochoerin LINN. 

エゾコウゾザナ属

483. ・Hypochoerisradicata LINN. 

和名 ブタナ，タンポポモドキ

産地 路辺に生ず。

xvi) Inula LINN. オグルマ属

484. Inula britannica LINN. var. chinensis 
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REGEL 

和 名 オグルマ

産 地 草原に生ず。

xxiv) Saussurea DC. トウヒレン属

493. Saussurea riederi HERDER var. yezoensis 

MAXIM. 

xvii) Ixeris CASS. ニガナ属 和名 ナカーパキタアザミ

485. Ixeris dentata NAKAI 

和名 ニガナ

産 地 草原に生ず。

var. alpicola OHWI 

和 名 タカネニガナ

産 地 高山帯に生ず。

xviii) Lactuca LINN. アキノノゲシ属

486. Lactuca indica LINN. var. laciniata 

HARA form. indivisa HARA 

和 名 ホソパアキノノゲシ

産 地 路辺に生ず。

487. Lactuca raddeana MAXIM. var. elata 

KITMURA 

和名 ヤマニガナ

産 地 林内に生ず。

xix) Leibnitzia CASS. センボンヤリ属

488. Leibnitzia anandria N AKAI 

和名 センボンヤリ，ムラサキタン

ポポ

産地 草原に生ず。

xx) Ligularia CASS. メタカラコウ属

489. Ligularia hodgsonii Hα)K.fil. 

和名 トウゲブキ，エゾタカラコウ

産 地 草原に生ず。

xxi) Leontopodium R. BR. 

ウスユキソウ属

490. Leontopodium discolor BEAUVERD 

和名 エゾウスユキソウ

産 地 草原(高山帯)に生ず。

xxii) Petasites HILL フキ属

491. Petasites japonicus MAXIM. var. gigan-

teus HORT. 

和 名 アキタプキ，オオブキ

産 地 林内に生ず。

xxiii) Picris LINN. コウゾリナ属

492. Picris hieracioid白 LINN.var. glabresc-

ens OHWI 

和 名 コウゾリナ

産 地 草原，路辺に生ず。

産地 草原に生ず。

xxv) Senecio LINN. キオン属

494. Senecio cannabifolius LESS. 

和名 ハンゴンソウ

産地 林内に生ず。

495. Senecio nikoensis MIQ. 

和名 サワギク

産地 林内に生ず。

xxvi) Solidago LINN.アキノキリンソ

ウ属

496. Solidago virga-aurea LINN. var. leio・

carpa MIQ. 

497 

498 

和名 コガネギグ， ミヤマアキノキ

リンソウ

産地 草原に生ず。

xxvii) Sonchus LINN. ハチジョウナ属

Sonchus asper HILL 

和名 オニノゲシ

産地 路辺に生ず。

xxviii) Taraxacum WIGGERS 

タンポポ属

・Taraxacumoffici・naleWEBER 

和名 セイヨウタンポポ

産地 路辺に生ず。

xix) Y oungia CASS. オニタビラコ属

499. Y oungia denticulata KIT AMURA 

和名 ヤクシソウ

産地 林内に生ず。

450. Y oungia japonica DC. 

和名 オニタビラコ

産地 草原に生ず。

MONOCOTYLEDONEAE 単子葉植物

舗. Typhaceae 

Typha LINN. 

501. Typha latifolia LINN. 

和名 ガマ

産地 水辺に生ず。

ガマ科

カ酔マ属
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87. Sparganiaeeae ミグリ科

Sparganium LINN. ミクリ属

502. Sparganium stolonifera HAMILT. 

和 名 ミクリ

産地 水辺に生ず。

503. Sparganium glomeratum LA酪 TAND.

和名 タマミクリ

産 地 沼沢に生ず。

88. Potamogetonaeeae ヒルムシロ科

Potamogeton LINN. ヒルムシロ属

504. Potamogeton alpinus BALBIS 

和名 ホソバヒルムシロ

産 地 水中に生ず。

505. Potamogeton heterophyllus SCHREB. 

和 名 エゾノヒルムシロ

産 地 水中に生ず。

506. Potamogeton perfoliatus LINN. 

和 名 ヒロハノエピモ

産 地 水中に生ず。

507. Potamogeton praelongus WULF. 

和名 ナガパェピモ

産 地 水中に生ず。

508. Potamogeton berchtoldii FIEBER 

和名 イトモ

産 地 水中に生ず。

509. Potamogeton compressus LINN. 

和 名 エゾヤナギモ

産 地 水中に生ず。

510. Potamogeton maackianus A. BENN. 

和名 センニンモ

産地 水中に生ず。

511. Potamogeton pectinatus LINN. 

和名 リュウノヒゲモ

産地 水中に生ず。

89. N ajadaeeae 

Najas LINN. 

512. Najas marina LINN. 

和 名 イバラモ

産地 水中に生ず。

側. Alismataeeae 

Alisma LINN. 

イパラモ科

イパラモ属

オモダカ科

サジオモダカ属

513. Alisma plantago-aquatica LINN. 

和名 サジオモダカ

産地 湿潤地に生ず。

91. Hydroeharitaeeae トチカガミ科

i) Hydrilla RICHARD グロモ属

514. Hydrilla verticillata CASP. 

和名 クロモ

産地 水中に生ず。

u) Vallisneria LINN. セキショウモ属

515. Vallisneria asiatica MIKI 

和名 セキショウモ

産地 水中に生ず。

92. Gramineae イネ科

i) Achnatherum P. BEAUV. 

ハネガヤ属

516. Achnatherum pekinense OHWI 

和名 ハネガヤ

産地 林内に生ず。

ii) Agrostis LINN. コヌカグサ属

517. Agrostis alba LINN. 

和名 コヌカグサ

産地 路辺に生ず。

518. Agrostis clavata TRIN. 

和名 ヤマヌカポ

産地 林内に生ず。

519. Agrostis ftaccida HACK. 

和名 ミヤマヌカポ

産地 高地に生ず。

520. Agrostis scabra WILLD. 

和名 エゾヌカボ

産地 草原に生ず。

iii) Alopeculus LINN. 

スズメノテッポウ属

521. Alopeculus a問 ualisSOBOL. var. 

amurensis OHWI 

和名 スズメノテッポウ

産地 草原に生ず。

v) Arundianella RADDI トダシパ属

522 _ Arundinella hirta C. T ANAKA 

和名 トダシパ

産地 草原に生ず。

var. kutcharensis TATEWAKI 

和名 クチャロトダシパ

産地温泉付近に生ず。

iv) Avena LINN. カラスムギ属
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523. Avena sativa LINN. 

和名 カラスムギ

産 地 路辺に生ず。

vij) Beckmannia HOST ミノゴメ属

524. Beckmannia syzigachne FERNALD 

和名 ミノゴメ，カズノコグサ

産 地 湿潤地に生ず。

v溢)Brachypodium P. BEAUV. 

ヤマカモジグサ属

525. Brachypodium sylvaticum P. BEAUV. 

和名 ヤマカモジグサ

産 地 林内に生ず。

ix) Bromus LINN.スズメノチャヒキ属

526. Bromus pauciflorus HACK. 

和名 キツネガヤ

産 地 林内に生ず。

527. Bromus yezoensis OHWI 

和 名 クシロチャヒキ

産 地 林内，路辺に生ず。

x) Brylkinia FR. SCHM. 

ホガエリガヤ属

528. Brylkinia caudata FR. SCHM. 

和名 ホガエリガヤ

産地 林内に生ず。

xi) Calamagrostis ADANS. 

ノガリヤス属

529. Calamagrostis langsdor侃iTRlN. 

和名 イワノガリヤス，ネムロガヤ

産 地 草原に生ず。

530. Calamagrostis epigeios ROTH. 

和 名 ヤマアワ

産地 草原に生ず。

531. Calamagrtstis hakonensis FRANCH. et 

SAVAT. 

和名 ヒメノガリヤス

産 地 林内に生ず。

産地 林内に生ず。

xiii) Cynodon RICHARDギョウギシパ属

534. Cynodon dactylon PERS. 

和名 ギョウギシパ

産地 噴気孔付近に生ず。

xiv) Dactylis LINN. カモガヤ属

535. Dactylis glomerata LINN. 

和名 カモガヤ

産地 路辺に生ず。

xv) Deschampsia BEAUV.コメススキ属

536. Deschampsia flexuona TRIN. 

和名 コメススキ

産地 高山帯に生ず。

xvi) Diarrhena BEAUV. タツノヒゲ属

537. Diarrhena japonica FRANCH. et SAVAT. 

和名 タツノヒゲ

産地 林内に生ず。

xvii) Digitaria HALLER メヒシパ属

538. Digitaria adscendens HENR. 

和名 メヒシバ

産地 噴気孔付近に生ず。

xviii) Echinochloa BEAUV. ヒエ属

539. Echinochloa erus-galli BEAUV. 

和名 イヌエビ

産地 湿潤地に生ず。

xix) Elymus LINN. エゾムギ属

540. Elymus dahuricus TURCZ. 

和名 ハマムギ

産地 湖畔に生ず。

541. Elymus sibiricus LINN. 

和名 エゾムギ

産地 湖畔に生ず。

xx) Eragrostis BEAUV. スズメガヤ属

542. Eragrostis pilosa P. BEAUV. 

和名 オオニワホコリ

産地 噴気孔付近に生ず。

532. Calamagrostis sachalinensis FR. SCHM. xxi) Festuca LINN. ウシノケグサ属

和名 タカネノガリヤス，オノエガ 543. Festuca extremiorientalis OHWI 

リヤス 和名オオトボシガラ，オニトボシ

産 地 高山帯岩地に生ず。 ガラ

xii) Cinna LINN. フサガヤ属 産地 林内に生ず。

533. Cinna latifolia GRlSEB. 544. Festuca ovina LINN. 

和 名 フサガヤ 和名 ウシノケグサ
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産 地 路辺に生ず。 555. Orthoraphium coreanum OHWI var. 

xxii) Hierochloe R. BR. コウボウ属 kengii OHWI 

545. Hierochloe odorata P. BEAUV. var. 和名 ヒロハノネガヤ

pubescens KRYLοv 産地 草原に生ず。

和名 コウボウ xxix) Panicum LINN. キビ属

産 地 乾燥地に生ず。 55.. Panicum bisulcatum THUNB. 

xxiii) Glyceria R. BR. 和 名 ヌカキビ

ドジョウツナギ属 産地 林内に生ず。

546. Glyceria alnasteretum KOMAR. xxx) Phalaris LINN. クサヨシ属

和名 ミヤマドジョウツナギ 557. Phalaris arnudinacea LINN. 

産 地 湿潤地に生ず。 和 名 クサヨシ

547. Glyceria depauperata OHWI var. infirma 産地 湿潤地に生ず。

OHWI xxxi) Phleum LINN. アワガエリ属

和 名 ウキガヤ 558 *Phleumρratense LINN. 

産 地 水辺に生ず。 和名 オオアワカeエリ，チモシー

548. Glyceria leptolepis OHWI 産地 路辺に生ず。

和 名 ヒロハノドジョウツナギ xxxii) Phragmites ADANS. ヨシ属

産 地 水辺に生ず。 559. Phragmites communis TRIN. 

xxiv) Isachne R. BR. チゴザサ属 和名 ヨシ

549. Isachne globosa O. KUNTZE 産地 水辺，沼地に生ず。

和 名 チゴザサ xxxiii) Poa LINN. イチゴツナギ属

産 地 草原に生ず。 560. Poa nemoralis LINN. 

xxv) Leersia Sw AR官サヤヌカグサ属 和名 タチイチゴツナギ

550. Leersia oryzoides SWARTZ 産地 路辺に生ず。

和名 エゾノザヤヌカグサ 561. *PoaρIratensis LINN. 
産 地 林内に生ず。 和名 ナガハグサ

551. Melica natans LINN. 産地 路辺に生ず。

和名 コメガ「ヤ 562. Poa sphondylodes TRIN. 

産 地 林内に生ず。 和名 イチゴツナギ

xxvi) Miscanthus ANDERSS. ススキ属 産地 路辺に生ず。

552. Miscanthus sinensis ANDERSS. xxxiv) Sasa MAKINO et SHIBATA 

和 名 ススキ ササ属

産地 草原に生ず。 563. Sasa apoiensis NAKAI 
xxvii) Muehlenbergia STEUD.. 和名 エゾミヤコザサ

ネズミガヤ属 産地 林内に生ず。

553. Muehlenbergia hakonensis MAKINO 564. Sasa senanensis REHD. 
和 名 タチネズミガヤ 和名 クマイザサ

産 地 林内に生ず。 産地 林内に生ず。

554. Muehlenbergia japonica STEUD. xxxv) Setaria BEAUV.エノコログサ属

和 名 ネズミガヤ 565. Setaria glauca BEAUV. 

産 地 林内に生ず。 和名 キンエノヨロ

xxviii) Orthoraphium NEES 産地 草原に生ず。

ヒロハノネガヤ属 566. Setaria viridis BEAUV. 
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和 名 エノコログサ 産地 湿潤地に生ず。

産 地 温泉湧出地に生ず。 577 . Carex capiI1acea B∞TT 

var. purpurasc四 SMAXIM. 和名 ハリガネスゲ

和名 ムラサキエノコログサ 産地 湿潤地に生ず。

産地 草原に生ず。 578. Carex caryophyllea LATOUR. var. micro-

xxxvi) Schizachne HACK. tricha OHWI 

フォーリガヤ属 和名 チャシパスゲ

567. Schizachne purpurascens SWALLEN 産地 林内に生ず。

和 名 フォーリーガヤ 579. Carex cyperoiden LINN. 

産 地 林内に生ず。 和名 カヤツリスゲ

xxxvii) Spodiopogon T悶 N. 産地 湿潤地に生ず。

オオアプラススキ属 580. Carex dispalata B∞TT 

568. Spodiopogon sibiricus TRIN. 和名 カサスゲ

和名 オオアプラススキ 産地 湿潤地に生ず。

産 地 草原に生ず。 581. Carex drymophila TURCZ. var. abbrev-

xxxviii) Torreychloa CHURCH iata OHWI 

ハイドジョウツナギ属 和名 アカンカサスゲ

569. Torreyochloa natans CHURCH 産地 湿潤地に生ず。

和名 ホソパドジョウツナギ 582. Carex hakonensis FRANCH. et SAVAT. 

産 地 水辺に生ず。 和名 コハリスゲ

93. Cyperaceae カヤツリグサ科 産地 湿潤地に生ず。

i) Carex LINN. スゲ属 583. Carex incisa Bα)TT 

570. Carex albata B∞TT 和名 カワラスゲ，タニスゲ

和名 ミノボロスゲ 産地 湿潤地に生ず。

産 地 湿潤地に生ず。 584. Carex japonica THUNB. 

571. Carex aphanolepis FRANCH. et SAVAT. 和名 ヒゴクサ

和 名 エナシヒゴグサ，サワスゲ， 産地 林内に生ず。

産 地 湿潤地に生ず。 585. Carex lanceolata B∞TT 

572. Carex arenicola FR. SCHM. 和名 ヒカゲスゲ

和 名 クロカワズスゲ 産地 林内に生ず。

産 地 草原に生ず。 586. Carex limosa LINN. 

573. Carex augustinowiczii MEINSH. 和名 ヤチスゲ

和 名 エゾアゼスゲ，ヒラギシスゲ， 産地 湿潤地に生ず。

ヤチボウズ 587. Carex loliacea LINN. 

産 地 湿潤地に生ず。 和名 アカンスゲ

574. Carex breviculmis R. BR. 産地 雌阿寒岳に生ず。

和 名 アオスゲ 588. Carex longerostrata C. A. MEY. 

産 地 林内に生ず。 和名 ヒエスゲ，マツマエスゲ

575. Carex cane民 ensLINN. 産地 林内に生ず。

和名ハク サンスゲ 589. Carex lyngbyei HORNEM. 

産地湿潤地に生ず。 和名 カラメスケ'

576. Carex capricornis MEISH. 産地 湿潤地に生ず。

和 名 ジョウロウスゲ 590. Carex middendorffii FR. SCHM. 
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和 名 ホロムイスゲ 産地 湿潤地に生ず。

産 地 湿原に生ず。 604. Carex sciderosticta HANCE 

591. Carex mertensii PERS. var. urostachys 和名 タカ'ネソウ

KUEKENTH. 産地 林内に生ず。

和名 キンチャクスゲ 605. Carex sabynensis LESS. 

産 地 高地に生ず。 和名 カミカワスゲ

592. Carex mollicula BOOTT 産地 林内に生ず。

和 名 ヒメシラスゲ 606. Carex scita MAXIM. 

産 地 林内に生ず。 和名 マシケスゲ

593. Carex oligosperma MICHX. 産地 高地に生ず。

和 名 ホロムイクグ 607. Carex sachalinensis FR. SCHM. 

産 地 湿潤地に生ず。 和名 ゴンゲンスゲ

594. Carex oxyandra KUDO 産地 林内に生ず。

和 名 ヒメスゲ 608. Carex thunbergii STEUD. 

産 地 高山帯に生ず。 和名 アゼスゲ

595. Carex omiana FRANCH. et SAVAT. 産地 湿潤地に生ず。

和名 カワズスゲ 609. Carex uda MA氾 M.

産 地 湿潤地に生ず。 和名 オオハリスゲ

596. Carex pallida C. A. MEY. 産地 湿潤地に生ず。

和名 ウスイロスゲ，エゾカワスゲ 610. Carex vesicaria LINN. 

産 地 湿潤地に生ず。 和名 オニナルコスゲ

597 . Carex parciftora BOOTT 産地 湿潤地に生ず。

和 名 グレーンスゲ 611. Carex viridula MICHX. 

産 地 林内に生ず。 和名 エゾサワスゲ

598. Carex pilosa ScoP. 産地 林内に生ず。

和 名 サッポロスゲ，ハナマガリス ii) Cyperus LINN. カヤツリグサ属

ゲ 612. Cyperus brevifolius HASSK. var. leiole・

産 地 林内に生ず。 pis T. KOYAMA 

599. Carex pseudo-cyperus LINN. 和名 ヒメクグ

和 名 クグスゲ 産地 湿潤地に生ず。

産 地 湿潤地に生ず。 613. Cyperus orthostchys FRANCH. et SAVAT. 

600. Carex pseudo-loliacea FR. SCHM. 和名 ウシクグ

和 名 ヒロハイツポンスゲ，オオツ 産地 湿潤地に生ず。

ルスゲ 614. Cyperus sanguinolentus VAHL. 

産 地 沼地に生ず。 和名 カワラスガナ

601. Carex remotiuscula W AHLENB. 産地 湿潤地に生ず。

和 名 イトヒキスゲ iii) Eleocharis R. BR. ハリイ属

産 地 林内に生ず。 615. Eleocharis acicularis ROEM. et SHULT. 

602. Carex rhynchophysa C. A. MEY. var. longiseta SVENSON 

和 名 オオカサスゲ 和名 マツパイ

産 地 湿潤地に生ず。 産地 湿潤地に生ず。

603. Carex stipata MUHL. 616. Eleocharis mamillata LINDL. fil. 

和 名 オオカワズスゲ 和名 オオヌマハリイ，ヌマハリイ
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産 地 湿潤地に生ず。

iv) Eriophorum LINN. ワタスゲ属

617. Eriphorum vaginatum LINN. 

和 名 ワタスゲ

産 地 湿潤地に生ず。

v) Fimbystylis V AHL テンツキ属

618. Fimbrystylis dichotoma V AHL 

和名 テンツキ

産 地 噴気孔付近に生ず。

iv) Rhynchospora V AHL 

ミカズキグサ属

619. Rhy町 hosporaalta V AHL. 

和 名 ミカズキグサ

産 地 湿原に生ず。

vii) Scirpus LINN. ホタルイ属

620. Scirpus lineolatus FRANCH. et SAVAT. 

和 名 ヒメホタルイ

産 地 湿潤地に生ず。

621. Scirpus planiculmis FR. SCHM. 

和 名 ェゾウキヤガラ

産 地 湿潤地に生ず。

622. Scirpus rasicans ScHKUHR 

和名 ケナシアブラガヤ，ツルアブ

ラガヤ

産 地 湿潤地に生ず。

623. Scirpus triqueter LINN. 

和 名 サンカクイ

産 地 湿潤地に生ず。

624. Scirpus tabernaemontani GMEL. 

和 名 フトイ

産 地 水辺に生ず。

625. Scirpus wichurae BdcKL. 

和名 エゾカブラヵーャ，アプラガヤ

産地 湿潤地に生ず。

94. Araceae サトイモ科

i) Arisaema MART.テンナンショウ属

626. Arisaema angustatum FRANCH. et 

産地 林内に生ず。

ii) Calla LINN. ヒメカイウ属

628. Calla palustris L 

和名 ヒメカイウ，ミズザゼン

産地 湿潤地に生ず。

iii) Lysichitum SCHOTT 

ミズバショウ属

629. Lysichitum camtschatcense SCHOTT 

和名 ミズバショウ

産地 湿潤地に生ず。

iv) Symplocarpus SALISB. 

ザゼンソウ属

630. Symplocarpus nipponicus MAKINO 

和名 ヒメザゼンソウ

産地 湿潤地に生ず。

631. Symplocarpus renifolius ScHOTT 

和名 ザゼンソウ

産地 湿潤地に生ず。

95. Lemna LINN. ウキクサ科

i) Lemna LINN. アカウキクサ属

632. Lemna minor LINN. 

和名 コウキクサ

産 地 水中に生ず。

ii) Spirodela ScHLEID. ウキクサ属

633. Spirodela polyrhiza SCHLEID. 

和名 ウキクサ

産地 水辺に生ず。

96. Commelinaceae ツユクサ科

Commelina LINN. ツユクサ属

634. Commelina communis LINN. 

和名 ツユクサ

産地 路辺に生ず。

97. Juncaceae イグサ科

i) Juncus LINN. イグサ属

635. Juncus bufonius LINN. 

和名 ヒメコウガイゼキショウ

産地 湿潤地に生ず。

SAVAT. var. peninsulae NAKAI 636. Juncus e任usus LINN. var. decipiens 

和名 コウライテンナンショウ，ェ BUCHEN. 

ゾテンナンショウ 和名 イ，トウシンソウ

産 地 林内に生ず。 産地 湿潤地に生ず。

627. Arisaema robustum N AKAI 637. Juncus krameri FRANCH. et SAVAT. 

和名 ヒロハテンナンショウ 和名 タチコウガイゼキショウ
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産 地 湿潤地に生ず。 産地 草原に生ず。

638. Juncus leschenaultii GAY 650. Allium splendens WILLD. 

和名 コウガイゼキショウ 和名 ミヤマラッキョウ

産 地 湿潤地に生ず。 産地 草原に生ず。

639. Juncus papillosus FRANCH. et SAVAT. iii) Asparagus LINN.クサスギカズラ属

和 名 アオコウガイゼキショウ 651. Asparagus schoberioides KUNTH 

産 地 湿潤地に生ず。 和名 キジカクシ

640. Juncus tenuis WILLD. 産地 草原に生ず。

和名 クサイ iv) Clitonia RAFIN ツバメオモト属

産 地 林内，路辺に生ず。 652. Clintonia udensis TRAUTV. et MEY. 

641. Juncus wallichianus LAHALPE 和名 ツパメオモト

和 名 ハリコウガイゼキショウ 産地 針葉樹林内に生ず。

産 地 湿潤地に生ず。 v) Convallaria LINN. スズラン属

ii) Luzula DC. スズメノヤリ属 653. Convallaria keiskei MIQ. 

642. Luzula capitata MIQ. 和名 スズラン，キミカゲソウ

和 名 スズメノヒエ，スズメノヤリ 産地 草原に生ず。

産 地 林内に生ず。 vD Disporum SALISB. チゴ、ユリ属

643. Luzula multiflora LEJEUNE 654. Disporum smilacinum A. GRA Y 

和名 ヤマスズメノヒエ 和名 チゴユリ

産 地 林内に生ず。 産地 林内に生ず。

644. Luzula oligantha G. SAM. 655. Disporum sessile DON 

和名 タカネスズメノヒエ 和名 ホウチャグソウ

産 地 草原(高山帯〉に生ず。 産地 林内に生ず。

645. Luzula plumosa E. MEYER var. macro- 吋j)Fritillaria LINN. パイモ属

carpa OHWI 656. Fritillaria camtschatcensis KER-GAWL. 

和 名 ヌカボシソウ 和名 クロユリ

産 地 林内に生ず。 産地 林内に生ず。

646. Luzula rostrata BUCHEN. vin) Gagea SALISB. キパナノアマナ属

和名 ミヤマヌカボシソウ 657. Gagea lutea KER-GAWL. 

産 地 草原(高地)に生ず。 和名 キパナノアマナ

98. Liliaceae ユリ科 産地 草原に生ず。

i) Aletris LINN. ソグシンラン属 ix) Hemerocallis LINN. ワスレグサ属

647. Aletris foliata BUREAU et FRANCH. 658. Hemerocallis middendor侃 TRAUTV.et 

和名 ネバリノギラン，エゾノソク MEY. 

シンラン 和名 エゾカンゾ，エゾゼンテイカ

産 地 草原(高地)に生ず。 産地 草原に生ず。

ii) Allium LINN. ネギ属 x) Hosta T貼 TTIN. ギボウシ属

648. Allium victorialis LINN. var. platyphyl- 659. Hosta rectifolia NAKAI 

lum MAKINO 

和 名 ギョウジャニンニク

産 地 林内に生ず。

649. Allium grayi REGEL 

和名 ノビル

和名 タチギボウシ

産地 湿潤地に生ず。

xi) Lilium LINN. ユリ属

660. Lilium cordatum KOIDZ. var. glehnii 

WOODCOCK 
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和名 オオウパュリ，エゾウパユリ 産 地 岩壁に生ず。

産 地 林内に生子。 xvii) Streptopus MICflX. 

661. Liliurn maculatum THUNB. var. タケシマラン属

dauricum OHWI 671. Streptopus amplexifoliurn OC. var. 

和 名 エゾスカシユリ papillatus OHWI 

産 地 岩壁に生ず。 和名 オオパタケシマラン

662. Lilium medeoloides A. GRAY 産 地 林内に生ず。

和 名 クルマユリ 672. Streptopus streptoides FRYE et RIGG. 

産 地 林内に生ず。 和名 ヒメタケシマラン

xii) Maianthemum WEBER 産 地 林内に生ず。

マイヅルソウ属 var. japonicus FASSETT 

663. Maianthemum bifoliurn F. W. SCHMIDT 和名 タケシマラン

和名 ヒメマイヅルソウ 産 地 林内に生ず。

産 地 林内に生ず。 xviii) Trillium LINN. エンレイソウ属

664. Maianthemum dilatatum NELS. et 673. Trillium smallii MAXIM. 

加fACBR. 和名 エンレイソウ

和名 マイヅノレソウ 産 地 林内に生ず。

産 地 林内に生ず。 674. Trillium kamtschaticum P ALL. 

xiii) Metanartecium MAXIM. 和名 オオバナノエンレイソウ

ノギラン属 産地 林内に生ず。

665. Metanartecium luteo-viride MAXIM. 675. Trillium tschonoskii MAXIM. 

和 名 ノギラン 和名 ミヤマエンレイソウ，シロパ

産 地 草原に生ず。 ナエンレイソウ

xiv) Paris LINN. ツクバネソウ属 産地 林内に生ず。

666. Paris tetraphylla A. GRAY form. violacea MIYABE et TATEWAKI 

和 名 ツクノミネソウ 和名 ムラサキミヤマエンレイソウ

産 地 林内に生ず。 産地 林内に生ず。

667. Paris verticillata M. v. BIEB. xix) Veratrum LINN. シュロソウ属

和 名 クルマパックパネソウ 676. Veratrurn oxysepalum TURCZ 

産 地 林内に生ず。 和名 エゾパイケイソウ

xv) Polygonatum ADANS. 産地 林内に生ず。

アマドコロ属 伺.Di倒coreaceae ヤマノイモ科

668. Polygonatum hurnile FiSCH. Dioscoria LINN. ヤマノイモ属

和 名 ヒメイズイ 677 . Dioscoria batatas DECNE 

産 地 草原に生ず。 和名 ナガイモ

669. Polygonatum odortum DRUCE var. 産地 特殊地点に生ず。

maximowiczii KOlDz. 1帥 Iridaceae アヤメ科

和 名 オオアマドコロ Iris LINN. アヤメ属

産 地 林内に生ず。 678. Iris sanguinea HORNEM. 

xvi) Tofieldia HUDS. 和名 アヤメ

チシマゼキショウ属 産地 草原に生ず。

670. Tofieldia coccinea RICHARDS. 101. Orcbidaceae ラン科

和 名 チシマゼキショウ i) Calanthe R. BR. エビネ属
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679. Calanthe nipponica MAKlNO 

和 名 キンセイラン

産 地 針葉樹林に生ず。

ii) Cephalanthera L. C. RICHARD 

キンラン属

680. Cephalanthera longibracteata BWME 

和名 ササナパギンラン

産 地 林内に生ず。

iii) Coeloglossum HARTM. 

アオチドリ属

681. Coeloglossum viride HARTM. var. brac. 

teatum RICHTER 

和名 アオチドリ

産 地 林内に生ず。

iv) Cremastra LINDL.サイハイラン属

682. Cremastra appendiculata MAKlNO 

和名 サイハイラン

産 地 林内に生ず。

-v) Dactylostalix REICHB.創.イチョウ

ラン属

683. Dactylostalix ringens REICHB. fil. 

和名 イチョウラン

産 地 針葉樹林に生ず。

vi) Epipactis Sw. カキラン属

684. Epipactis papillosa FRANCH. et SAVAT. 

和 名 エゾスズラン，アオスズラン

産 地 林内に生ず。

vii) Epipogum GMEL. トラキチラン属

685. Epipogum aphyllum SWARTZ 

和 名 トラキチラン

産 地 林内に生ず。

v量i)Ephippianthus REICHB. fil. 

コイチョウラン属

686. Ephippianthus schmidtii REICHB.乱

和 名 コイチョウラン

産 地 針葉樹林に生ず。

和名 ヒメミヤマウズラ

産地 針葉樹林に生ず。

xi) Gymnadenia R. BR. 

テガタチドリ属

689. Gymnadenia camtschatica MIY ABE et 

Ku∞ 
和名 ノピネチドリ

産地 林内に生ず。

form. leucantha TOYOKUNI 

和名 シロパナノピネチドリ

産地 林内に生ず。

690. Gymnadenia cucullata RICH. 

和名 ミヤマモジズリ

産地 林内に生ず。

xii) Liparis L. C. RrCH. 

クモキリソウ属

691. Liparis krameri FRANCH. et SAVAT.. 

和名 ジカツミチソウ

産地 針葉樹林に生ず。

692. Liparis makinoana SCHL TR. 

和名 スズムシソウ

産 地 林内に生ず。

xiii) Listera R. BR. フタパラン属

693. Listera cordata R. BR. 

和名 フタパラン

産地 針葉樹林に生ず。

694. Listera nipponica MAKINO 

和名 ミヤマフタパラン

産地 針葉樹林に生ず。

xiv) Microstylis NUTT. 

ホザキイチョウラン属

695. Microstylis monophyl1os LINDL. 

和名 ホザキイチョウラン

産地 針葉樹林に生ず。

xv) Mirmechis BWME 

アリドオシラン属

ix) Gastrodia R. BR. オニノヤガラ属 696. Mirmechis japonica ROLFE 

687. Gastrodia elata BWME 和名 アリドオシラン

和 名 オニノヤガラ，ヌスピトノア 産地 針葉樹林に生ず。

シ xvi) Neottia LINN. ザカネラン属

産 地 林内に生ず。 697. Neottia nidus-avis L. C. RICH. var. 

x) Goodyera R. BR. シュスラン属 manshurica KOMAR. 

688. Goodyera repens R. BR. 和名 サネカラン
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産 地 林内に生ず。 産 地 林内に生ず。

xvii) Orchis LINN. ハクサンチドリ属 702. Platanthera ophrydioides FR. SCHM. 

698. Orchis aristata FISCH. 和名 キソチドリ

和名 ハクサンチドリ 産地 林内に生ず。

産 地 草原に生ず。 703. Platanthera tipuloiden LINDL. 

form. albiflora TATEWAKI 和名 ホソパノキソチドリ

和名 シロパナハクサンチドリ 産 地 林内に生ず。

産 地 草原に生ず。 xx) Spiranthes L. C. RICH.ネジバナ属

xviii) Oreochis LINDL. コケイラン属 704. Spiranthes sinensis AMES. 

699. Oreorchis patens LINDL. 和 名 ネジバナ，モジズリ

和 名 コケイラン 産地 草原に生ず。

産 地 林内に生ず。 xxi) Tulotis RAFIN. トンボソウ属

xix) Platanthera L. C. RICH. 705. Tulotis asiatica HARA 

ツレサギソウ属 和名 ヒロハトンボソウ

700 _ Platanthera chorisiana REICHB. fil. 産地 林内に生ず。

和 名 タカネトンボ 706. Tulotis ussuriensis HARA 

産 地 林内に生ず。 和名 トンボソウ

701. Platanthera metabifolia F. MAEKAWA 産地 林内に生ず。

和 名 エゾチドリ

結 冒

阿寒国立公園には，高山林(ハイマツ林)，上部広葉樹林(ダケカンパ林)，針葉樹林(ア

カエゾマツ林，エゾマツ林，エゾマツ・トドマツ林， トドマツ林，オンコ林)，広葉樹林(シナ

ノキ林， ミズナラ林，カツラ林，ハルニレ林，ヤチダモ林，ケヤマハンノキ林，シラカンバ林

など)がある。

ハイマツ林は，山岳の上部に見られるが，その分布高度は雌阿寒岳C1，200~1 ， OOO m)，阿

寒富士 (1 ， 200~900 m)，雄阿寒岳 (1 ， 371~1 ， OOO m)，藻琴山 (999~700 m)である。また，

火山活動に伴う特殊な分布の例としてアトサヌプリ (510~160 m)がある。ダケカンパ林は，

針葉樹林の上部に分布し，その上部はハイマツ林に接するのが北海道では一般的であるが，本

地域では雌阿寒・岳，阿寒富士にダケカンパ林帯を欠如している。ダケカンパ林の分布高度は，

雄阿寒岳C1， OOO~800 m)，阿寒横断道路 (800~680 m)，藻琴山 (700~300 m)，カムイヌプリ

及び摩周湖湖壁 (868~400m) である。

本地域で，森林景観上特に注目しなければならないのは，アカエゾマツ，エゾマツの原生

林と，アトサヌプリ周辺にみられる火山活動に伴う特殊な森林景観である。本地域においても

現在では，原生林はきわめて少ないが，阿寒富士・フップシ岳を含めた雌阿寒岳山実や雄阿寒

岳の東，西山麓にはアカエソゃマツ林，阿寒横断道路からベンケトーにかけてはエゾマツ林，エ

ゾマツ・トドマツ林の原生林を見ることができる。また，アトサヌプリ火口原では，高距 160m
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の低地にハイマツーエゾイソツツジ群落が広い面積に展開し，所々にシラカンパ，アカエゾマ

ツとの組合せも見ることができ、特筆すべき森林景観である。

本地域において，原生林的景観の森林 50か所を抽出して群落学的解析を行った。林別に基

群集名，標徴種などについて表にとりまとめると， Table 148のとおりである。

ハイマツ林は，雌阿寒岳山実の 1 ， 000~1 ， 200 m~，こ最もよく発達している。ハイマツ林の林

床には，エゾイソツツジが優占し，ガンコウラン，コケモモを生ずる。

ダケカンパ林は，雄阿寒岳，阿寒横断道路，藻琴山などに分布する。林床にはクマイザサ

が優占し，その他，濯木としてオガラパナ， トガスグリ，エゾイチゴ，蔓茎類としてツタウル

シ，草本類としてゴゼンタチパナ，イワノガリヤスを生ずる。

アカエソ*マツ林は，雌阿寒岳山棄とその周辺，雄阿寒岳の東および西山麓など，特別保護

区域や試験林などに原生林的景観を持つ森林が多い。アカエゾマツ林の林床には，ササ類，醇

類，スゲ類，濯木類，羊歯類などが優占する。アカエゾマツーササ型の群落は最も分布面積が

広く，アカエゾマツー辞類群落は岩礁地上に成立したアカエゾ‘マツ林に多い。アカエゾマツー潅

木群落では，林床に優先する濯木としてアカミノイヌツゲ，ハクサンシャクナゲ，エゾムラサ

キツツジ，エゾクロウスゴ，エゾイソツツジなどがあるが，いずれも群落の面積としては大き

いものではなし、。アカエゾ‘マツーハイマツ群落は，ダケカンパの分布を欠く雌阿寒岳の西斜面

の森林限界付近に見られる。また，川湯アトサヌプリ周辺には低地にハイマツが出現するが，

湯沼付近では噴気孔周辺にアカエゾ、マツ群落の横に沿うようにハイマツ群落が並行して生じて

いる群落を見出し，アカエゾマツ=ハイマツ基群集として記載した。なおまた，羊歯型群落の

アカエゾマツーシノブカグマ基群集についても，雌阿寒岳西山麓の雌阿寒温泉において記録し

Tこ。

エゾマツ林は，阿寒横断道路からベンケトーにかけて今なお原生林的景観を残す森林が見

られるが，他地域においては殆どが施業対象地となっている。野上峠，屈斜路湖中島，カムイ

ヌプリ頂上の火口原，阿寒湖オンキモシリなどで小面積の残存林分を調査できたが，林床には

クマイザサが優占する場合と，ゴンゲンスゲが優占する場合とがあった。

トドマツ林もエゾマツ林と同様にその殆どが施業対象地となっているが，雌阿寒岳北東斜

面の上部，阿寒湖のポンモシリ，オンキモシリ，屈斜路湖中島で小面積の林分を調査した。林

床は，ササ型，羊歯型，濯木型などが認められた。

オンコ林は川湯付近において 1 本の巨木と樹高 4~9m の小木からなる群落を記載した

が，林床はオシダ，シラネワラビが優占し，蔓茎類としてツルアジサイ，草本類としてゴンゲ

ンスゲ，フッキソウ，コミヤマカタバミ，ツバメオモト，ナガジラミを生じていた。

針広混交林の一例として，阿寒湖のヤイタイモシリ，チュウルイモシリでシナノキ・トド

マツ林を記録した。ヤイタイモシリでは，林床にトクサが優占し，その他潅木としてヒロハツ

リパナ， トガスグリ，羊歯類としてオシダ，シラネワラビを生ずる。
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of the forest vegetation 
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730 
820 
160 
780 
470 
460 
590 
630 

820 
580 

CE国 racteristicsp配 i田

V配'CIn;，附Ivi治結7ea， Em卯trumn留四四 var.japonicum 

Acer u畑町閣d制服，R記ム sachalinensis，Rubus idae師 var.aculeat加抑制 ; Rh師向雨脚;
α州岡 田 制de間 is，Calamogrostis la昭 "Sdorjj官

MenzたS阻 tentandra，Vaccinium smallii， V. hi出 m，V. ovalifolium; Corn師 canade間お，Maian. 
themum dilatatum， Coptお trifolia，Oxalis acetosella; Rumohra mutica， Dryopteris austriaca， 
Lycotodium 0おcurumform. strictum， L. annotinum; Mo時 田 ;Cladonia spp. 

Acer ukurund;師 nse，Viburnu澗 βlrca仰帆 Rhododendronb叩 chcartum，Menziesia pentandra， 
V匝 "CIniumsmallii， V. 0叩 li約folj
C白o問凶 C叫官閣nad，旨悶iおS，Clematis ochotensis， 。比alisacetosella， Ca陀 'X sachalinensis， Platanthera 
tl抑loides，Clinωnia ude附 is，Ma勿nthemumdilatatum. D旬。叩m smilacinu湘;かyop附お a師 e

W間四，L回 t開 aphegop加古，Rumゅhramutica， Lycopodium complanatum， L. obscurum form 
I的内毎回a，Me財閥必卯n飽満dra，Vaccinium hi;出棚 J白世tおか約lia，Corn師伺nade附is;Mo田es
Ac官 ukurundi僻附沼 Corn師四nade間is，白lamagros総 langsdorffii，Rub附 pseudo-japonic附，
csrex sp.; os隅開da国必段耳 Equ印加mμJ闘的

I寸 770 Menziesiaμntandra， Vaccinium smallii， V. hii吋14m，V. vitis-偏露a，Led14mμI凶 trevar. yes団側se，
I寸 臼o R田沼町icularis;Co明捕却問必附お，月刊lafa14'加 na，P.開 nifoliaQ胞 tお acetosella;Ly，ω，podium 
II-e 430 叩明:plana加r，Rumohra mu枕'a;Mo盟 国 Cladon必 spp.
1 -k 870 
m-f 150 Emtetrum時四m var. ja，抑 ticu四 ;Lesh切 jato明白

UI-g 150 Ledum toli附 '1revar.戸soe悶 e，均出'iniumhirtum; Lest，回 ja，仰向a;Clado明白 spp.
皿-h 190 Rhw; trichoca桝 ;Sa担 4抑制白 ;M;お伺nth凶 sine間 is;Pteridi酬 aqilinumvar. la必culum
I-1 950 Ledum仰f附 trevar.問。仰se，Va伺 iniumvi，捻ー仙ea， V. hi;げ脚"

III-i 320 Acer uku四 ndi脚間e，Hydra得回仰niculata，島岬匁抑勿附 sieboldian踊 ，Ribes s，百 haline附is，Sorbaris 
III-j 240 soゆifol，お var.stellipila， Menzies回釦ntandra，Vac，口fnii開 I S四 allii;Actinid帥 kolomik活a，Sヒhizophr.
III-k 320 agma勿'drangeoides，Rhus ambigua; Ca陀 xsachalinensis， Q回 lisacetosella， Maianthemum 

dilata加m，Viola selhir.紡・ var.問的'llata.Corn哨閣制ie間会 ;Lyc司似幼・umserratum var. serratum， 
L. obscurum form. strictum， Dryoβte，お a師 t均 ca;Mo園田

UI-I 370 Acer幼 urundi田nse，E，師nym陥 mac，ψtera;Actinidia kolomik均，Rhus amb匂回，Schizorhragma 
II-f 430 わ!tlra昭 'eo幼芯 Cacaliaauriculata var. kamおchatica，Ma回 nthemumdialata， Clematis ochotensis， 

乃Irolarenifol.お，Tiarella pol)φhylla; Lyco骨odiumserratum var. serratum， L. 0おcurumform 
sh・C知m，n"四'pte均邸時b也C耳 D.c'慣 2幼izo隅 a;Mo田es

1 -m 930 Y，町口niumsmallii 
III-m 170 Schizoρ，hra，伊陶 hydra耳Igeoid，田，Schisandra chinensis; Pachysandra terminalis， Ci郎官制 alpina;

か3ゆS脚色 c，臨帥i抑制 Equi.田tum伽 糊:k
II-g 420 R必田島町hali，館附is;Clintonia udensis， M aianthemum dilatatum， Car.叫 sp.Pachysandra ter明，.

制 Jお;n"ゆ加古 C判蹴帥izoma

日一h 430 Acer ukurund脚 nse，Ilex r略国a;Act，初idiakolomikta， Hydrangea tetiolaris; sa担 apoiensis; 
Cli悶onia拙ie悶is，C訟が!iaauriculata var. kamtschatica， Maianthemum dilatata， Clema的 ochoten.
SZS，白河xsp.; Q開削da田必tica，Rumohra multica， Lyco，仰diumobscurum， L. serratu四 var.
serratum; Mos田 S

1-n 1，100 RIu.が'otkndro明 brachycar仰棚 Vac口nium0悶 lifolim;S.闘 sena憎 晴S台 Corn晒 caruu:i岡崎

III-n 250 均!tlra略国 μωla，古 Carex担 chaline悶お，Pachysandra terminal日，Oxalis acetosella， Osmorhiza 
U'Islata. Clinωnia蹴品e附お

II-i 420 Et回附隅捕 mac，ゅtera， Rib<怒島町'haline間 is;n" 
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広葉樹林では，シナノキ林を阿寒湖のポンモシリ，オンキモシリで調査したが，シナノキ

ートドマツ林型を呈するものもあった。林床にはフッキソウ，オシダが多く，その他潅木とし

てはトガスグリ，蔓茎類としてはミヤママタタビ，ツタウルシ，ササ類としてエゾミヤコザサ，

草本類としてマイヅルソウ，ツバメオモト，クルマパソウ，スゲ類， ミミコウモリ，エンレイ

ソウを生じていた。

ミズナラ林では，ピリカネップの阿寒川沿いで調査したが，林床はクマイザサが優占し，

草本類としてアカンカサスゲ，アキカラマツ， ヒメゴヨウイチゴ，スズラン，オオアマドコロ

を生ずる。また，アトサヌプリ火口原のミズナラ林では，林床はエゾミヤコザサが優占 L，ニッ

コウシダ，ヤマドリゼンマイを伴う。

カツラ林については，和琴半島でカツラーグマイザサ基群集を，阿寒湖オンキモシリでは

カツラ・シナノキースゲ類基群集を記載した。和琴半島では林床にクマイザサが優占し，蔓茎

類としてツルアジサイ，草本類としてフッキソウ，クルマバソウ，羊歯類としてオシダを生じ，

オンキモシリでは林床にスゲ類が多く，濯木としてトガスグリ，エゾスグリ，草本類としてフッ

キソウ，ムカゴイラクサ，クルマパソウ，羊歯類としてオシダを生じていた。

ハルニレ林，ヤチダモ林については，川湯，仁伏で調査したが，いずれもも下層にエゾイ

タヤを伴い，ハルニレーエゾイタヤ林，ヤチダモーエゾイタヤ林を記載した。林床植生は，前

者ではフッキソウが優勢で草本類ではオオバナエンレイソウ，オオウパユリ，羊歯類としては

オシダ， ミヤマワラビが多かった。また後者の林床は低濯木のトガスグリが優勢で，草本類と

してはオオバナエンレイソウ，オオウパユリ，羊歯類としてはオシダが多かった。

ケヤマハンノキ林は，阿寒湖畔で、調査したが，林床にはエゾミヤコザサが優占し，潅木と

してエゾニワトコ，草本類としてフッキソウ，アキカラマツ， レンプクソウ，羊歯類としてオ

シダを生じていた。

シラカンパ林は，雄阿寒温泉付近の丘陵地で山火跡地の二次林を調査した。林床にはクマ

イザサが優占し，蔓茎類としてヤマブドウ， ミヤママタタビ，草本類としてフッキソウ，羊歯

類としてヤマドリゼンマイ，オシダを生じていた。また，アトサヌプリ火口原のハイマツーエ

ゾイソツツジ群落内に部分的に見られるシラカシバ林では，林床にハイマツ，エゾイソツツジ

が優占し，その他エゾミヤコザサ，ニッコウシダを生ずる。

また，第IV章においては，本地域内で採集，同定された高等植物 706種の目録を掲げた。
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Summary 

Akan National Park has many scenic spots. Akan， Kussharo， and Mashu calderas (volc. 

anic depressions)， blessed with beautiful lakes and marshes such as Lakes Akan， Kussharo and 

Mashu， are located in the center of出epark. The surrounding forest area inculdes many volc. 

anos such as Mts. Meakan and Atosanupuri. In particular， primeval state of these forests is 

known to be greater than any other ]apanese national park from the forestry and botanical 

viewpoints. 

The current study is the ecological analysis of the park's primeval forests based upon our 

research conducted for ten years starting 1971. 

Akan National Park is situated in east Hokkaido， ranging over three districts: Kushiro， 

Tokachi and Abasiri. The districts extend from 430 20' 50" ~430 42' 10" N .L.， to 143・54'49" 

~ 1440 40' 18" E. L.， being about 56kms length， about 18 kms in width， with an area of about 

90，540 ha. The main mountains are Mts. Meakan(1，499 m)， Akanf吋i(1，476m)， Oakan(I，371 

m)， Mokoto(999 m)， Kamuinupuri(855 m) and Atosanupri(510 m). 

The cIilate of Akan National Park (represented by that of Teshikaga and Lake Akan areas) 

is as shown in Table 1-using the meteorological data of the Hokkaido branch of the ]apan 

Climatological Association. The T A YLOR"S hythergraph (Fig. 2) indicates that the climate 

is similar to the Pacific Ocean type. 

Forests in the park are， from up to down， Alpine forest (Pinusμ，mila forest)， upper 

broad-leaved forest (Betula ermanii forest)， needle-leaved forest， mixed forest， and 

broad-leaved forest. The vertical distribution of Pin陥 ρumilaforest is as follows: Mt. 

Meakan 1 ，200~ 1，000( ~800)m; Mt. Akanfuji 1 ，200~900 m; Mt. Oakan 1，371 ~ 1，000 m ; 

Mt. Mokoto 999~ 700( ~500)m; Mt. Atosanupuri 510~ 160 m. 

The distribution of Pin附仰milaforests even in the low land area of Mt. Atosanupuri， 

illustrates a special case involved with the volcanic activities. 

Betu/a ermanii forests normally exist to the lower part of Pinωρumila forests. 

However， in the Mt. Meakan and Akanfuji areas， Betu/a ermanii forests are not found. 

The vertical distribution of Betula ermanii forests is as follows: Mt. Oakan 1，000 

~800 m; Sogakudai 800~680 m; Mt. Mokoto 700~300 m; Mt. Kamui-nupuri 868~400 

ロ1.
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The forests existing on the four islands COnkimoshiri， Ponmoshiri， Churuimoshiri 

and Yaitaimoshiri) in Lake Akan， Mt. Meakan， Onneto， Mt. Atosanupuri and their 

surroundings， N akajima island of Lake Kussharo， and the Wakoto peninsula are also 

briefly discussed. Some examples of the forest characteristics presented are as follows : 

Betula ermanii forests are not found on Mts. Meakan and Akanfuji; Picea glehnii forests 

are predominant on Mt. Meakan except on the east slope where Ab的 sachalinensisforests 

predominate; the area between the Akan-Cross Highway and Penketo consists of 

primeval pi・'ceajezoensis forests as well as Picea jezoe郎会 - Abies sachalinensis forest; on 

Mt. Atosanupuri， scenic Pinω 仰mila-Ledumμl師 trevar. yesoe附 eforests are widely 

distributed as low as 160m; surrounding fumarole of Yunuma， which is c10se to Mt. 

Atosanupuri， Pinusρ'umila and Picea glehnii groups are found side by side forming a 

characteristic forest scene. 

Investigations were conducted at 50 locations in total in the following type of forests: 

Alpine forest， upper broad-leaved forest， needle-leaved forest， mixed forest and broad 

-leaved forest. The analysis of the forests was made by the belt-transect method. The 

sociation identified are shown in Table 148. Among these groups， the Picea glehnii -

Rumohma mutica and Picea glehnii Pin附仰milasociation are de配 ribedfor the first 

time. 

The existence of primeval forests in Akan National Park was confirmed on Mts. 

Akanfuji， Meakan， and Oakan as well as in the area surrounding the Akan-Cross 

Highway between Akan and Teshikaga. Also a beautiful flora was observed in Kawayu 

Atosanupuri. 



"卜 j，i，( Plate l 

Photo 1. Picea glehnii lorest 011 the slope 01 west side 01 Mt. Meakal1 (Ielt) & Akanluji 

(right). Onneto 

Photo 2. Picea glelmii lorest 011 the volcanic sand and gravel at the eastern loot 01 Mt 

Oakal1. Panketo 
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"Ch 1. j，i.t Plate 1][ 

Photo 7. Picca j配 oensis• Abies sachalillensis forest. Penketo 

Photo 8. Pic印 glehnii-mossessocIatioT1. Meakan-onsen 



Plate IV h 嵐

Photo 9. Thicket 01 Pinlls T抑制la. Mt. Meakan 

Photo 10. Thicket 01 Pinlls tumiLμMt. Makuwantisappu 



JI. 1-i;，( Plate V 

Photo 11. Pinus pumila-Ledum仰luslrevar. ;四oensesociation. Mt. Atosanupuri 

Photo 12. “Standing form " of Pinusρwnila. Atosanupuri 



Plate VI :iJ: l' jj，( 

Photo 13. &tula ennaniiおsasenanensis sociation. Mt. Mokoto 

Photo 14. Belula ermanii-Sasa sena即 時isso口ation. Mt. Oakan 



II. l' iJ.l Plate VlI 

や J

Photo 15. Picea glelmii-Sasaゆoiensissociation. Meakan-onsen 

Photo 16. Picea glehnii-Sasa s四 anensissocIation. Furebetsu 



Plate VIIl 五寸昆l

Photo 17. Picea glehcnii-Mosses sociation. Mt. Oakan 

Photo 18. Picea glehnii -Corn附 canadensissociation. Onneto 



五 十嵐 Plate IX 

Photo 19. Picea glehnii-Rumohra mutica sociation. Meakan-onsen 

Photo 20. Pic'，ω glehnii-Lysichitum c，αmおchatcensesociation. Onneto 



Plate X 五十嵐

Photo 21. Picea glehnii-Ilex sugerokii var. b削 収 dunculafasociation. Furebetsu 

Photo 22. Picea glelmii-Rhododendron brachycarpum sociation. Onneto 



五十嵐 Plate XI 

Photo 23. Picea glehnii-Pinus pumila sociation. Atosanupuri 

Photo 24. Picea glehnii = Pin凶 pumilasoc i ~t ion . Yunuma， Atosanupuri 



Plate XJI jj: -1嵐

Photo 25. Picea jezoensis forest. N ogami-toge 

Photo 26. Picea jezoensis-Sasa senanensis sociation. Nogami-toge 



]，: 1. H，[ Plate Xlll 

Photo 27. Picea jezoensis-Sasαse削 nensissociation. Nakajima (Kussharo) 

Photo 28. Picea jezoen日's-Carexsachalinensis sociation. Kamuinupuri 



Plate X1V 五十嵐{

Photo 29. Abies sac!zalinensis-Sasa atoiensis sociation. Mt. Meakan 

Photo 30. Abi回 sachalinensis ~Sasa se問削問日 sociation.Nakajima (Kussharo) 



五十嵐 Plate XV 

Photo 31. Abies sachalinensis-Rhododendron brac/.りcaゆM附 sociation.Onkimoshiri (Akan) 

Photo 32. Abies saclwlinensis-Pinus pumila sociatioll. Mt. Meal叩 n



Plate XVI 五:寸 jぷ

Photo 33. Mixed forest of Abies sachalinensis andηlia jatonica. Churuimoshiri (Akan) 

Photo 34. Abies sachalinensis・Tiliajatonica forest. Churuimoshiri 



h 1-i-"l Plate X VII 

Photo 35. Ti/ia ja仰 uca・Abies sachalinens is~ Eqllisetum hynlGle sociation. Yaitaimoshiri 

(Akan) 

Photo 36. Tilia jaρonica-A bies sachalinensis-Pacl:り'Sandralenninalis sociation. Ponmoshiri 

(Akan) 



Plate XVlII 五十嵐

Photo 37. QuerclIs mOl1golica var. grosseserrafa-Sasa senanensis sociation. Pirikaneppu 

Photo 38. Cerciditlty/lu111 jatonic1I111ーお50senanensis sociation. ¥;へakotohanto



h 1-ぷ Plate XIX 

Photo 39. Alnus hirsl出品saaρoiensis sociation. Akan-kohan 

Photo 40. &tulaρlatyphylla var. jaρ0叩 ca-Sasasenanensis sociation. Oakan-on田 n



Plate XX h.以

Photo 41. Belula ρlaty.μザlla var. jatonica-Ledum 仰 lusfre var. yesoense sociation 

Atosanupuri 

Photo 42. Belulaρlalythylla var. jalうonica-Pinusρumilasociation. Atosanupuri 


